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料
〕
玉
川
大
学
教
育
学
術
情
報
図
書
館
蔵
『
本
譽
空
無
上
人
衜
影
贊
』
翻
刻
と
解
題
関　
口　
靜　
雄
〔
解
　
　
題
〕
玉
川
大
学
教
育
学
術
情
報
図
書
館
蔵
『
本
譽
空
無
上
人
衜
影
贊
』（
版
本
一
冊
）
を
翻
刻
紹
介
す
る
。
薄
識
に
し
て
他
に
所
蔵
あ
る
を
知
ら
な
い
。
本
誉
空
無
は
江
戸
下
谷
池
之
端
浄
土
宗
影
向
山
心
行
寺
三
世
で
、
浄
土
木
食
を
自
称
し
て
江
府
六
所
に
い
わ
ゆ
る
は
じ
め
の
六
地
蔵
を
建
立
し
た
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。
し
か
し
六
地
蔵
建
立
の
い
き
さ
つ
や
そ
の
生
涯
は
埋
も
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
本
書
は
新
出
の
本
誉
空
無
の
行
状
記
で
あ
っ
て
六
地
蔵
研
究
や
近
世
木
食
研
究
に
資
す
る
と
こ
ろ
少
な
く
あ
る
ま
い
。
紹
介
す
る
所
以
で
あ
る
。
翻
刻
を
御
許
可
下
さ
っ
た
玉
川
大
学
教
育
学
術
情
報
図
書
館
に
甚
深
の
謝
意
を
表
す
る
。
本
書
は
右
図
書
館
の
標
目
書
名
に
『
本
誉
空
無
上
人
道
影
賛
』
と
あ
り
、
出
版
事
項
に
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
刊
と
す
る
が
、
表
裏
表
紙
を
欠
い
て
い
て
版
行
時
の
原
題
が
知
れ
ず
、
版
元
の
記
載
も
刊
記
も
な
く
、
ま
た
複
数
の
年
記
を
有
す
る
か
ら
刊
年
を
元
禄
三
年
と
に
わ
か
に
断
じ
き
れ
な
い
。
現
況
は
袋
綴
仮
綴
装
十
三
丁
か
ら
成
り
、
こ
れ
を
表
裏
表
紙
を
付
け
ず
仮
綴
紙
縒
装
の
ま
ま
、
す
な
わ
ち
本
誉
空
無
の
肖
像
を
描
い
た
現
況
一
丁
目
表
「
Ｈ
池
Ｉ
濟
老
師
衟
影
」
を
表
表
紙
と
し
て
頒
布
さ
れ
た
と
も
考
え
得
る
が
、
終
丁
が
半
切
な
の
で
、
当
初
版
行
時
に
は
表
裏
表
紙
が
存
し
た
と
判
断
で
き
る
。
す
る
と
そ
の
表
表
紙
に
は
打
付
け
な
り
題
簽
な
り
で
書
名
が
存
し
て
い
た
は
ず
で
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
「
心
行
寺
第
三
世
源
Ｈ
社
本
譽
空
無
上
人
行
狀
」
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
逸
失
ゆ
え
に
断
定
は
控
え
る
。
今
は
本
書
書
名
は
右
図
書
館
の
付
し
た
標
目
書
名
『
本
誉
空
無
上
人
道
影
賛
』
を
尊
重
す
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
現
況
全
十
三
丁
の
構
成
は
下
記
の
よ
う
で
あ
る
。
①「
Ｈ
池
Ｉ
濟
老
師
衟
影
」（
署
名
・
落
款
な
し
）
及
び
　
「
本
譽
空
無
上
人
衜
影
贊
」
元
祿
壬
申
季
秋
穀
日
一
髪
衜
人
無
生
敬
題
　
　
　
版
芯
柱
題
「
空
無
上
人
衜
影
贊
」、
丁
付
一
～
二
丁
。
②「
Ｉ
濟
本
譽
上
人
行
錄
序
」元
祿
辛
未
夏
日
宗
忽
天
倫
題
・
南
岳
悅
山
宗
書
（
無
年
記
）
　
　
　
版
芯
柱
題
「
空
無
上
人
行
狀
序
」、
丁
付
一
～
五
丁
。
③「
心
行
寺
第
三
世
源
Ｈ
社
本
譽
空
無
上
人
行
狀
」
元
祿
三
庚
午
年
臘
月
朔
日
　
　
　
門
弟
子
某
等
編
版
芯
柱
題
「
空
無
上
人
行
狀
」、　
丁
付
一
～
六
丁
。
　
右
に
見
る
よ
う
に
、
本
書
現
況
袋
綴
装
十
三
丁
一
冊
は
元
禄
壬
申
五
年
（
一
六
九
二
）
秋
の
版
行
で
あ
る
と
知
れ
る
。
し
か
し
お
そ
ら
く
そ
れ
以
前
に
元
禄
庚
午
三
年
（
一
六
九
〇
）
十
二
月
一
日
に
門
弟
子
某
等
が
編
じ
た
「
心
行
寺
第
三
世
源
Ｈ
社
本
譽
空
無
上
人
行
狀
」
が
版
行
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
が
さ
ら
に
そ
の
翌
元
禄
辛
未
四
年
（
一
六
九
一
）
夏
付
の
臨
済
僧
宗
忽
天
倫
及
び
黄
檗
僧
南
岳
悦
山
道
宗
の
序
文
を
付
し
て
版
行
さ
れ
た
と
推
量
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
重
言
す
れ
ば
、
ま
ず
門
弟
子
某
等
編
「
心
行
寺
第
三
世
源
Ｈ
社
本
譽
空
無
上
人
行
狀
」（
六
丁
）
が
版
行
さ
れ
、
そ
れ
に
宗
忽
天
倫
と
南
岳
悦
山
宗
の
序
文
（
五
丁
）
を
付
し
た
も
の
が
版
行
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
に
「
Ｈ
池
Ｉ
濟
老
師
衟
影
」
と
一
髪
道
人
無
生
撰
「
本
譽
空
無
上
人
衜
影
贊
」（
二
丁
）
を
付
し
た
全
十
三
丁
一
冊
に
表
裏
表
紙
を
装
幀
し
て
版
行
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
推
量
に
推
量
を
加
え
れ
ば
、
お
そ
ら
く
門
弟
子
某
等
編
「
心
行
寺
第
三
世
源
Ｈ
社
本
譽
空
無
上
人
行
狀
」
は
心
行
寺
蔵
版
だ
っ
た
は
ず
で
、
本
誉
空
無
の
行
業
が
周
知
さ
れ
世
評
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
宗
忽
天
倫
・
悦
山
道
宗
・
一
髪
道
人
無
生
ら
他
宗
高
僧
の
賛
や
序
文
、
ま
た
無
名
氏
筆
画
の
道
影
を
得
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
因
み
に
宗
学
苑　
第
九
五
八
号　
五
四
～
七
七　
（
二
〇
二
〇
・
八
）
─ 55 ─
忽
天
倫
（
一
六
二
六
―
一
六
九
七
）
は
丹
後
の
人
で
、
臨
済
宗
京
都
大
徳
寺
二
一
八
世
を
経
歴
し
て
元
禄
二
年
江
戸
品
川
万
松
山
東
海
寺
在
山
一
世
位
に
就
い
た
人
で
あ
り
、
悦
山
道
宗
（
一
六
二
九
―
一
七
〇
七
）
は
福
建
省
の
人
で
、
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）
に
渡
来
し
、
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
大
坂
生
野
の
聖
徳
太
子
創
建
と
い
う
南
岳
山
舎
利
尊
勝
寺
を
黄
檗
宗
寺
院
と
し
て
中
興
開
山
し
、
の
ち
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
黄
檗
山
萬
福
寺
七
世
住
持
と
な
っ
た
人
で
、
と
も
に
禅
の
高
僧
で
あ
る
が
、
一
髪
道
人
無
生
に
つ
い
て
は
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
な
お
「
空
無
上
人
衜
影
贊
」
の
年
記
中
の
「
壬
申
季
秋
穀
日
一
髪
衜
人
無
生
」
は
「
壬
申
季
秋
穀
旦
、
髪
衜
人
無
生
」
と
も
解
せ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
壬
申
季
秋
穀
日
、
一
髪
衜
人
無
生
」
と
解
し
た
。
ま
た
二
顆
の
篆
印
の
一
つ
は
「
密
林
居
士
」
と
読
め
る
か
ら
、
一
髪
道
人
は
空
無
と
同
じ
浄
土
門
の
人
物
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
宮
城
県
立
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
叡
智
の
杜
目
録
に
伊
達
文
庫
本
と
し
て
密
林
居
士
著
釋
方
正
編
『
毘
那
密
林
居
士
大
觀
藁
』（
版
本
一
冊
。
正
徳
四
年
〈
一
七
一
四
〉
跋
。
未
見
）
が
載
り
、
同
図
書
館
に
よ
る
書
誌
注
記
に
「
日
本
文
学
・
漢
詩
文
・
禅
宗
」
と
あ
る
が
、
こ
の
密
林
居
士
と
一
髪
道
人
が
同
一
人
物
と
す
れ
ば
洞
門
の
人
で
あ
っ
た
か
と
推
量
さ
れ
る
。
し
か
し
い
ま
だ
空
無
と
曹
洞
宗
僧
と
の
交
流
の
確
実
な
痕
跡
を
見
出
し
得
な
い
で
い
る
。
　
　
　
　
※
本
誉
空
無
の
名
や
事
跡
を
『
縁
山
志
』『
浄
土
伝
灯
総
系
譜
』『
蓮
門
精
舎
旧
詞
』
を
は
じ
め
蓮
門
の
主
だ
っ
た
文
献
資
料
等
々
に
い
ま
だ
見
出
せ
な
い
で
い
る
。
本
書
『
本
譽
空
無
上
人
衜
影
贊
』
の
巻
頭
を
飾
る
賛
や
序
文
が
他
門
の
人
士
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
空
無
に
は
六
地
蔵
建
立
と
い
う
大
業
の
ほ
か
に
、『
発
願
文
和
談
抄
』（
元
禄
七
年
〈
一
六
九
四
〉
刊
）・
『
巡
六
地
蔵
慈
悲
利
益
記
』（
宝
永
四
年
〈
一
七
〇
七
〉
幻
化
散
人
序
）・『
大
黒
天
霊
験
記
』（
享
保
三
年
〈
一
七
一
八
〉
刊
）・『
十
夜
念
仏
発
願
由
来
根
元
記
』（
享
保
五
年
〈
一
七
二
〇
〉
刊
）等
の
著
作
も
あ
り
、
こ
と
に
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
正
月
柳
屋
德
右
衞
門
・
松
屋
金
四
郎
合
梓
板
『
十
夜
念
仏
発
願
由
来
根
元
記
』 
の
序
に
「
享
き
や
う
保ほう
五
庚　
　
子
正
月
中ちう
旬しゆん
空くう
無む
九
十
一
歳さい
謹
つ
ゝ
し
ん
て
書しよ
す」
と
あ
っ
て
卒
寿
を
超
え
て
も
著
作
に
励
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
空
無
に
つ
い
て
同
門
の
衆
僧
人
士
に
言
及
が
な
い
の
は
不
思
議
と
い
う
ほ
か
は
な
く
、
ま
し
て
近
代
の
斯
学
研
究
者
に
も
空
無
の
行
業
や
著
作
に
つ
い
て
の
論
考
を
狭
隘
に
し
て
知
ら
な
い
。
空
無
と
そ
の
業
績
は
蓮
門
宗
史
に
深
く
埋
も
れ
、
そ
の
存
在
さ
え
な
か
っ
た
が
ご
と
く
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
空
無
の
行
状
を
伝
え
る
唯
一
の
伝
記
は
『
江
戸
名
所
図
会
』（
全
二
〇
冊
）
編
纂
で
名
高
い
斎
藤
月
岑
の
『
東
都
歳
事
記1
』（
天
保
九
年
〈
一
八
三
八
〉、
須
原
屋
茂
兵
衛
・
同
伊
八
版
）巻
四
「
附
録
」
に
載
る
次
の
一
文
で
あ
ろ
う
。
町
名
主
い
わ
ば
市
井
の
文
人
考
証
家
に
よ
る
紹
介
で
あ
る
。
○ 
最
初
建
立
江
戸
六
地
藏
參　
 
銅
仏
立
像
壹
丈
な
り
慈
濟
庵
空
無
上
人
勸
化
の
助
力
を
以
建
立
あ
り
元
祿
四
年
に
開
眼
供
養
有
し
由
江
戸
砂
子
に
云
り
　
一
番　
駒
込
瑞
泰
寺
　
二
番　
千
駄
木
ハ
ヤ
シ
專
念
寺
　
三
番　
日
暮
里
スハ
浄
光
寺
　
四
番　
下
谷
七
軒
丁
心
行
寺
　
五
番　
上
野
大
仏
堂
の
內
江
戸
砂
子
に
は
大
仏
堂
側
慈
濟
庵
に
在
と
Ｇ
せ
り
　
六
番　
淺
草
寺
中
正
智
院
六
所
の
内
當
寺
の
ミ
此
地
藏
尊
見
へ
す
今
ハ
御
丈
三
尺
は
か
り
の
地
藏
尊
を
安
置
せ
り
心
行
寺
三
世
源
蓮
社
本
誉
空
無
上
人
ハ
石
見
州
の
人
寛
永
庚
午
十
二
月
生
る
十
三
の
年
幡
随
意
院
に
入
り
其
外
下
総
大
岩
寺
武
州
増
上
寺
等
に
隷
す
浄
土
に
葵
傾
し
て
專
念
の
法
を
修
し
又
銅
像
泥
塑
の
佛
Ｓ
を
造
り
て
諸
人
に
施
す
事
大
方
な
ら
す
貞
享
の
頃
疾
を
以
て
院
を
辞
し
荷
葉
庵
に
退
く
又
萬
日
念
佛
會
を
修
し
四
世
還
譽
空
哲2
に
至
て
元
祿
庚
午
四
⺼
に
滿
散
す
是
よ
り
先
己
巳
𣆶
春
近
隣
某
信
士
夢
に
地
藏
Ｓ
を
感
ず
る
事
あ
り
、
後
に
一
僧
士
に
告
て
云
、
某
処
に
木
雕
の
地
藏
尊
長
壱
丈
な
る
あ
り
、
汝
供
養
せ
ん
と
欲
せ
ハ
与
ふ
へ
し
と
士
歡
て
こ
れ
を
迎
ふ
時
に
上
人
云
ね
が
は
く
ハ
我
に
与
へ
よ
我
こ
れ
に
依
て
大
像
六
軀
を
鑄
造
し
て
武
城
の
六
Ｈ
に
安
す
へ
し
と
士
㐂
て
又
こ
れ
を
上
人
に
与
ふ
こ
ゝ
に
於
て
四
衆
竸
て
浄
戝
を
捨
日
な
ら
す
し
て
像
成
り
件
の
六
Ｈ
に
安
す
後
居
Ｈ
を
改
て
扁
し
て
慈
濟
庵
と
い
ふ
按
に
上
野
大
仏
堂
の
側
な
り
以
上
上
人
行
狀
Ｇ
の
要
を
採
る
と
あ
っ
て
「
江
戸
砂
子
」
を
参
照
し
、
さ
ら
に
「
上
人
行
狀
Ｇ
」
の
要
を
採
っ
た
と
記
し
て
い
る
。「
江
戸
砂
子
」
は
『
江
戸
砂
子
温
故
名
跡
志3
』（
享
保
十
七
年
〈
一
七
三
二
〉、
万
屋
清
兵
衛
版
）巻
三
に
、
慈
ｇ
庵
空
無
上
人
勧
化
の
助
力
を
以
金
銅
立
像
八
尺
の
地
藏
六
軀
を
造
立
し
江
戶
六
ヶ
所
に
安
置
す
元
禄
四
年
開
眼
供
養
を
執
行
す
こ
れ
を
は
し
め
の
六
地
藏
と
い
ふ
Ｈ
謂
六
所
ハ
　
一
番　
駒
込　
浄
土　
瑞
泰
寺　
　
　
　
　
二
　ヽ
千
駄
木
浄
土
專
念
寺
　
三
　ヽ
日
暮
里
諏
訪　
浄
光
寺　
　
　
　
　
四
　ヽ
池
端　
　
　
心
行
寺
　
五
　ヽ
東
叡
山
大
仏
側
慈
濟
庵　
　
　
　
　
六
　ヽ
淺
艸
寺
内　
正
智
院
と
あ
る
の
を
い
う
の
で
あ
り
、「
上
人
行
狀
Ｇ
」
は
そ
の
内
容
か
ら
し
て
玉
川
大
学
教
─ 56 ─
育
学
術
情
報
図
書
館
蔵
『
本
譽
空
無
上
人
衜
影
贊
』
に
合
綴
さ
れ
た
門
弟
子
某
等
編
「
心
行
寺
第
三
世
源
Ｈ
社
本
譽
空
無
上
人
行
狀
」
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
を
入
れ
な
い
。
な
お
正
元
坊
建
立
の
六
地
蔵
の
こ
と
は
同
じ
く
『
江
戸
砂
子
温
故
名
跡
志
』
巻
三
に
、
〇
醫
王
山
真
性
寺　
　
御
室
末　
　
　
す
か
も
本
尊
薬
師
如
来　
聖
武
帝
勅
願　
行
基
の
作
地
藏
坊
正
元
法
師
建
立
唐
銅
六
地
藏
の
三
番
也
Ｈ
謂
六
軀
ハ
　
一
番　
品
川　
真
言
品
川
寺　
　
　
　
　
二
　ヽ
四
谷　
浄
土
大
宗
寺
　
三
　ヽ
巣
鴨　
同　
真
性
寺　
　
　
　
　
四
　ヽ
山
谷　
禅　
東
禅
寺
　
五
　ヽ
深
川　
浄
土
霊
巌
寺　
　
　
　
　
六
　ヽ
深
川　
真
言
永
代
寺
と
あ
り
、
ま
た
「
さ
れ
は
宝
永
年
中
沙
門
正
元
坊
か
建
立
せ
し
金
銅
丈
六
の
六
軀
ハ
世
に
後
の
六
地
藏
と
い
ふ
と
也
」
と
あ
る
。
　
　
　
　
※
一
髪
道
人
無
生
は
「
本
譽
空
無
上
人
衜
影
贊
」
に
「
除
キレ
陰
ヲ
絶
シレ
穀
ヲ
」「
萬
日
會
滿
テ
」「
範
シ二
六
地
藏
ヲ一
」、「
慈
濟
本
譽
上
人
行
錄
序
」
に
宗
忽
天
倫
は
「
長
秊
木
食
」「
根
門
刄
除
」「
鑪
二
就
地
藏
ノ
銅
像
長
ケ
壹
ｍ
ナ一
ル
ヲ
安
シ二
テ
諸
レ
ヲ
東
都
ノ
六
招
提
ニ一
」、
悦
山
道
宗
は
「
彌
陀
ノ
寶
號
宣
言
ヘ二
萬
晝
ニ一
」「
地
藏
ノ
銅
軀
範
ス二
六
尊
ヲ一
」
等
々
と
空
無
が
男
茎
を
切
除
し
た
羅
切
の
木
食
行
者
で
あ
り
、
万
日
念
仏
会
を
成
就
し
、
東
都
の
六
精
舎
に
地
蔵
菩
薩
銅
鋳
像
を
安
置
し
た
行
業
を
高
く
讃
し
て
い
る
。
さ
ら
に
一
髪
道
人
無
生
は
「
曾
テ
著
ハ二
シ
藥
辨
ヲ一
大
ニ
醫
ス二
邪
乘
ヲ一
」
と
空
無
に
「
藥
辨
」
の
著
作
が
あ
り
、
医
業
に
精
通
し
た
医
僧
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
本
誉
空
無
の
行
状
の
お
お
よ
そ
は
『
東
都
歳
事
記
』
に
載
る
略
伝
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
が
、
同
書
が
依
拠
し
た
門
弟
子
某
等
編
「
心
行
寺
第
三
世
源
Ｈ
社
本
譽
空
無
上
人
行
狀
」
を
撿
す
る
と
、
空
無
の
実
像
が
一
層
髣
髴
す
る
。
す
な
わ
ち
、
本
誉
空
無
上
人
は
諱
を
遵
察
、
字
を
空
無
と
い
い
、
社
号
は
源
蓮
社
、
み
ず
か
ら
は
放
憨
子
と
称
し
た
。
石
州
石
見
の
人
で
、
父
は
山
口
、
母
は
某
氏
。
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
十
二
月
三
日
の
生
ま
れ
で
、
凡
な
ら
ず
九
歳
に
し
て
幡
誉
上
人
に
投
じ
て
剃
染
し
、
方
誉
上
人
に
従
っ
て
業
を
受
け
、
十
三
歳
に
し
て
幡
随
意
院
す
な
わ
ち
武
州
下
谷
池
之
端
の
神
田
山
新
知
恩
寺
に
入
っ
て
浄
教
を
学
び
、
十
七
歳
に
し
て
下
総
生
実
龍
澤
山
大
巌
寺
に
登
り
、
二
十
二
歳
に
し
て
武
州
三
縁
山
増
上
寺
に
隷
し
た
。
正
保
年
中
（
一
六
四
四
―
一
六
四
八
）
に
は
識
見
の
浅
薄
を
自
省
し
て
目
黒
山
瀧
泉
寺
不
動
に
詣
し
て
断
食
千
拝
、
下
山
し
て
宇
賀
神
を
祷
し
て
毎
夜
万
返
誦
呪
す
る
こ
と
三
年
、
さ
ら
に
月
毎
に
相
州
江
之
島
に
詣
し
て
弁
天
の
霊
応
を
受
け
た
が
、
し
か
し
小
石
川
無
量
山
伝
通
院
開
山
了
誉
聖
冏
上
人
の
頂
相
を
夢
見
て
浄
宗
に
縁
あ
る
を
確
信
し
、
三
密
観
行
に
よ
る
度
生
の
難
儀
を
知
悟
し
、
二
十
四
歳
に
し
て
陰
を
自
豶
し
て
婬
欲
を
断
ち
、
穀
を
断
ち
鹽
を
断
っ
た
。
一
日
芸
州
厳
島
華
降
山
光
明
院
に
詣
し
、
開
山
信
誉
以
八
上
人
余
風
の
行
業
純
一
な
る
化
に
夥
多
の
緇
素
が
深
く
欽
仰
し
て
従
う
光
景
を
見
聞
し
て
帰
る
や
、
幡
随
意
院
岳
誉
感
随
上
人
に
従
っ
て
浄
土
血
脈
と
圓
頓
菩
薩
戒
を
受
け
た
。
明
暦
年
中
（
一
六
五
五
―
一
六
五
八
）
に
は
心
行
寺
二
世
純
誉
長
然
上
人
に
迎
え
ら
れ
て
三
世
を
継
ぎ
、
心
行
寺
開
山
円
誉
利
的
上
人
創
始
の
万
日
念
仏
会
を
高
足
空
哲
等
同
志
五
人
と
再
興
し
、
穀
を
断
ち
衣
を
披
て
常
在
仏
前
、
長
坐
不
臥
、
日
々
五
百
拝
を
課
す
る
こ
と
十
年
、
寛
文
年
中
（
一
六
六
一
―
一
六
七
三
）
の
一
日
、
黙
坐
中
に
諸
菩
薩
・
護
法
善
神
の
来
現
を
感
得
し
た
。
仏
天
の
加
被
を
知
っ
て
み
ず
か
ら
三
尊
を
刻
み
、
仏
工
に
命
じ
て
一
百
尊
を
造
ら
し
め
、
こ
れ
を
寺
内
聖
衆
堂
に
安
置
し
、
ま
た
泥
塑
像
・
銅
鋳
像
を
造
り
、
画
像
を
印
施
し
、
聖
号
を
手
書
し
て
衆
庶
に
施
し
た
。
説
法
の
法
筵
ご
と
に
受
訣
す
る
も
の
凡
そ
十
万
。
時
人
は
蓮
池
の
木
食
上
人
と
讃
称
し
た
。
浄
教
門
の
名
徳
に
倣
っ
て
禅
要
を
探
究
し
て
い
た
一
日
、
折
し
も
来
訪
し
た
黄
檗
の
一
居
士
と
方
外
の
交
誼
を
結
ん
で
日
夜
道
話
す
る
に
、
居
士
の
詰
問
に
茫
然
と
し
、
禅
要
の
必
須
な
る
を
感
じ
て
打
坐
に
精
励
し
た
。
す
る
と
ま
た
一
夜
心
行
寺
に
遊
ん
だ
居
士
か
ら
示
さ
れ
た
詠
歌
に
よ
っ
て
仏
心
宗
に
不
伝
の
妙
あ
る
こ
と
を
確
信
し
た
。
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
五
十
四
歳
の
と
き
疾
を
得
て
院
主
を
辞
し
、
高
足
還
誉
空
哲
に
心
行
寺
四
世
を
譲
っ
て
荷
葉
菴
に
退
隠
し
、
こ
こ
を
終
焉
の
地
と
定
め
て
或
い
は
念
仏
し
或
い
は
坐
禅
し
て
瀟
洒
の
日
々
を
送
っ
た
。
一
日
上
人
の
身
悴
精
涸
を
知
っ
て
二
人
の
僧
が
訪
れ
、『
蘇
波
呼
童
子
經
』『
瞿
醯
經
』
等
に
載
る
「
有
二
斷
レ
食
不
レ
食
レ
鹽
不
レ
食
レ
油
ヲ
」
等
の
一
文
は
垢
膩
を
除
い
て
身
の
清
浄
を
保
つ
た
め
の
法
で
あ
っ
て
仏
道
を
妨
ぐ
た
め
で
は
な
い
等
々
の
教
訓
を
し
た
が
、
上
人
は
笑
っ
て
不
持
齋
は
天
台
定
心
院
の
成
意
比
丘
に
倣
っ
た
の
だ
と
応
え
、
鹽
を
受
け
こ
れ
を
嘗
め
た
が
壮
年
以
来
の
辟
穀
は
改
め
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
日
常
を
送
る
上
人
を
欽
仰
し
て
四
来
蝉
聯
し
、
小
仏
を
求
め
聖
号
を
需
め
─ 57 ─
た
。
上
人
は
一
尊
を
与
え
る
ご
と
に
称
名
念
仏
を
教
え
、
百
声
を
千
声
に
、
一
万
声
を
十
万
声
に
至
る
よ
う
に
と
善
巧
方
便
を
め
ぐ
ら
し
、
さ
ら
に
一
日
『
天
如
惟
則
禪
師
語
錄
』（
第
六
「
銅
佛
贊
頌
序
」）
に
載
る
銭
塘
照
庵
の
炬
菩
薩
が
四
十
八
人
会
を
結
ん
で
銅
像
を
鋳
し
た
話
を
読
み
、
こ
れ
に
倣
っ
て
弥
陀
像
一
千
体
を
鋳
て
道
俗
深
信
者
に
施
し
た
。
す
る
と
一
夜
の
夢
に
姿
色
典
雅
な
女
人
が
現
れ
て
上
人
の
施
行
を
讃
じ
、
老
後
の
利
益
、
往
生
の
助
因
と
な
る
か
ら
さ
ら
に
造
仏
す
べ
き
を
勧
め
、
た
め
に
擁
護
し
て
家
珍
を
喜
捨
す
る
と
告
げ
て
不
忍
蓮
池
に
帰
っ
た
。
夢
覚
め
て
上
人
は
か
の
女
人
は
弁
天
か
龍
女
で
あ
ろ
う
と
察
し
、
こ
れ
を
教
訓
と
し
て
弟
子
た
ち
に
夢
語
り
し
て
、
貪
求
財
利
の
庸
輩
が
魔
魅
妖
怪
に
よ
っ
て
魔
往
生
に
引
導
さ
れ
る
危
難
恐
怖
を
説
い
た
。
元
禄
三
年
（
一
六
九
○
）
四
月
十
五
日
、
万
日
念
仏
会
を
満
散
成
就
し
た
。
し
か
し
心
行
寺
を
継
い
だ
四
世
空
哲
は
早
世
し
て
す
で
に
な
く
、
後
事
は
同
志
ら
の
助
力
に
依
っ
た
の
だ
っ
た
。
念
仏
会
満
散
成
就
の
噂
を
聞
い
て
江
戸
の
貴
賎
、
諸
国
の
緇
素
が
蟻
集
し
て
歓
喜
称
讃
し
、
或
い
は
十
声
念
仏
を
乞
請
し
、
或
い
は
上
人
手
書
の
名
号
を
求
め
る
者
数
万
に
及
ん
だ
。
時
に
上
人
歳
六
十
一
。
浄
土
の
訣
を
授
与
し
た
道
俗
一
百
余
人
、
僧
尼
を
度
す
こ
と
若
干
人
、
問
法
結
縁
者
は
そ
の
数
を
知
ら
な
い
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
近
隣
に
地
蔵
菩
薩
の
霊
応
を
夢
に
三
度
も
受
け
た
と
い
う
信
士
が
あ
っ
た
。
信
士
は
昨
元
禄
二
年
晩
春
二
十
四
日
に
地
蔵
菩
薩
を
夢
に
見
た
が
、
今
三
年
ま
た
愛
岩
山
に
勝
軍
地
蔵
菩
薩
を
拝
す
夢
を
見
、
さ
ら
に
同
三
年
中
、
付
与
し
よ
う
と
い
う
人
か
ら
得
た
端
厳
妙
相
の
瞻
仰
す
べ
き
地
蔵
像
を
一
室
に
安
置
す
る
夢
を
見
た
。
こ
う
し
た
一
日
信
士
の
も
と
へ
た
ま
た
ま
一
人
の
僧
が
来
て
、
某
所
に
長
一
丈
の
木
彫
地
蔵
像
が
あ
る
。
荘
厳
供
養
す
る
な
ら
与
え
よ
う
と
い
う
。
信
士
は
歓
喜
し
て
こ
れ
を
譲
り
受
け
自
邸
に
安
置
し
た
の
だ
と
い
う
。
こ
の
話
を
耳
に
し
た
空
無
上
人
は
信
士
に
逢
っ
て
、「
幸
ク
ハ
我
ニ
與
へ
ヨ
。
我
此
ノ
大
像
ニ
依
ツ
テ
銅
像
六
軀
ヲ
鑄
造
シ
テ
武
城
ノ
六
所
ニ
安
ン
ジ
テ
、
以
テ
羣
生
ヲ
福
利
ス
ベ
キ
ヲ
欲
ス
ル
ナ
リ
」
と
力
説
す
る
と
、
信
士
は
大
喜
し
て
こ
れ
を
上
人
に
譲
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
四
衆
は
競
っ
て
浄
財
を
喜
捨
し
た
の
で
日
な
ら
ず
し
て
鋳
像
は
完
成
し
た
。
ま
こ
と
に
奇
事
と
い
う
べ
き
で
、
同
様
の
奇
瑞
は
鎮
西
の
聖
光
上
人
、
信
貴
山
の
円
能
上
人
な
ど
地
蔵
の
霊
応
を
得
た
所
伝
は
史
籍
に
載
っ
て
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
こ
こ
に
上
人
は
老
母
尼
に
孝
養
を
尽
く
し
、
居
を
慈
濟
菴
と
改
め
て
扁
額
し
た
。
上
人
は
弥
陀
と
地
蔵
の
願
に
よ
っ
て
尽
未
来
際
に
迷
倫
を
救
度
せ
ん
の
素
懷
を
抱
い
て
い
る
が
、
御
歳
は
す
で
に
甲
子
六
十
を
過
ぎ
た
。
こ
こ
に
上
人
の
行
実
を
略
記
し
て
慈
誨
の
万
一
に
酬
う
も
の
で
あ
る
。
時
に
元
禄
三
年
庚
午
年
臘
月
朔
日
、
と
伝
え
て
い
る
。
門
弟
子
某
等
編
「
心
行
寺
第
三
世
源
Ｈ
社
本
譽
空
無
上
人
行
狀
」（
以
下
『
空
無
行
狀
』）
を
一
読
し
て
、
こ
れ
が
万
日
念
仏
会
が
元
禄
三
年
四
月
十
五
日
に
満
散
成
就
し
た
こ
と
、
ま
た
銅
鋳
六
地
蔵
が
完
成
し
、
こ
れ
を
江
府
六
精
舎
に
分
置
し
終
え
た
こ
と
を
記
念
し
、
併
せ
て
空
無
の
還
暦
を
慶
賀
す
る
た
め
に
急
ぎ
編
纂
上
梓
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
知
れ
る
。
お
そ
ら
く
万
日
念
仏
会
の
た
め
に
、
或
い
は
六
地
蔵
建
立
の
た
め
に
喜
捨
施
財
の
芳
志
を
捧
げ
く
れ
た
夥
多
の
道
俗
に
頒
布
さ
れ
た
だ
ろ
う
。
門
弟
子
某
等
編
と
あ
る
某
は
宗
忽
天
倫
の
序
に
「
其
ノ
徒
運
譽
及
ヒ
檀
信
」
と
い
う
運
誉
と
思
わ
れ
る
が
、
某
は
本
来
で
あ
れ
ば
「
還
誉
空
哲
」
と
記
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
空
哲
は
中
絶
し
て
い
た
開
山
圓
誉
利
的
上
人
創
始
の
万
日
念
仏
会
を
師
匠
本
誉
空
無
と
と
も
に
そ
の
中
興
を
仏
天
に
堅
く
誓
っ
た
一
人
で
あ
り
、
疾
を
得
て
退
隠
し
た
空
無
を
継
い
で
心
行
寺
四
世
の
席
に
着
く
や
「
哲
モ
亦
戒
律
嚴
整
ニ
シ
テ
兼
テ
勖
ム二
修
造
ヲ一
金
仙
ノ
殿
香
積
之
堂
頗
ル
勝
レ二
リ
於
舊
觀
ニ一
」
と
い
う
持
戒
持
律
の
上
に
寺
院
経
営
に
も
励
む
活
躍
ぶ
り
で
、
空
無
な
ら
ず
檀
信
徒
も
心
恃
み
に
し
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
万
日
念
仏
会
が
満
散
成
就
し
た
折
は
、
そ
の
結
願
法
要
の
大
導
師
は
当
然
空
哲
が
執
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
空
哲
は
早
世
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
再
び
空
無
が
病
を
押
し
、
或
い
は
病
癒
え
て
運
誉
ら
弟
子
た
ち
の
助
力
を
得
て
万
日
念
仏
会
の
継
承
を
導
引
し
た
の
で
あ
る
。
空
無
を
歴
史
上
存
在
し
な
い
架
空
の
人
物
と
推
量
す
る
む
き
も
あ
っ
て
驚
く
が
、
享
保
五
年
正
月
中
旬
に
は
『
十
夜
念
仏
発
願
由
来
根
元
記
』（
三
巻
三
冊
）
の
著
作
が
あ
り
、
長
齢
九
十
一
歳
を
迎
え
て
も
健
筆
を
振
る
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
歿
年
世
寿
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
　
　
　
　
※
菊
岡
沾
凉
が
『
江
戸
砂
子
温
故
名
跡
志
』
に
「
は
じ
め
の
六
地
蔵
・
後
の
六
地
蔵
」
と
称
し
た
本
誉
空
無
と
地
蔵
坊
正
元
の
六
地
蔵
建
立
は
近
世
仏
教
史
上
に
遺
る
大
業
で
あ
る
。
空
無
は
東
叡
山
麓
池
之
端
を
本
拠
に
、
正
元
は
隅
田
川
を
越
え
て
新
開
の
深
川
を
拠
点
に
活
動
し
た
の
で
あ
る
が
、
正
元
は
六
地
蔵
建
立
を
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
五
月
に
発
願
し
、
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
七
月
に
第
六
番
目
地
蔵
を
永
代
寺
に
奉
納
し
て
業
を
終
え
た
。
お
よ
そ
十
三
年
余
を
費
や
し
、
二
年
あ
る
い
は
三
年
を
か
け
て
勧
募
し
て
は
一
軀
、
勧
募
し
て
は
ま
た
一
軀
と
順
次
建
立
し
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
空
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無
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
斎
藤
月
岑
編
『
武
江
年
表4
』（
嘉
永
三
年
〈
一
八
五
〇
〉
刊
）元
禄
四
年
（
月
日
不
記
）
条
に
「
慈
濟
庵
空
無
上
人
勧
化
し
て
造
る
Ｈ
の
金
銅
立
像
の
六
地
藏
尊
開
眼
あ
り
て
江
ｏ
六
Ｈ
に
分
つ
、
寺
院
号
幷
緣
起
等
東
都
歳
事
記
に
あ
り
」
と
伝
え
る
よ
う
に
、
空
無
は
地
蔵
像
六
軀
を
一
挙
に
鋳
造
し
、
こ
れ
を
開
眼
供
養
し
て
江
府
六
所
の
六
精
舎
に
分
置
し
た
の
で
あ
る
。
驚
く
べ
き
は
銅
鋳
像
の
鋳
型
と
し
た
木
像
地
蔵
像
を
一
信
士
か
ら
入
手
し
て
か
ら
、
発
願
・
勧
募
・
造
像
・
開
眼
供
養
に
い
た
る
一
連
の
事
業
を
わ
ず
か
一
年
ほ
ど
の
短
期
間
に
遂
行
し
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
ま
さ
に
『
空
無
行
狀
』
に
伝
え
る
よ
う
に
「
誠
ニ
一
奇
事
也
也
」
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
し
か
し
空
無
六
地
蔵
の
開
眼
を
元
禄
四
年
と
す
る
所
伝
に
は
い
さ
さ
か
注
記
を
加
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
月
岑
が
『
武
江
年
表
』『
東
都
歳
事
記
』
に
空
無
六
地
蔵
開
眼
を
元
禄
四
年
と
す
る
の
は
沾
凉
の
『
江
戸
砂
子
温
故
名
跡
志
』
に
「
慈
ｇ
庵
空
無
上
人
勧
化
の
助
力
を
以
金
銅
立
像
八
尺
の
地
藏
六
軀
を
造
立
し
江
戶
六
ヶ
所
に
安
置
す
元
禄
四
年
開
眼
供
養
を
執
行
す
」
と
あ
る
の
に
拠
っ
た
か
ら
だ
が
、
沾
凉
が
何
に
拠
っ
た
も
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
越
前
敦
賀
の
読
誉
必
夢
撰
『
仏
説
延
命
地
蔵
経
直
談
鈔5
』
（
元
禄
十
年
〈
一
六
九
七
〉
二
月
版
）巻
十
二
附
録
八
「
武
州
江
戸
六
地
蔵
菩
薩
」
は
「
右
六
地
蔵
尊
ハ
立
像
八
尺
慈
濟
庵
空
無
上
人
勸
化
ノ
助
力
ヲ
以
テ
是
ヲ
鑄
玉
ヒ
テ
元
禄
三
年
ニ
出
來
シ
同
四
年
ニ
開
眼
シ
件
ノ
精
舎
ニ
寄
附
せ
ラ
レ
シ
ト
具
ニ
ハ
意
趣
ア
リ
茲
に
畧
ス
」
と
明
瞭
に
記
し
、「
具
ニ
ハ
意
趣
ア
リ
」
と
依
拠
資
料
の
存
在
を
示
唆
す
る
が
、
そ
れ
が
何
か
明
ら
か
に
し
て
は
い
な
い
。
月
岑
も
沾
凉
も
必
夢
も
記
事
著
述
に
あ
た
っ
て
は
そ
の
出
所
を
小
ま
め
に
記
し
て
い
る
が
、
し
か
し
空
無
六
地
蔵
に
つ
い
て
は
そ
れ
が
な
い
。
慥
か
に
開
眼
供
養
は
行
わ
れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
元
禄
四
年
で
あ
っ
た
の
か
。
仏
教
行
事
の
普
遍
的
な
常
識
か
ら
い
え
ば
開
眼
供
養
は
開
眼
と
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
供
養
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
す
べ
て
満
了
し
て
は
じ
め
て
開
眼
供
養
は
成
就
し
た
と
云
い
得
る
。
た
と
え
ば
仏
像
製
作
に
お
い
て
、
仏
師
が
製
作
し
終
え
た
だ
け
で
は
、
そ
れ
は
木
片
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
開
眼
と
供
養
が
執
行
さ
れ
終
わ
っ
て
は
じ
め
て
、
衆
生
は
成
身
の
仏
像
す
な
わ
ち
霊
力
を
発
揮
し
功
徳
を
付
与
し
く
れ
る
尊
像
の
完
成
と
確
信
す
る
の
で
あ
る
。
開
眼
供
養
に
つ
い
て
問
わ
れ
た
法
然
上
人
は
、
「
開
眼
ト
。
供
羪
ト
ハ
。
別
ノ
事
ニ
テ
候
ベ
キ
ヲ
。
同
シ
事
ニ
。
シ
ア
ヒ
テ
候
ナ
リ
。
開
眼
ト
申
ハ
。
本
躰
ハ
。
佛
師
カ
。
眼
ヲ
入
レ
。
開
參
セ
候
ヲ
申
候
也
。
是
ヲ
バ
事
ノ
。
開
眼
ト
申
候
也
。
次
ニ
僧
ノ
佛
眼
ノ
。
真
言
ヲ
以
テ
。
眼
ヲ
開
キ
。
大
日
ノ
真
言
ヲ
以
テ
。
佛
ノ
一
切
ノ
功
德
ヲ
成
就
シ
候
ヲ
バ
。
理
ノ
開
眼
ト
申
候
也
。
次
ニ
供
羪
ト
云
ハ
。
佛
ニ
香
花
。
佛
供
。
御
ア
カ
シ
ナ
ン
ド
ヲ
モ
。
參
セ
。
サ
ラ
ヌ
。
寶
ヲ
モ
參
セ
候
ヲ
。
供
羪
ト
ハ
申
候
也
」（『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答6
』）
と
事
・
理
の
開
眼
と
供
養
の
辞
義
を
教
訓
し
て
い
る
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
開
眼
と
供
養
は
一
体
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
本
邦
最
初
の
開
眼
会
と
さ
れ
る
天
平
勝
宝
四
年
（
七
五
二
）
四
月
九
日
に
行
わ
れ
た
東
大
寺
廬
舎
那
仏
の
そ
れ
も
開
眼
供
養
会
で
あ
っ
た
。『
続
日
本
紀7
』
同
日
条
に
「
廬
舍
那
大
佛
ノ
像
成
テ
、
始
テ
開
眼
ス
」
と
あ
り
、『
東
大
寺
要
録8
』
巻
二
「
供
養
章
第
三
」
に
は
「
一
開
眼
供
養
会
」
と
し
て
「
九
日
、
太
上
天
皇
、
太
后
、
天
皇
、
座
東
大
堂
布
板
殿
、
以
開
眼
、
其
儀
式
並
同
元
日
」
と
あ
っ
て
、「
開
眼
師
天
竺
僧
菩
提
僊
那
が
縷
繩
の
着
い
た
筆
を
執
っ
て
点
晴
し
た
。
開
眼
が
終
わ
る
と
読
師
延
福
法
師
が
華
厳
経
を
読
み
上
げ
、
講
師
隆
尊
律
師
が
そ
れ
を
解
説
し
た
。
次
い
で
九
千
余
の
衆
僧
が
入
場
着
座
し
、
次
い
で
大
安
寺
・
薬
師
寺
・
元
興
寺
・
興
福
寺
か
ら
種
々
の
奇
物
が
奉
献
さ
れ
た
。
次
い
で
楽
人
が
入
場
し
、
伎
楽
が
あ
り
左
大
臣
橘
諸
兄
が
鼓
を
打
ち
、
楽
舞
が
あ
り
雅
楽
寮
に
よ
っ
て
大
歌
女
・
久
米
舞
・
唐
古
楽
・
跳
子
名
・
高
麗
楽
等
々
が
演
じ
ら
れ
て
開
眼
会
は
終
了
し
た
」
と
伝
え
て
い
る
。
そ
の
次
第
を
み
て
も
大
仏
開
眼
会
が
供
養
会
と
一
体
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
重
言
す
れ
ば
、
廬
舎
那
仏
は
開
眼
さ
れ
て
は
じ
め
て
、
単
な
る
銅
製
の
物
体
か
ら
宗
教
的
存
在
に
な
っ
た
の
で
あ
る9
。
右
の
よ
う
に
考
え
る
と
、『
空
無
行
狀
』
に
開
眼
供
養
の
記
載
は
な
い
が
、
そ
れ
が
銅
鋳
像
完
成
後
す
ぐ
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
月
岑
・
沾
凉
・
必
夢
の
記
載
を
俟
つ
ま
で
も
な
く
、『
空
無
行
狀
』
巻
尾
の
一
文
「
ｂ
シ
欲
也下
依
テ二
彌
陀
地
藏
之
願
ニ一
盡
未
來
際
救
中
度
ン
ト
迷
倫
ヲ上
也
」
に
よ
っ
て
知
れ
る
。
す
な
わ
ち
空
無
建
立
の
六
地
蔵
は
、
そ
の
本
願
を
成
ず
る
た
め
に
迷
倫
に
沈
む
衆
生
を
未
来
永
劫
永
遠
に
功
徳
を
施
し
く
れ
る
成
身
の
弥
陀
地
蔵
の
尊
像
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
の
一
文
を
巻
尾
に
載
せ
る
『
空
無
行
狀
』
の
擱
筆
日
で
あ
る
元
禄
三
年
臘
月
朔
日
以
前
に
開
眼
供
養
は
執
行
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
っ
て
空
無
建
立
六
地
藏
の
開
眼
供
養
は
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
で
あ
っ
た
と
解
す
る
所
以
で
あ
る
。
な
お
空
無
が
一
信
士
に
激
し
い
ば
か
り
に
六
地
蔵
建
立
の
意
義
を
意
思
堅
固
に
伝
え
た
の
に
は
伏
線
が
あ
っ
た
。
空
無
は
六
地
蔵
建
立
後
十
七
年
を
経
た
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
一
月
、
自
撰
し
た
『
巡
六
地
蔵
慈
悲
利
益
記10
』
を
松
会
三
四
郎
か
ら
版
行
し
た
。
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巻
頭
を
黄
檗
の
禅
僧
妙
幢
淨
慧
の
序
が
飾
る
三
十
章
か
ら
成
る
も
の
で
、
六
地
蔵
建
立
の
意
義
や
縁
起
・
六
所
六
地
蔵
の
霊
験
利
益
・
巡
六
地
蔵
の
先
例
等
々
を
詳
述
し
て
い
る
。
淨
慧
の
序
に
よ
れ
ば
、「
か
つ
て
空
無
上
人
が
六
地
蔵
を
建
立
し
た
時
、禅
林
の
龍
象
た
ち
が
挙
っ
て
こ
れ
に
随
喜
し
、記
や
賛
を
贈
っ
て
そ
の
功
業
を
顕
揚
し
た
が
、上
人
は
そ
の
記
・
賛
を
一
書
に
纂
し
て『
巡
六
地
藏
菩
薩
Ｇ
贊
』と
書
名
し
て
上
梓
し
た
の
だ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
文
た
る
や
あ
ま
り
に
高
尚
難
解
で
あ
っ
て
童
蒙
の
よ
く
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
上
人
は
こ
の
ご
ろ
こ
れ
を
和
語
に
綴
っ
て
六
地
蔵
の
大
事
の
功
徳
を
敷
演
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
」と
い
う
。
こ
の
浄
慧
の
序
に
よ
っ
て
空
無
が『
巡
六
地
蔵
慈
悲
利
益
記
』を
自
撰
し
版
行
し
た
経
緯
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、そ
れ
を
急
い
だ
の
は
、
お
そ
ら
く
地
蔵
坊
正
元
の
動
向
に
触
発
さ
れ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
正
元
は
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
五
月
、
江
戸
城
下
に
六
地
蔵
造
立
の
発
願
を
宣
し
、
『
當
國
六
地
藏
造
立
之
意
趣11
』
を
版
行
し
た
。
そ
の
意
趣
は
「
抑
そ
も
〳
〵
帝ミや
都こ
六
地ぢ
藏ぞう
の
濫らん
觴しや
うハ　
人にん
王わう
五
十
四
代だい
仁にん
明めう
天てん
皇わう
の
御ぎよ
宇う
參さん
議ぎ
小お
野のゝ
篁
た
か
む
ら
平べう
等どう
利り
益やく
の
旨むね
を
思し
惟ゆい
し
給
ひ
て
六
道だう
の
能のふ
化け
な
れ
バ
と
て
自
ミ
づ
か
ら
六
地ぢ
藏ぞう
を
造ぞう
立りう
し
て
天てん
下か
安あん
全ゼん
宝ほう
祚そ
延ゑん
長ちやう
洛らく
陽やう
繁はん
栄ゑい
を
祝
し
ゆ
く
願ぐハ
んし
曽かつ
諸しよ
人にん
徃わう
來らい
の
街ちまたに
安あん
置ち
し
奉
た
て
ま
つ
りて
一
切さい
衆しゆ
生じや
うに
周
あ
ま
ね
く
緣ゑん
を
結むすばし
め
給
ん
と
ぞ
帝ミや
都こ
今いま
の
六
地ぢ
藏ぞう
是これ
也
我われ
既すでに
時じ
節セつ
を
ゑ
て
今こ
年とし
ゟ
六
躰たい
の
尊そん
像ぞう
造ぞう
立りう
を
催
も
よ
ほ
し
此この
書しよ
見けん
聞もん
の
人ひと
〻〴〵
吾わが
志
こ
ゝ
ろ
ざ
しを
哀
あ
ハ
れ
ミ
給たま
いて
一
紙し
半はん
錢セん
の
撰ゑらミな
く
助ぢよ
〻〴〵
を
加くわへさ
セ
給たま
へ
我われ
生しやう
〻〴〵
世セ
〻ゝ
に
於おい
て
永
な
が
く
其その
恩をん
を
報ほうずべ
し
」
と
い
う
も
の
で
、
そ
れ
は
か
つ
て
空
無
が
抱
い
た
本
懐
と
同
じ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。『
巡
六
地
蔵
慈
悲
利
益
記
』「
第
四
、
江
ｏ
六
地
藏
鑄
形
木
像
湯
嶋
霊
雲
寺
安
置
之
事
」
の
一
節
に
「
し
か
る
に
か
の
地
ｇ
を
．
空
無
契
約
を
な
す
こ
と
は
．
其
頃
越
後
の
．
五
智
の
如
来
．
雷
火
に
燒
さ
せ
。
た
ま
ふ
よ
し
を
．
傳
聞
よ
り
．
越
後
の
．
五
智
建
立
の
．
一
Ｗ
發
と
い
へ
ど
も
。
彼
寺
は
天
台
宗
に
て
．
他
門
よ
り
再
興
の
志
か
な
ひ
が
た
き
故
に
．
思
と
ゞ
ま
り
て
。
京
都
の
六
地
ｇ
の
．
事
を
思
つ
ゞ
け
て
．
江
ｏ
に
は
未
六
地
ｇ
な
き
ゆ
へ
に
．
造
立
を
思
立
は
ん
へ
り
し
．」
と
記
し
、
巡
六
地
蔵
建
立
が
本
懐
で
あ
り
悲
願
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
こ
こ
に
一
信
士
に
地
蔵
木
像
の
譲
渡
を
強
く
迫
り
、
ま
た
『
巡
六
地
蔵
慈
悲
利
益
記
』
を
著
述
し
た
理
由
が
得
心
で
き
る
。
五
智
国
分
寺
は
聖
武
天
皇
建
立
と
伝
え
る
古
刹
。
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
五
月
二
十
五
日
に
参
詣
し
た
大
淀
三
千
風
は
「
さ
て
名
高
き
越
後
の
護
國
山
國
分
寺
の
大
伽
藍
は
。
聖
武
帝
御
建
立
日
域
第
一
の
五
智
尊
。
座
像
五
尺
有
餘
。
放
光
Ｈ
臺
に
膝
を
な
ら
べ
て
座
し
給
ふ
。」（『
日
本
行
脚
文
集12
』
巻
一
）
と
記
す
。
こ
れ
に
曳
か
れ
て
松
尾
芭
蕉
も
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
五
月
五
日
同
郷
の
先
達
三
千
風
を
仙
台
に
訪
ね
、
七
月
十
一
日
加
賀
街
道
を
通
っ
て
五
智
国
分
寺
と
居
多
神
社
を
参
拝
し
た
（『
曽
良
日
記
』）。
そ
の
十
月
二
日
、
日
域
第
一
の
五
智
如
来
は
雷
火
に
遭
っ
て
全
焼
し
て
し
ま
っ
た
（
寺
伝
）。
空
無
も
越
後
の
五
智
如
来
が
日
本
第
一
と
い
う
評
判
を
耳
に
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
、
だ
か
ら
こ
そ
こ
れ
の
焼
失
を
伝
聞
し
て
そ
の
再
建
に
名
乗
り
出
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
他
宗
ゆ
え
を
以
て
許
さ
れ
ず
、
仕
方
な
く
願
を
変
じ
て
京
都
の
六
地
蔵
に
倣
っ
て
江
戸
に
六
地
蔵
を
建
立
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
思
い
は
募
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
そ
の
年
、
空
無
は
甲
子
週
し
た
還
暦
六
十
を
迎
え
、
迷
倫
救
度
の
本
懐
は
深
ま
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
　
　
　
　
※
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
中
に
六
地
蔵
を
建
立
供
養
し
た
空
無
は
、
銅
鋳
像
の
鋳
型
と
し
た
木
像
に
彩
色
を
施
し
、
こ
れ
を
湯
島
霊
雲
寺
に
寄
進
し
た
。
そ
の
こ
と
を
『
巡
六
地
蔵
慈
悲
利
益
記
』「
第
四
、
江
戸
六
地
ｇ
鑄
形
木
像
湯
嶋
霊
雲
寺
安
置
之
事
」
は
「
幸
さ
い
は
いに
此この
木もく
像ざう
を
鑄い
形かた
と
し
て
。
銅どう
像ざう
の
六
尊そん
出しゆつ
生しや
うし
た
ま
ふ
ゆ
へ
。
元もと
の
尊そん
形ぎや
うを
ば
空くう
無む
彩さい
色しき
し
奉
た
て
ま
つ
り。
霊れい
雲うん
寺じ
に
寄き
進しん
せ
し
に
。
覚かく
彦げん
律りつ
師し
又また
是これ
を
再さい
興こう
あ
り
て
。
今いま
は
阿あ
字じ
變へん
じて
。
訶が
字じ
の
地じ
藏ざう
尊そん
と
。
結けつ
搆こう
七
宝ほう
㽵しやう
嚴こん
の
。
尊そん
像ざう
有あり
か
た
く
拜
お
か
ミ
奉
た
て
ま
つる
な
り
」
と
伝
え
て
い
る
が
、
霊
雲
寺
は
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
八
月
二
十
二
日
の
創
建
な
の
で
、
お
そ
ら
く
開
山
後
の
こ
と
と
推
量
さ
れ
る
。
喜
ん
だ
に
相
違
な
い
。
寄
進
を
受
け
て
覚
彦
浄
厳
は
同
六
年
、
堂
を
建
て
て
こ
れ
を
祀
っ
て
い
る
。
蓮
体
撰
『
浄
厳
大
和
尚
行
状
記
』
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
条
に
「
今
年
三
間
四
面
ノ
堂
ヲ
建
ツ
。
本
尊
ハ
木
食
空
無
カ
寄
附
セ
ル
ナ
リ
。
霊
験
掲
焉
ナ
リ13
。」
と
あ
っ
て
慥
か
め
得
る
が
、
現
今
地
蔵
堂
内
に
は
彩
色
一
丈
の
地
蔵
菩
薩
像
は
見
当
た
ら
な
い
。
な
お
そ
の
地
蔵
菩
薩
像
は
『
空
無
行
狀
』
の
記
載
か
ら
木
造
勝
軍
地
蔵
菩
薩
立
像
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
空
無
が
木
像
勝
軍
地
蔵
を
彩
色
荘
厳
し
て
霊
雲
寺
に
寄
進
し
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
霊
雲
寺
開
山
の
祝
意
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
こ
の
木
像
を
一
信
士
に
齎
し
た
の
が
霊
雲
寺
覚
彦
の
弟
子
僧
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。『
空
無
行
狀
』
の
所
伝
を
補
っ
て
、
空
無
は
「
第
四
、
江
ｏ
六
地
ｇ
鑄
形
木
像
湯
嶋
霊
雲
寺
安
置
之
事
」
に
「
さ
て
此この
木もく
像ざう
の
因いん
緣ゑん
は
。
真しん
言ごん
の
所しよ
化け
に
。
元げん
智ち
と
い
ふ
僧さう
あ
り
。
或ある
信しん
心じん
の
人
の
家いへ
に
。
ゆ
き
し
所ところに
。
其その
あ
る
じ
。
或ある
夜よ
霊れい
夢む
を
見ミ
た
ま
ふ
に
。
未
い
ま
だ
二
三
日
も
す
ぎ
ず
し
て
。
板いた
橋ばし
の
町
近きん
所
の
寺
に
．
地ぢ
ｇざう
の
尊そん
像ざう
あ
る
よ
し
を
あ
る
じ
に
．
元
智
物もの
語がた
りい
た
し
け
れ
ば
．
右ミぎ
の
霊れい
─ 60 ─
夢む
符ふ
合ごう
セ
る
こ
と
を
Ｂかん
得とく
し
て
．
此この
尊そん
形ぎや
うを
求もとめて
。
安あん
置ち
し
た
ま
ふ
な
り
．
元げん
智ち
今いま
は
覚かく
彦げん
比び
丘く
の
弟で
子し
に
な
り
て
．
名な
を
か
へ
て
禅ぜん
ｃゆう
房ぼう
と
い
ふ
な
り
．」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
禅
融
房
こ
そ
木
像
を
も
た
ら
し
た
『
空
無
行
狀
』
に
い
う
「
一
僧
」
で
あ
っ
て
、
元
禄
十
年
覚
彦
撰
『
屈
請
諸
德
䟽14
』（
写
一
篇
、
教
興
寺
蔵
）
の
霊
雲
派
諸
德
の
中
に
「
上
板
橋
文
殊
院　
禪
融
房
」
と
見
え
る
、
上
板
橋
文
殊
院
止
住
の
僧
で
あ
っ
た
。
こ
の
禅
融
房
が
「
板
橋
の
町
近
所
の
寺
」
に
あ
っ
た
地
蔵
尊
像
を
一
信
士
の
も
と
に
齎
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
寺
名
と
一
信
士
の
名
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
推
量
の
手
立
て
が
わ
ず
か
に
存
す
る
。
空
無
建
立
六
地
蔵
の
う
ち
、
唯
一
原
形
の
ま
ま
と
い
う
第
二
番
千
駄
木
林
一
心
山
専
念
寺
の
宝
珠
地
蔵
で
あ
る
。
尊
体
表
面
に
は
造
立
願
文
と
夥
し
い
結
縁
者
名
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
喉
元
か
ら
胸
部
中
央
に
か
け
て
、
老
弊
の
眼
路
の
及
ぶ
と
こ
ろ
、
　
　
　
　
　
　
　
助
縁　
同
國
同
郡
板
橋
根
葉
村
法
谷
山
蓮
ｋ
寺
前
住
権
大
僧
都
　
國
家
安
全　
　
　
　
　
　
　
頼
見
法
印
宥
ｎ　
元
智
房
宥
像　
無
覚
元
了
居
士
　
　
　
分
置
干
武
ｇ
州
六
所　
　
本
願
化
主
同
國
豊
嶋
郡
江
戶
下
谷
池
之
端
影
向
山
　
　
　
　
　
心
行
寺
第
三
世　
休
隱
慈
済
菴
淨
圡
木
⻝　
比
丘
源
Ｈ
社
本
誉
空
無
作
南
無
阿
彌
陀
佛
　
　
第
二
尊
　
　
寶
珠
地
Ｌ
　
　
餓
ａ
道
教
主
　
　
　
伏
願　
見
聞
引
摂
六
道
衆
生
自
他
托
生
　
　
　
　
　
　
　
　
九
品
Ｈ
界　
　
　
有
無
二
縁
十
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助
縁　
七
衆
諸
檀
越
ｉ
と
刻
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
が
下
谷
池
之
端
影
向
山
心
行
寺
第
三
世
を
経
歴
し
同
寺
慈
済
菴
に
休
隱
し
た
浄
土
木
食
本
誉
空
無
の
作
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
こ
に
『
空
無
行
狀
』
に
「
今
改
テ二
所
居
ヲ一
扁
シ
テ
爲
二
Ｉ
濟
菴
ト一
」
と
あ
る
の
は
転
居
し
た
の
で
は
な
く
、
休
隠
後
に
止
住
し
た
荷
葉
庵
の
庵
名
を
慈
済
庵
と
改
め
扁
額
し
た
こ
と
、
そ
れ
が
六
地
蔵
建
立
発
願
に
当
た
っ
て
の
こ
と
で
あ
り
、
心
行
寺
山
内
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
空
無
は
こ
の
慈
済
庵
を
六
地
蔵
建
立
の
拠
点
勧
進
所
と
し
た
の
で
あ
る
。
尊
像
右
胸
の
「
助
縁
」
は
「
七
衆
諸
檀
越
等
」
す
な
わ
ち
尊
像
に
刻
ま
れ
た
夥
多
の
結
縁
者
の
こ
と
で
あ
る
が
、
左
胸
の
「
助
縁
」
は
本
願
化
主
空
無
の
前
に
こ
と
さ
ら
に
刻
ま
れ
て
い
て
、
こ
れ
が
尊
像
建
立
に
功
績
の
あ
っ
た
助
縁
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
推
量
す
る
に
そ
の
名
か
ら
元
智
房
宥
像
は
真
言
の
所
化
か
ら
覚
彦
律
師
の
弟
子
と
転
じ
た
禅
融
房
と
思
わ
れ
、
板
橋
根
葉
村
法
谷
山
蓮
華
寺
前
住
権
大
僧
都
頼
見
法
印
宥
寿
は
地
蔵
木
像
を
所
蔵
し
て
い
た
「
板
橋
の
町
近
所
の
寺
」
の
前
住
職
で
あ
り
、
無
覚
元
了
居
士
は
「
信
心
の
人
」「
一
信
士
」
の
法
名
だ
っ
た
と
解
さ
れ
る
。
禅
融
房
止
住
の
文
殊
院
は
板
橋
区
仲
宿
所
在
真
言
宗
豊
山
派
幡
場
山
大
聖
寺
で
本
尊
は
文
殊
菩
薩
。
江
戸
初
期
に
板
橋
宿
の
名
主
で
本
陣
飯
田
家
の
菩
提
寺
と
し
て
、
古
く
か
ら
信
仰
を
集
め
て
い
た
延
命
地
蔵
の
境
内
を
拡
げ
て
建
立
さ
れ
た
と
伝
え
る
。
し
か
し
過
去
帳
等
に
元
智
ま
た
禅
融
房
の
名
は
見
当
た
ら
な
い
。
法
谷
山
蓮
華
寺
は
板
橋
区
蓮
根
所
在
真
言
宗
智
山
派
医
王
山
東
光
院
蓮
華
寺
で
本
尊
は
薬
師
如
来
。
荒
川
河
畔
か
ら
移
転
し
た
と
い
う
が
地
蔵
尊
像
の
陰
刻
銘
文
か
ら
、
元
禄
二
年
以
前
に
当
地
に
所
在
し
、
法
谷
山
を
号
し
て
い
た
と
知
れ
る
。
墓
碑
群
中
の
一
基
に
「
十
四
世
權
大
僧
都
宥
ｎ
享
保
十
二
年
二
月
廿
八
日
」
と
読
み
取
れ
る
墓
塔
が
あ
る
。
重
言
す
れ
ば
こ
の
権
大
僧
都
頼
見
法
印
宥
寿
の
止
住
す
る
蓮
華
寺
所
蔵
地
蔵
木
像
が
文
殊
院
元
智
禅
融
房
の
仲
介
で
信
士
無
覚
元
了
居
士
に
譲
渡
さ
れ
た
と
推
量
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
加
え
る
に
蓮
華
寺
と
文
殊
院
は
至
近
に
所
在
す
る
こ
と
か
ら
、
一
信
士
無
覚
元
了
は
蓮
華
寺
あ
る
い
は
文
殊
院
の
有
力
檀
越
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
な
お
禅
融
房
が
い
つ
覚
彦
浄
厳
の
弟
子
に
な
っ
た
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
文
殊
院
の
本
寺
武
王
山
最
明
寺
安
養
院15
は
同
じ
上
板
橋
村
に
在
っ
て
板
橋
宿
周
辺
真
言
寺
院
の
中
核
寺
院
だ
っ
た
。
鎌
倉
幕
府
執
権
北
条
時
頼
が
正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
に
中
興
し
た
と
伝
え
る
巨
刹
で
、
延
宝
年
間
（
一
六
七
三
―
一
六
八
一
）
災
禍
に
遭
っ
た
が
、
そ
れ
を
再
興
し
た
の
が
覚
彦
浄
厳
の
高
弟
祐
淳
大
比
丘
だ
っ
た
。
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
の
こ
と
で
、
翌
二
年
鋳
造
の
浄
厳
筆
百
字
真
言
を
刻
ん
だ
梵
鐘
が
遺
る
。
浄
厳
は
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
に
霊
雲
寺
を
開
創
す
る
以
前
は
河
内
教
興
寺
を
根
本
道
場
と
し
て
い
た
が
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
） 
十
一
月
江
戸
に
巡
錫
し
、
同
四
年
九
月
に
帰
阪
し
て
摂
津
・
河
内
・
大
和
を
巡
錫
し
、
再
び
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
正
月
に
江
戸
に
出
て
武
州
周
辺
を
巡
錫
し
、
同
四
年
霊
雲
寺
を
開
創
し
て
こ
こ
を
根
本
道
場
と
し
、
以
来
す
べ
て
江
戸
を
中
心
に
摂
化
を
行
じ
た
の
で
あ
る
が
、
上
田
霊
城
師16
は
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
以
降
を
関
東
時
代
と
称
し
、
こ
の
時
期
に
浄
厳
は
新
安
流
の
軌
則
を
確
立
し
聖
教
を
整
備
し
た
と
い
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
浄
厳
は
空
無
寄
進
の
彩
色
地
蔵
木
像
に
喜
び
、
新
安
流
の
地
蔵
菩
薩
供
養
儀
軌
に
則
っ
て
鄭
重
に
荘
厳
供
養
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
浄
厳
が
枌
郷
河
内
鬼
住
に
建
立
し
た
薬
樹
山
延
命
寺
は
弘
法
大
師
空
海
が
地
蔵
の
石
仏
─ 61 ─
を
刻
ん
で
本
尊
と
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
俗
甥
の
高
弟
蓮
体
は
二
十
九
歳
の
と
き
玉
井
山
地
蔵
寺
を
建
立
す
る
な
ど
、
と
も
に
そ
の
行
実
の
根
源
に
地
蔵
信
仰
を
抱
懐
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
空
無
が
そ
れ
を
識
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
地
蔵
木
像
の
寄
進
は
新
寺
開
創
を
慶
賀
す
る
に
ま
こ
と
に
時
機
を
得
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
※
門
弟
子
某
等
編
『
空
無
行
狀
』
に
は
空
無
の
地
蔵
に
つ
い
て
の
教
相
を
記
し
て
は
い
な
い
。
わ
ず
か
に
前
引
巻
尾
の
一
文
に
「
ｂ
シ
欲
也下
依
テ二
彌
陀
地
藏
之
願
ニ一
盡
未
來
際
救
中
度
ン
ト
迷
倫
ヲ上
也
」
と
あ
っ
て
、
空
無
が
弥
陀
・
地
蔵
一
体
説
を
受
容
し
て
お
り
、
そ
れ
を
門
弟
た
ち
に
講
説
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
が
、『
巡
六
地
蔵
慈
悲
利
益
記
』
に
は
自
ら
の
地
蔵
観
を
示
す
と
と
も
に
、
と
く
に
六
地
蔵
の
一
々
に
つ
い
て
、
そ
の
姿
形
・
利
生
・
功
徳
・
霊
験
を
古
歌
を
引
い
て
詳
述
し
て
い
る
。
今
そ
れ
を
摘
記
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
巡
六
地
蔵
一
番
「
駒
込
浄
土
宗
桂
芳
山
瑞
泰
寺
の
檀
陀
地
蔵
は
地
獄
道
の
能
化
で
柄
香
炉
・
御
経
を
持
つ
。
こ
の
地
蔵
は
琰
魔
庁
に
あ
っ
て
罪
人
に
白
状
さ
せ
る
役
目
で
あ
る
。
琰
魔
王
は
白
状
に
応
じ
て
八
寒
八
熱
一
百
三
十
六
地
獄
に
堕
と
す
が
、
罪
人
は
檀
陀
地
蔵
を
恃
む
。
地
蔵
は
人
頭
幢
で
罪
人
の
舌
を
巻
き
口
を
閉
ざ
し
て
そ
れ
以
上
の
白
状
を
止
め
さ
せ
る
の
だ
。
地
蔵
本
願
経
に
も
悪
業
の
報
い
の
咎
に
軽
重
が
あ
り
、
地
獄
の
名
も
様
々
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
地
蔵
は
男
女
の
愛
敬
を
守
り
、
子
な
き
女
人
に
子
を
与
え
、
平
産
を
守
り
難
産
を
救
い
、
六
道
輪
廻
の
業
を
除
き
、
一
切
の
諸
願
を
叶
え
て
無
上
菩
提
に
至
ら
し
め
る
利
生
を
施
す
と
い
う
。
そ
の
利
生
は
地
蔵
本
願
経
・
地
蔵
延
命
経
・
地
蔵
十
輪
経
を
、
利
益
は
地
蔵
霊
験
記
・
地
蔵
利
益
集
を
見
る
が
よ
い
。」
と
記
し
、
さ
ら
に
「
浅
草
橋
辺
の
大
名
の
家
臣
中
根
氏
の
息
女
は
生
来
の
腰
抜
け
で
立
つ
こ
と
が
で
き
ず
、
薬
石
効
な
く
、
浅
草
観
音
・
神
田
明
神
・
亀
戸
天
神
に
冥
助
を
請
う
た
が
本
復
し
な
か
っ
た
。
元
禄
五
年
十
五
歳
の
春
、
近
隣
に
瑞
泰
寺
地
蔵
に
祈
願
し
て
腰
抜
け
が
平
癒
し
た
人
の
あ
る
を
聞
き
、
一
七
日
を
限
っ
て
日
参
し
た
と
こ
ろ
七
日
目
に
は
す
っ
か
り
本
復
し
、
息
女
は
歩
い
て
参
詣
し
た
。」
と
霊
験
譚
を
記
し
、
地
獄
の
歌
と
し
て
二
首
を
引
く
。
つ
く
り
こ
し
罪
を
友
に
て
し
る
人
も
な
く
〳
〵
こ
ゆ
る
し
て
の
山
道
 
二
條
院
宣
㫖
（
新
続
古
今
）　　
ひ
と
つ
身
を
あ
ま
た
に
か
せ
の
吹
き
り
て
ほ
む
ら
に
な
す
ぞ
か
な
し
か
り
け
り
 
西
行
法
師
（
夫
木
集
）　　
　
　
巡
六
地
蔵
二
番
「
馰
込
千
駄
木
林
浄
土
宗
一
心
山
専
念
寺
の
宝
珠
地
蔵
は
餓
鬼
道
の
能
化
で
如
意
を
持
つ
。
慳
貪
の
罪
に
よ
っ
て
餓
鬼
道
に
堕
ち
た
者
た
ち
は
五
百
年
た
っ
て
も
飲
食
の
名
を
聞
く
こ
と
は
な
い
。
だ
か
ら
己
の
煩
悩
を
摧
き
散
ら
し
我
が
子
を
食
っ
て
飢
を
ふ
さ
ぐ
の
だ
。
そ
う
し
た
者
の
同
類
が
娑
婆
に
も
い
て
、
我
が
子
を
売
っ
て
身
命
を
繋
い
で
い
る
。
こ
の
地
蔵
の
持
つ
如
意
宝
珠
は
食
物
の
乏
し
い
者
に
富
貴
を
与
え
、
患
う
者
が
立
願
す
れ
ば
本
復
せ
し
め
、
商
売
の
人
に
は
品
々
の
望
み
を
叶
え
給
う
の
だ
。
地
蔵
延
命
経
や
地
蔵
本
願
経
に
い
う
よ
う
に
、
惣
じ
て
六
地
蔵
は
『
衆
生
の
二
世
の
所
求
を
悉
く
成
就
せ
ず
ん
ば
正
覚
を
と
ら
じ
』
と
誓
っ
て
お
ら
れ
る
。」
と
記
し
、
餓
鬼
道
の
歌
と
し
て
二
首
を
引
く
。
す
ず
し
や
と
か
わ
せ
の
な
ミ
に
立
よ
れ
ば
も
ゆ
る
お
も
ひ
の
ミ
づ
か
ら
ぞ
う
き
 
前
大
僧
正
道
玄
（
新
続
古
今
）
身
を
せ
む
る
う
へ
の
こ
ゝ
ろ
に
た
へ
か
ね
て
子
を
お
も
ふ
道
ぞ
わ
す
れ
は
て
ぬ
る
 
後
京
極
摂
政
（
月
清
集
）
　
巡
六
地
蔵
三
番
「
谷
中
新
堀
村
諏
訪
社
別
当
真
言
宗
宝
林
山
浄
光
寺
の
宝
印
地
蔵
は
畜
生
道
の
能
化
で
輪
宝
と
花
鬘
を
持
つ
。
畜
生
道
に
堕
ち
た
者
の
苦
を
拔
い
て
楽
を
与
え
、
飲
食
を
与
え
て
実
相
甘
露
の
法
味
を
含
ま
せ
給
う
の
だ
。
ま
た
人
間
界
に
お
い
て
は
、
子
育
て
に
悩
む
人
は
信
心
す
る
が
よ
く
、
こ
の
地
蔵
を
信
心
す
る
人
は
盗
賊
の
難
・
山
河
の
難
・
諸
の
横
難
・
毒
虫
の
難
・
蛇
な
ど
す
べ
て
の
畜
生
か
ら
の
難
を
逃
れ
る
。
地
蔵
延
命
経
に
も
山
神
木
神
・
江
海
水
神
・
蛇
神
路
神
は
地
蔵
を
信
心
す
る
衆
生
を
守
護
す
る
と
い
う
。
だ
か
ら
狐
狸
に
も
化
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。」
と
記
し
、
さ
ら
に
「
本
駒
込
御
籠
町
の
八
木
氏
何
某
が
眼
病
を
煩
い
、
こ
の
地
蔵
に
日
参
し
て
力
の
限
り
に
念
仏
を
唱
え
た
。
初
め
は
子
に
手
を
引
か
れ
て
参
詣
し
て
い
た
が
、
段
々
回
復
し
て
二
、
三
十
日
後
に
は
杖
を
曳
い
て
一
人
で
お
参
り
す
る
よ
う
に
な
り
、
百
日
の
内
に
は
両
眼
が
元
の
よ
う
に
本
復
し
た
。
そ
の
御
礼
と
し
て
地
蔵
に
捧
げ
た
仮
名
と
実
名
が
地
蔵
堂
に
残
る
。」
と
霊
験
譚
を
記
し
、
畜
生
道
の
歌
と
し
て
二
首
を
引
く
。
─ 62 ─
か
ぐ
ら
う
た
草
と
り
か
ふ
は
よ
け
れ
ど
も
な
を
そ
の
馰
に
な
る
こ
と
は
う
し
 
西
行
法
師
（
山
家
集
）
水
に
す
ミ
雲
井
に
か
け
る
こ
ゝ
ろ
に
も
う
き
世
の
あ
み
は
い
か
ゞ
か
な
し
き
 
後
京
極
摂
政
（
月
清
集
）
　
巡
六
地
蔵
四
番
「
下
谷
池
之
端
萓
町
浄
土
宗
影
向
山
心
行
寺
の
持
地
地
蔵
は
修
羅
道
の
能
化
で
幡
と
御
経
を
持
つ
。
修
羅
は
地
、
帝
釈
は
天
に
あ
っ
て
毎
月
十
六
日
辰
の
刻
に
合
戦
す
る
が
毎
回
修
羅
が
負
け
退
却
す
る
。
そ
の
途
中
で
修
羅
が
楯
を
落
と
す
と
、
楯
は
天
雷
の
ご
と
き
音
を
響
か
せ
な
が
ら
大
海
の
底
に
沈
む
。
帝
釈
は
軍
鼓
を
聞
い
て
肝
を
消
し
魂
を
失
っ
て
無
量
の
苦
患
を
受
け
る
。
時
に
持
地
地
蔵
は
大
地
を
も
っ
て
修
羅
の
合
戦
の
城
郭
を
警
固
な
さ
る
と
阿
修
羅
宮
は
安
穏
と
な
り
、
闘
諍
の
苦
患
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
惣
じ
て
人
間
の
嗔
恚
の
炎
を
消
滅
し
、
横
死
横
難
・
は
や
り
病
を
除
き
、
男
女
一
切
の
病
を
消
滅
し
、
ま
た
菩
提
心
を
増
進
し
給
う
。」
と
記
し
、
さ
ら
に
「
宝
永
二
年
夏
、
京
橋
辺
の
住
人
田
村
氏
は
五
十
過
ぎ
の
男
で
両
足
痛
に
苦
し
み
、
数
年
の
療
治
も
医
薬
効
な
か
っ
た
。
あ
る
日
ふ
っ
と
こ
の
尊
像
に
立
願
し
た
と
こ
ろ
、
四
、
五
日
過
ぎ
て
足
の
具
合
も
心
良
く
思
わ
れ
て
、
毎
日
地
蔵
の
御
名
を
唱
え
て
い
る
う
ち
に
、
三
十
日
ほ
ど
の
内
に
元
の
よ
う
に
本
復
し
た
。
立
願
成
就
と
し
て
十
二
燈
を
奉
納
し
た
と
い
う
。
ま
た
宝
永
三
年
初
秋
、
年
の
こ
ろ
二
十
ば
か
り
の
お
女
中
は
乳
房
が
腫
れ
痛
む
の
で
、
あ
れ
こ
れ
養
生
し
た
が
治
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
こ
の
地
蔵
に
宿
願
を
か
け
、
一
心
に
地
蔵
の
御
名
を
唱
え
て
祈
誓
し
た
と
こ
ろ
、
あ
る
夜
一
人
の
僧
が
錫
杖
を
鳴
ら
し
て
家
の
内
に
入
り
来
る
夢
を
見
た
。
夢
が
覚
め
る
と
同
時
に
そ
の
夜
の
う
ち
か
ら
乳
房
の
痛
み
が
よ
く
な
っ
た
。」
と
霊
験
譚
を
記
し
、
修
羅
の
歌
と
し
二
首
を
引
く
。
須
弥
の
上
は
め
で
た
き
山
と
聞
し
か
ど
し
ゆ
ら
の
軍
ぞ
な
を
さ
は
が
し
き
 
慈
鎭
和
尚
（
拾
玉
集
）
浪
た
て
し
心
の
道
の
す
へ
は
ま
た
く
る
し
き
海
の
そ
こ
に
す
む
か
な
 
後
京
極
摂
政
（
月
清
集
）
　
巡
六
地
蔵
五
番
「
東
叡
山
大
仏
堂
の
除
蓋
地
蔵
は
人
道
の
能
化
で
錫
杖
と
宝
珠
を
持
つ
。
生
苦
の
者
に
は
平
産
の
楽
を
与
え
、
老
苦
に
は
不
老
の
薬
を
与
え
、
病
苦
に
は
無
病
の
楽
を
与
え
、
死
苦
に
は
定
業
を
転
じ
て
延
命
を
与
え
、
臨
終
正
念
に
し
て
浄
土
に
生
れ
る
愉
し
み
を
与
え
給
う
と
い
う
。
ま
こ
と
に
人
道
の
教
主
な
の
だ
。
人
間
の
八
苦
を
助
け
、
日
照
り
の
時
に
は
雨
を
降
し
て
国
土
草
木
を
生
長
を
さ
せ
て
五
穀
成
就
を
は
か
り
、
あ
る
い
は
貧
乳
の
女
人
に
は
乳
を
出
し
て
子
ど
も
の
長
盛
を
守
り
、
兄
弟
姉
妹
の
縁
薄
く
仲
悪
し
き
を
収
め
、
生
霊
死
霊
咒
詛
の
心
の
病
を
退
治
す
る
に
は
信
心
す
る
が
よ
い
。
地
蔵
延
命
経
に
は
霊
神
咒
詛
神
の
祟
り
、
因
果
の
業
深
い
病
者
は
信
心
す
べ
し
と
あ
る
。
男
女
の
愛
敬
を
守
り
、
子
な
き
女
人
に
は
子
を
与
え
平
産
を
守
り
給
う
。」 
と
記
し
、
人
道
の
歌
と
し
て
二
首
を
引
く
。
伊
㔟
の
う
ミ
あ
ま
の
う
き
な
は
う
け
が
た
き
此
身
を
ま
た
は
し
づ
め
ず
も
か
な
 
（
玉
葉
集
）
あ
り
が
た
き
人
に
な
り
け
る
か
ひ
あ
り
て
さ
と
り
も
と
む
る
こ
ゝ
ろ
あ
ら
な
ん
 
西
行
法
師
（
山
家
集
）
巡
六
地
蔵
六
番
「
金
龍
山
浅
草
寺
観
音
の
寺
中
正
智
院
の
日
光
地
蔵
は
天
道
の
能
化
で
念
珠
を
持
つ
。
天
人
に
は
大
小
の
五
衰
が
あ
る
が
、
こ
の
五
衰
が
現
れ
る
と
必
ず
死
ん
で
し
ま
う
が
、
こ
の
日
光
地
蔵
を
信
ず
れ
ば
五
衰
の
雲
が
晴
れ
、
地
蔵
の
慈
悲
に
よ
っ
て
長
寿
天
に
生
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
光
地
蔵
は
六
地
蔵
の
一
だ
が
、
六
地
蔵
は
六
観
音
で
あ
り
、
そ
の
本
地
は
西
方
極
楽
の
阿
弥
陀
如
来
で
あ
る
。
諸
仏
菩
薩
は
大
慈
大
悲
を
垂
れ
る
が
ゆ
え
に
貴
く
、
阿
弥
陀
如
来
は
下
化
衆
生
の
た
め
に
観
音
に
化
現
し
て
六
道
に
迷
う
衆
生
を
済
度
し
給
う
の
だ
。
鈍
根
の
人
が
信
心
す
れ
ば
利
根
智
慧
の
心
眼
を
開
き
、
業
深
く
貧
し
き
僧
俗
に
は
富
貴
を
与
え
、
貴
人
高
官
に
は
望
む
官
位
を
与
え
、
奉
公
人
に
は
出
世
荘
厳
の
福
徳
を
得
さ
せ
る
の
だ
。
父
母
が
邪
見
で
あ
れ
ば
、
子
が
立
願
す
れ
ば
二
親
の
邪
心
は
慈
悲
の
正
路
を
得
る
は
ず
だ
。
子
ど
も
が
枉
惑
で
親
に
不
孝
す
る
と
き
は
、
親
が
立
願
す
れ
ば
父
子
と
も
に
善
心
を
生
じ
、
男
女
の
仲
悪
し
き
に
は
和
合
を
守
り
給
う
。
六
地
蔵
を
信
心
す
る
人
の
家
に
は
大
歳
神
・
山
神
木
神
・
江
海
水
神
・
饉
餓
神
・
一
切
諸
々
の
仏
神
の
守
護
が
あ
る
の
だ
。」
と
記
す
。（
引
歌
な
し
）
　
　
　
　
※
右
に
見
る
よ
う
に
、
空
無
が
六
地
蔵
一
々
に
つ
い
て
記
し
た
文
章
は
六
地
蔵
巡
り
の
手
引
書
・
案
内
書
で
も
あ
っ
て
、
空
無
は
そ
れ
の
製
作
は
六
精
舎
各
々
が
す
べ
き
こ
と
と
期
待
し
て
い
た
の
だ
が
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。『
巡
六
地
蔵
慈
悲
利
益
記
』「
第
十
、
─ 63 ─
六
地
ｇ
靈
驗
之
事
」
に
「
さ
て
六
ヶ
寺
の
寺
方
に
．
誰
と
り
と
め
て
．
地
ｇ
の
靈
驗
を
Ｂ
じ
て
．
し
る
す
人
も
な
き
ゆ
へ
に
．
よ
の
六
躰
に
も
．
其
數
あ
る
と
い
へ
ど
も
．
慥
に
其
意
趣
を
知
難
．
聞
お
よ
び
に
ま
か
セ
．
粗
か
き
Ｇ
を
く
所
に
．
未
の
年
類
火
に
燒
失
セ
り
．
地
ｇ
不
信
心
の
故
と
せ
り
」
と
あ
っ
て
、
六
ヶ
寺
の
寺
方
に
誰
も
す
る
も
の
が
な
い
の
で
、
仕
方
な
く
独
り
で
地
道
に
書
き
留
め
お
い
た
の
だ
。
し
か
し
「
未
の
年
」
す
な
わ
ち
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
十
一
月
二
十
九
日
小
石
川
水
戸
藩
上
屋
敷
か
ら
出
火
し
た
水
戸
様
火
事17
の
類
火
に
遭
っ
て
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
空
無
は
そ
れ
を
「
地
ｇ
不
信
心
の
故
」
と
自
省
し
て
、
再
び
筆
を
積
み
重
ね
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
不
屈
不
撓
の
成
果
が
『
巡
六
地
蔵
慈
悲
利
益
記
』
で
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
お
い
て
よ
い
。
第
一
番
瑞
泰
寺
の
檀
陀
地
蔵
は
太
平
洋
戦
争
の
戦
禍
を
受
け
て
残
骸
さ
え
も
失
わ
れ
た
。
し
か
し
「
寺
社
書
上
駒
込
肆
止
」
18
に
載
る
文
政
九
年
十
一
月
付
『
由
緒
書
瑞
泰
寺
』
に
、
一
地
藏
堂
但
シ
弐
間
四
方　
檀
陁
地
藏
尊　
丈
八
尺　
銅
像
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
源
蓮
社
本
誉
空
無
作
と
彫
付
銘
有
之
其
外
法
号
數
多
記
有
之
候
檀
陀
と
唱
る
哉
相
Ｘ
り
不
申
候
　
御
府
内
六
地
藏
尊
第
壱
番
順
拜
所
　
元
禄
六
酉
年
七
丗
廣
誉
傳
栄
代
建
之
と
あ
っ
て
、
地
蔵
像
の
納
置
後
す
ぐ
に
二
間
四
方
の
地
蔵
堂
が
建
立
さ
れ
た
こ
と
、
銅
像
に
は
空
無
作
の
由
と
多
数
の
法
号
す
な
わ
ち
結
縁
施
財
者
名
が
刻
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
第
二
番
専
念
寺
の
宝
珠
地
蔵
は
元
禄
三
年
鋳
造
時
の
原
型
の
ま
ま
と
見
え
る
。
当
像
に
つ
い
て
は
文
京
区
に
よ
る
調
査
報
告
（
副
島
弘
道
氏
編
「
東
京
都
文
京
区
専
念
寺
銅
造
地
蔵
菩
薩
立
像
調
査
報
告
」）
が
あ
り
、
光
背
・
基
壇
が
後
補
で
あ
る
と
の
指
摘
や
、
助
縁
の
結
縁
者
名
を
す
べ
て
翻
刻
す
る
な
ど
労
作
で
あ
る
が
、
陰
刻
の
解
読
や
空
無
の
六
地
蔵
発
願
建
立
を
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
と
す
る
な
ど
誤
り
が
散
見
す
る19
。
な
お
後
補
の
石
基
壇
に
は
、
中
央
に
「
上
野
同
生
連
中
」、
右
側
面
に
「
地
蔵
尊
大
修
理　
発
起
者
妙
連
大
和
尚
・
安
立
院
光
輪
沙
弥
・
専
念
寺
廿
二
代
学
勇
和
尚
」、
左
側
面
に
「
世
話
人　
森
本
九
右
衛
門
・
河
原
崎
□
□
・
辻
伝
助
・
椙
江
孫
右
衛
門
」、
背
面
に
「
明
治
三
十
三
年
三
月
十
八
日
成
学
勇
代
」、
左
右
側
面
に
上
野
同
生
連
中
四
十
余
人
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
大
修
理
を
主
導
し
た
妙
運20
（
一
八
七
六
―
一
九
一
一
）
は
上
野
寛
永
寺
浄
名
律
院
三
十
八
世
で
名
を
幸
諬
、
字
を
妙
運
無
庵
と
云
い
、
ま
た
地
蔵
老
比
丘
を
名
乗
っ
て
当
寺
を
地
蔵
山
と
称
し
、
阿
育
王
塔
に
倣
っ
て
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
三
月
二
十
四
日
石
地
蔵
尊
八
万
四
千
体
造
立
の
大
誓
願
を
発
願
し
、
篤
信
者
を
教
導
し
て
同
生
連
を
組
織
す
る
な
ど
廃
仏
毀
釈
の
打
撃
に
沈
む
寺
院
の
再
興
を
支
援
し
、
石
地
蔵
造
立
に
精
励
す
る
傍
ら
空
無
・
正
元
の
六
地
蔵
巡
礼
を
再
興
す
る
な
ど
地
蔵
信
仰
を
鼓
吹
し
た
傑
僧
だ
っ
た
。
六
地
蔵
巡
礼
の
手
引
と
し
て
妙
運
の
高
足
谷
中
安
立
院
光
輪
が
印
施
し
た
『
地
藏
本
願
經
囑
累
品
〇
六
地
藏
巡
和
讃
　
幷
因
緣　
附
記
』21
に
載
る
空
無
六
地
蔵
に
関
す
る
記
述
を
抄
出
す
る
（
振
仮
名
等
省
略
）。
　
　
○
六
地
藏
巡
再
興
和
讚
緣
Ｇ
昔
し
元
祿
の
頃
江
戸
に
慈
濟
庵
空
無
上
人
と
い
ふ
淨
業
の
僧
あ
り
て
慈
心
深
く
衆
生
濟
度
の
大
願
に
由
り
て
六
躰
の
地
藏
尊
を
造
り
て
六
ヶ
所
へ
安
置
し
て
每
月
廿
四
日
に
は
多
く
の
信
者
を
導
き
巡
る
大
結
緣
の
法
を
開
き
玉
へ
は
夫
よ
り
世
に
盛
ん
に
行
わ
れ
し
も
い
つ
し
か
絕
へ
て
今
は
知
る
人
も
無
か
り
し
を
こ
た
び
同
生
連
中
の
辻
。
森
本
。
椙
江
。
氏
の
三
翁
多
く
の
信
者
に
議
り
此
の
六
地
藏
巡
り
を
再
興
し
て
即
ち
晴
雨
共
に
每
月
十
八
日
朝
八
時
ま
で
に
湯
島
靈
雲
寺
の
堂
へ
集
り
夫
よ
り
此
六
躰
の
尊
像
を
巡
拜
し
て
同
志
同
行
諸
共
に
地
藏
菩
薩
の
大
願
海
に
入
る
結
緣
の
再
び
興
り
し
あ
ら
ま
し
を
需
に
應
じ
つ
ゞ
り
て
和
讃
と
す　
時
に
明
治
廿
九
年
十
一
月
十
八
日
に
し
る
す
　
　
○
六
地
藏
巡
再
興
和
讚　
地
藏
老
比
丘
妙
運
作
歸
命
頂
禮
地
藏
尊　
　
　
　
　
恆
沙
の
誓
願
お
こ
せ
る
は
皆
是
我
等
法
性
の　
　
　
　
　
無
爲
の
都
を
迷
ひ
で
ゝ
六
趣
の
貧
里
を
明
暮
に　
　
　
廻
も
憂
し
や
果
し
な
く
罪
の
重
荷
に
身
を
く
だ
き　
　
無
明
の
暗
に
ｃ
も
子
も
し
ら
ず
生
死
に
苦
し
む
を　
　
憐
れ
み
玉
ふ
地
藏
尊
佛
の
付
嘱
を
憶
念
し　
　
　
　
每
日
晨
朝
入
諸
定
入
諸
地
獄
令
離
苦
と　
　
　
　
六
の
衢
に
身
を
分
て
導
く
慈
悲
の
御
姿　
　
　
　
　
空
無
上
人
勸
化
し
て
銅
と
木
を
も
て
造
立
し　
　
　
瑞
泰
寺
や
專
念
寺
淨
光
寺
に
心
行
寺　
　
　
　
　
過
ぎ
行
く
上
野
の
慈
濟
庵
辿
る
も
よ
し
や
淺
草
の　
　
　
正
智
院
の
寺
〴
〵
に
─ 64 ─
奉
納
て
廿
四
日
を
ば　
　
　
　
期
し
て
上
人
月
〴
〵
に
善
男
善
女
を
導
き
て　
　
　
　
地
藏
巡
り
を
始
し
も
い
つ
し
か
絕
て
年
久
し　
　
　
杇
ぬ
大
士
の
梓
弓
緣
し
の
弦
は
き
れ
も
せ
で　
　
引
る
ゝ
慈
悲
に
今
日
よ
り
は
六
の
御
寺
を
ま
た
巡
る　
　
　
路
の
枝
折
は
後
の
世
を
賴
む
身
を
こ
そ
嬉
し
け
れ
　
　
巡
り
來
て
逢
ふ
ぞ
う
れ
し
き
六
の
寺
　
　
　
　
の
ち
の
世
た
の
む
南
無
地
藏
そ
ん
　
　
南
無
六
衜
能
化
地
藏
大
菩
薩
　
空
無
上
人
發
願
造
立
○
六
地
藏
尊
靈
塲　
　
○
毎
月
十
八
日
巡
拜
ノ
衜
順
ニ
記
ス
　
番
外　
　
　
　
　
湯
島
新
芲
町　
　
　
　
靈
雲
寺
　
四
番　
　
　
　
　
池
ノ
端
七
軒
町　
　
　
心
行
寺
　
一
番　
　
　
　
　
駒
込
蓬
萊
町　
　
　
　
瑞
泰
寺
　
二
番　
　
　
　
　
同
千
駄
木
町　
　
　
　
專
念
寺
　
三
番　
　
　
　
　
日
暮
里　
　
　
　
　
　
淨
光
寺
　
番
外　
　
　
　
　
谷
中
五
重
塔
ノ
奥　
　
安
立
院　
〇
右
寺
内
ニ
休
息
シ
中
⻝
後
ハ
佛
歬
ニ
向
テ
一
同
此
本
願
經
幷
ニ
和
讃
ヲ
拜
讀
ス
　
八
万
四
千
躰　
　
上
野
山
内　
　
　
　
　
淨
名
院　
〇
右
寺
堂
ノ
佛
歬
ニ
於
テ
一
同
三
歸
十
念
ヲ
拜
受
シ
念
佛
Ｔ
行
シ
此
御
經
和
讃
ヲ
上
グ
　
五
番　
　
　
　
　
上
野
慈
眼
堂
内　
　
　
地
藏
堂
　
六
番　
　
　
　
　
金
龍
山
仲
見
世　
　
　
正
智
院
　
番
外　
　
　
　
　
淺
草　
　
　
　
　
　
　
駒
形
堂
　
右
に
よ
っ
て
、
空
無
は
毎
月
二
十
四
日
に
は
み
ず
か
ら
多
く
の
信
者
を
引
導
し
て
六
地
蔵
巡
り
を
行
じ
て
い
た
こ
と
や
、
妙
運
が
再
興
し
た
明
治
二
十
九
年
に
は
銅
鋳
六
地
蔵
の
何
躰
か
は
す
で
に
木
像
に
代
わ
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
六
地
蔵
巡
り
の
再
興
に
は
同
生
連
が
深
く
係
わ
っ
て
い
た
こ
と
等
々
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
再
興
後
の
道
順
が
空
無
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
ず
、
番
外
に
駒
形
堂
の
あ
る
理
由
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
　
第
三
番
浄
光
寺
の
宝
印
地
蔵
は
寺
伝
で
は
こ
れ
を
空
無
造
立
の
も
の
と
伝
え
る
が
、
こ
れ
を
疑
問
視
す
る
意
見
も
存
す
る
。
そ
れ
は
当
尊
像
の
正
面
下
部
に
五
名
の
法
号
と
そ
の
歿
年
月
日
が
陰
刻
並
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
寳
安
院
心
譽
祐
堂
居
士　
文
化
五
辰
年
十
一
月
廿
三
日
覚
心
院
慧
譽
明
光
大
姉　
文
化
三
寅
年
五
月
九
日
説
誠
院
心
譽
實
言
居
士　
文
化
三
寅
年
六
月
十
九
日
實
相
院
證
譽
誠
信
大
師　
文
化
五
辰
年
十
月
八
日
澤
性
院
雄
山
玄
英
居
士　
文
化
六
巳
年
三
月
十
九
日
と
あ
り22
、
さ
ら
に
顔
立
ち
や
衣
文
な
ど
に
見
ら
れ
る
作
風
と
銘
文
の
体
裁
が
二
番
専
念
寺
宝
珠
地
蔵
像
と
異
な
る
こ
と
か
ら
、
空
無
初
建
の
由
緒
を
継
い
で
再
興
さ
れ
た
も
の
と
推
量
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
作
風
が
専
念
寺
宝
珠
地
蔵
像
と
異
な
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
当
像
に
は
文
化
年
代
の
陰
刻
が
あ
る
ば
か
り
で
、
空
無
六
地
蔵
の
由
緒
を
継
い
だ
根
拠
も
再
造
さ
れ
た
と
い
う
証
左
も
な
い
の
だ
か
ら
、
現
況
だ
け
か
ら
す
れ
ば
当
像
は
右
五
名
の
縁
者
が
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
頃
に
新
造
し
た
も
の
と
理
解
す
る
の
が
適
当
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
寺
伝
は
当
像
を
空
無
六
地
蔵
の
一
と
伝
え
る
。
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
に
六
地
蔵
を
熱
心
に
調
査
せ
ら
れ
た
別
所
光
一
氏
「
空
無
上
人
造
立
の
江
戸
最
初
の
六
地
蔵
に
つ
い
て
」（「
武
蔵
野
」
四
十
一
巻
一
号
、
昭
和
三
十
六
年
十
月
）は
八
十
七
歳
と
い
う
住
職
か
ら
凡
そ
次
の
よ
う
な
話
を
聞
い
て
い
る
。「
当
像
は
昭
和
四
、
五
年
頃
に
地
蔵
堂
か
ら
現
在
位
置
に
移
し
た
の
だ
が
、
そ
の
際
台
座
下
の
地
中
か
ら
観
音
・
勢
至
・
彌
勒
・
地
蔵
を
型
ど
っ
た
お
び
た
だ
し
い
数
の
素
焼
像
が
出
土
し
た
。
中
に
は
空
無
の
二
文
字
を
刻
し
た
も
の
が
あ
っ
た
が
檀
家
が
持
ち
去
り
、
わ
ず
か
四
体
を
秘
蔵
す
る
ば
か
り
だ
。」
と
い
う
。
　
新
堀
村
の
道
灌
山
か
ら
諏
訪
台
と
続
く
山
手
台
地
は
虫
聴
き
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
、
安
藤
広
重
の
浮
世
絵
や
『
江
戸
名
所
図
会
』
に
描
か
れ
た
。
そ
の
一
角
に
諏
訪
神
社
と
別
当
浄
光
寺
は
隣
接
し
て
今
も
あ
る
。
空
無
は
諏
訪
神
社
に
な
ぜ
か
深
い
思
い
入
れ
が
あ
っ
た
よ
う
で
、『
巡
六
地
蔵
慈
悲
利
益
記
』「
第
廾
九
、
五
智
堂
造
立
之
事
」
に
、
「
諏
訪
明
神
の
前
に
百
二
十
坪
余
の
山
屋
敷
を
建
て
て
浄
光
寺
に
寄
進
し
、
寺
社
新
地
奉
行
に
お
伺
い
を
た
て
て
五
智
堂
と
し
た
。
堂
に
は
五
智
如
来
を
安
置
し
、
土
仏
の
地
蔵
を
千
体
納
め
た
。
五
智
如
来
の
広
大
無
辺
の
種
々
の
仏
智
と
地
蔵
の
授
記
方
便
に
よ
っ
て
衆
生
が
苦
を
離
れ
る
こ
と
を
祈
願
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
地
蔵
堂
に
も
土
仏
の
阿
─ 65 ─
弥
陀
千
躰
・
観
音
千
躰
・
勢
至
千
躰
・
釈
迦
千
躰
を
納
め
た
。
男
女
の
地
蔵
巡
り
に
結
縁
さ
せ
ん
が
た
め
で
あ
る
。
社
地
の
存
続
す
る
限
り
は
五
智
堂
が
末
代
ま
で
退
転
な
き
よ
う
に
と
浄
光
寺
と
契
約
し
て
い
る
。
五
智
堂
の
前
に
は
願
主
空
無
が
建
て
た
石
塔
も
あ
る
。」
と
追
記
し
て
い
る
。
願
主
す
な
わ
ち
空
無
の
右
の
一
文
に
よ
っ
て
浄
光
寺
宝
印
地
藏
は
地
蔵
堂
内
に
安
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
境
内
に
は
五
智
如
来
堂
も
あ
っ
た
こ
と
、
堂
内
に
は
夥
多
の
土
仏
が
納
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
由
来
を
刻
し
た
で
あ
ろ
う
空
無
建
立
の
石
塔
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
寺
伝
で
は
地
蔵
像
移
座
の
と
き
台
座
下
の
土
中
か
ら
土
仏
が
出
土
し
た
と
い
う
が
、『
巡
六
地
蔵
慈
悲
利
益
記
』
原
文
に
は
「
圡
佛
の
地
ｇ
千
躰
を
た
つ
る
」「
圡
佛
の
阿
弥
陁
千
躰
観
音
千
体
㔟
至
千
躰
釈
迦
千
躰
の
造
立
」
と
あ
っ
て
、
土
仏
は
「
た
つ
る
」「
造
立
」
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
土
中
に
埋
納
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
空
無
は
過
去
に
万
日
念
仏
会
を
再
興
し
た
時
、
説
法
の
法
筵
に
参
会
し
て
戒
訣
を
受
け
る
者
た
ち
に
名
号
札
・
御
影
札
・
泥
塑
像
・
銅
鋳
像
を
与
え
て
い
る
。
仏
堂
の
建
造
に
当
た
っ
て
鎮
壇
の
た
め
に
地
中
に
銅
銭
・
極
小
銅
仏
等
を
埋
納
す
る
例
は
少
な
く
な
い
が
、
こ
と
空
無
に
限
っ
て
は
そ
の
土
仏
は
結
縁
の
証
と
し
て
檀
信
徒
に
授
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
空
無
造
立
の
宝
印
地
蔵
も
五
智
如
来
も
そ
の
堂
も
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
か
ら
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
の
間
に
何
ら
か
の
事
情
で
失
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
残
存
し
た
大
量
の
土
仏
は
埋
納
さ
れ
、
そ
の
上
に
文
化
六
年
頃
に
鋳
像
さ
れ
た
地
蔵
像
が
安
置
さ
れ
た
も
の
と
推
量
さ
れ
る
。
現
伝
の
地
蔵
像
が
空
無
六
地
蔵
の
一
と
す
れ
ば
、
一
番
瑞
泰
寺
檀
陀
地
蔵
・
二
番
専
念
寺
宝
珠
地
蔵
の
よ
う
に
空
無
と
結
縁
衆
の
名
が
印
刻
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
し
、
空
無
六
地
蔵
の
由
緒
を
引
く
再
造
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
な
お
さ
ら
そ
の
旨
の
記
載
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
り
、
な
に
よ
り
当
像
の
陰
刻
が
上
記
五
名
の
法
名
と
歿
年
月
日
す
な
わ
ち
命
日
で
あ
っ
て
像
建
立
の
施
主
名
で
は
な
い
。
当
像
は
五
名
の
追
善
供
養
の
た
め
に
縁
者
何
某
に
よ
っ
て
鋳
造
さ
れ
た
と
解
す
る
の
が
自
然
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
空
無
が
五
智
如
来
を
諏
訪
神
社
に
建
立
し
た
の
は
、
焼
失
し
た
越
後
国
分
寺
の
五
智
如
来
の
再
建
を
申
し
出
た
が
許
さ
れ
ず
悔
恨
が
残
っ
て
い
た
こ
と
と
、
寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
三
月
す
な
わ
ち
空
無
が
幼
年
の
頃
、
木
食
但
唱
が
芝
高
輪
帰
命
山
如
来
寺
を
建
立
し
て
一
丈
五
軀
の
五
智
如
来
像
を
安
置
し
た
こ
と
が
脳
裏
に
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
空
無
は
但
唱
の
営
為
に
倣
い
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
第
四
番
心
行
寺
の
持
地
地
蔵
は
夙
く
に
空
無
建
立
銅
鋳
地
蔵
像
は
類
火
に
遭
っ
て
失
わ
れ
、
木
造
立
像
と
し
て
再
建
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
「
寺
社
書
上
下
谷
五
止
」
収
載
文
政
九
戍
年
九
月
付
『
境
内
部
調
書
帳
面
下
谷
池
之
端
七
軒
町
心
行
寺
』
に
、
敷
地
坪
数
・
開
山
・
開
基
な
ど
を
記
し
、
一
境
内
地
蔵
尊　
壹
躰
　
　
但
し
木
佛
ニ
而
立
像
丈
八
尺
江
戸
六
地
蔵
四
番
目
ニ
御
座
候
　
　
右
地
蔵
堂
間
口
九
尺
奥
行
弐
間
ニ
御
座
候
　
　
 
右
之
外
安
置
仕
候
神
佛
無
御
座
候
猶
又
兩
度
類
燒
仕
侯
故
古
來
記
録
之
義
者
焼
失
仕
候
と
あ
り
、
ま
た
ほ
ぼ
同
内
容
だ
が
、「
御
府
内
寺
社
備
考23
」
の
「
心
行
寺
」
項
に
、
○
地
蔵
堂　
間
口
九
尺
奥
行
弐
間　
　
　
本
尊
地
蔵
尊　
木
立
像
丈
八
尺
　
　
　
右
者
江
戸
六
地
蔵
四
番
目
ニ
御
座
候
。
○
境
内
図
（
略
）
　
　
　
以
上
丙
戍
書
上
○ 
頓
蓮
社
円
誉
上
人
利
的
、
姓
小
島
氏
、
勢
州
津
人
。
江
府
下
谷
池
端
心
行
寺
開
山
、
寛
永
七
年
二
月
五
日
寂
浄
土
総
系　
譜
○
江
戸
志
に
開
山
木
食
空
無
上
人
と
あ
れ
と
、
此
僧
ハ
二
世
な
り
と
云
捜索
と
あ
っ
て
心
行
寺
の
現
況
が
垣
間
見
え
る
。
住
僧
が
開
山
和
尚
に
つ
い
て
近
藤
義
休
編
『
江
戸
志
』（
寛
政
年
間
成
立
）
の
誤
説
を
即
座
に
否
定
で
き
ず
、
六
地
蔵
建
立
の
大
業
が
当
寺
三
世
空
無
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
さ
え
知
ら
ず
、
一
番
瑞
泰
寺
・
二
番
専
念
寺
・
三
番
浄
光
寺
・
五
番
上
野
大
仏
へ
は
杖
を
曳
く
老
人
の
足
で
も
小
半
時
も
か
か
ら
ぬ
至
近
に
あ
り
な
が
ら
参
詣
し
た
様
子
も
な
い
こ
と
に
驚
く
。
し
か
し
そ
れ
は
三
世
空
無
・
四
世
空
哲
と
続
く
法
脈
が
す
で
に
絶
え
他
系
に
変
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
類
火
に
遭
っ
て
『
本
譽
空
無
上
人
衜
影
贊
』
を
失
い
、
焼
失
し
た
銅
鋳
地
蔵
尊
が
木
像
を
も
っ
て
再
造
さ
れ
た
こ
と
さ
え
伝
わ
ら
ず
、
空
無
創
始
の
六
地
蔵
巡
礼
も
虚
し
く
絶
え
て
久
し
い
景
色
が
髣
髴
す
る
。
空
無
は
『
巡
六
地
蔵
慈
悲
利
益
記
』「
第
三
十
、
佛
像
造
立
同
寄
進
寺
乃
事
」
に
「
六
地
藏
第
四
番
此
寺
は
空
無
居
住
の
所
に
て
廾
五
の
ぼ
さ
つ
十
三
佛
出
山
の
釈
迦
牟
尼
如
来
聖
德
太
子
の
尊
像
二
尺
五
寸
─ 66 ─
に
観
音
皆
々
御
長
一
尺
八
寸
宛
に
造
立
せ
し
と
な
り
し
か
り
と
い
へ
ど
も
未
の
十
一
月
の
累
火
に
の
こ
ら
ず
燒
失
せ
り
」
と
記
し
て
い
る
。「
未
の
十
一
月
の
累
火
」
す
な
わ
ち
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
十
一
月
二
十
九
日
の
水
戸
様
火
事
に
よ
っ
て
持
地
地
蔵
は
じ
め
自
身
が
建
立
し
た
如
来
諸
菩
薩
の
尊
像
が
悉
く
焼
失
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
明
記
は
な
い
が
伝
世
の
本
尊
も
な
に
も
心
行
寺
は
す
べ
て
焼
失
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
と
き
空
無
は
七
十
五
歳
だ
っ
た
。
長
寿
を
保
っ
た
空
無
で
あ
る
が
、
残
る
生
涯
を
心
行
寺
再
興
に
尽
力
し
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
お
そ
ら
く
木
立
像
丈
八
尺
の
地
蔵
尊
は
空
無
の
再
建
で
あ
っ
て
、
そ
れ
も
宝
永
四
年
（
一
七
〇
九
）
以
前
の
仕
業
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
心
行
寺
は
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
府
中
市
紅
葉
丘
に
移
転
し
た
。
持
地
地
蔵
も
と
も
に
移
座
し
て
境
内
覆
屋
に
今
も
祀
ら
れ
て
い
る
。
当
像
を
府
中
市
郷
土
館
編
『
府
中
市
の
仏
像
』（
昭
和
五
十
六
年
十
一
月
、
府
中
市
教
育
委
員
会
）は
、「
地
蔵
菩
薩
立
像
、
像
高
二
三
六
・
〇
㎝
、
頭
部
銅
鋳
製
・
体
軀
寄
木
造
、
江
戸
期
製
作
」
と
報
告
し
て
い
る
。
頭
部
が
銅
鋳
製
で
体
軀
が
寄
木
造
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、『
東
京
都
文
京
区
専
念
寺
銅
造
地
蔵
菩
薩
立
像
調
査
報
告
』
に
は
「
目
を
細
く
、
鼻
や
口
を
小
さ
く
作
り
、
耳
朶
が
や
や
外
に
張
り
だ
す
。
こ
れ
ら
は
専
念
寺
像
と
共
通
す
る
作
風
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
銅
造
頭
部
は
、
専
念
寺
像
と
同
じ
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
頃
に
始
め
の
六
地
蔵
の
一
軀
と
し
て
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
今
日
残
さ
れ
た
始
め
の
六
地
蔵
の
確
か
な
遺
品
は
、
専
念
寺
像
と
心
行
寺
像
の
頭
部
と
い
う
こ
と
に
な
る
。」
と
記
し
て
い
る
。
六
地
蔵
の
造
像
と
開
眼
供
養
は
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
で
あ
っ
て
四
年
で
は
な
い
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
心
行
寺
持
地
地
蔵
の
頭
部
が
専
念
寺
宝
珠
地
蔵
と
同
じ
く
空
無
作
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
得
心
が
ゆ
く
。
第
五
番
東
叡
山
大
仏
堂
の
除
蓋
地
蔵
は
、
宝
永
四
年
刊
『
巡
六
地
蔵
慈
悲
利
益
記
』
「
第
十
三
、
六
地
藏
五
番
之
像
利
生
之
事
」
に
「
東
Ｋ
山
大
佛
堂
の
内
右
𦚰
に
あ
り
．
Ｅ
尊
像
は
御
門
主
に
奉
り
て
．
納
お
く
も
の
な
り
．
大
佛
堂
の
內
の
．
Ｆ
𦚰
の
弥
勒
菩
薩
も
．
右
の
施
主
な
り
．」
と
あ
っ
て
、
堂
内
は
釈
迦
如
来
坐
像
を
中
尊
と
し
て
、
右
に
除
蓋
地
蔵
、
左
に
弥
勒
菩
薩
が
配
置
さ
れ
、
あ
た
か
も
当
初
か
ら
釈
迦
三
尊
の
偉
容
の
中
に
あ
る
ご
と
く
祀
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
沾
凉
『
江
戸
砂
子
温
故
名
跡
志
』
に
「
五
番　
東
叡
山　
大
仏
側　
慈
済
菴
」
と
記
す
の
に
対
し
て
、
月
岑
『
東
都
歳
事
記
』
は
「
五
番　
上
野
大
仏
堂
の
内
江
戸
砂
子
に
は
大
仏
堂
側
慈
濟
庵
に
在
と
記
せ
り
」
と
不
審
の
存
す
る
を
吐
露
し
て
い
る
。
月
岑
は
沾
凉
の
記
事
を
「
大
仏
堂
脇
に
慈
済
菴
が
建
っ
て
い
る
」
と
解
し
た
の
だ
。
な
る
ほ
ど
そ
う
も
読
め
る
。
し
か
し
「
東
叡
山
に
慈
済
菴
が
奉
納
し
た
除
蓋
地
藏
は
大
仏
の
側
に
安
置
さ
れ
て
い
る
」
と
解
し
た
ら
ど
う
か
。
と
す
れ
ば
慈
済
菴
な
ど
い
う
私
庵
は
大
仏
殿
の
傍
ら
に
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
空
無
は
み
ず
か
ら
「
六
地
藏
第
四
番
此
寺
は
空
無
居
住
の
所
に
て
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
生
涯
を
心
行
寺
で
送
っ
た
の
で
あ
り
、
少
し
推
量
し
て
も
寛
永
寺
に
は
厳
然
た
る
法
度
や
下
知
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
大
仏
堂
側
に
、
い
や
東
叡
山
山
内
に
空
無
の
止
住
す
る
慈
済
庵
が
建
っ
て
い
た
な
ど
考
え
難
い
。
東
叡
山
は
い
わ
ば
江
戸
幕
府
の
宗
教
的
・
政
治
的
な
聖
域
で
あ
っ
て
、
他
宗
の
そ
れ
も
一
木
食
僧
の
私
庵
が
許
さ
れ
る
と
は
到
底
思
わ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
空
無
が
「
此
尊
像
は
御
門
主
に
奉
り
て
．
納
お
く
も
の
な
り
．」
と
記
し
た
一
文
の
意
味
は
き
わ
め
て
重
い
。
一
軀
の
地
蔵
像
を
奉
納
し
た
い
と
い
う
そ
の
宗
教
心
が
認
め
ら
れ
て
初
め
て
地
蔵
像
の
安
置
が
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
門
主
と
い
っ
て
も
東
叡
山
寛
永
寺
の
門
主
は
他
に
比
す
べ
く
も
な
い
存
在
で
あ
っ
て
、
す
な
わ
ち
歴
代
門
主
は
輪
王
寺
宮
と
称
さ
れ
、
日
光
山
東
照
宮
輪
王
寺
門
跡
・
東
叡
山
寛
永
寺
貫
主
・
東
叡
山
輪
王
寺
門
跡
・
比
叡
山
延
暦
寺
天
台
座
主
を
兼
ね
統
べ
る
い
わ
ば
仏
神
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
の
許
認
の
言
質
は
容
易
に
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
除
蓋
地
蔵
の
奉
納
が
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
念
頭
す
れ
ば
、
そ
れ
は
新
門
主
公
弁
法
親
王
に
対
す
る
祝
意
の
奉
呈
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
日
光
山
門
跡
次
第24
』
に
よ
れ
ば
、
四
世
天
真
法
親
王
が
元
禄
三
年
三
月
一
日
に
薨
去
す
る
と
、
そ
の
遺
命
に
よ
っ
て
公
弁
法
親
王
が
五
日
に
法
嗣
と
な
り
、
二
十
九
日
に
は
下
関
し
、
即
日
東
叡
山
圓
頓
院
に
入
室
し
て
台
宗
管
領
を
受
職
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
第
五
番
除
蓋
地
藏
は
公
弁
法
親
王
の
新
門
主
就
任
を
祝
っ
て
慈
濟
庵
空
無
が
奉
納
し
、
露
仏
で
あ
っ
た
釈
迦
大
仏
の
脇
に
安
置
し
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
釈
迦
大
仏
は
そ
の
創
建
以
来
お
よ
そ
半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
露
仏
だ
っ
た
。『
東
叡
山
之
Ｇ
』
25
に
「
大
佛
堂　
本
尊
釈
迦
如
來　
寛
永
八
年
。
堀
丹
後
守
直
時
。
黏
レ
泥
令
レ
建
レ
之
。
正
保
年
大
地
震
之
節
。
尊
像
倒
碎
破
矣
。
其
後
及
二
明
曆
萬
治
。一
一
木
食
淨
雲
勸
二
進
十
方
檀
越
。一
建
二
立
今
銅
佛
。一
堂
宇
桂
昌
院
殿
寄
捨
也
。
當
今
悉
爲
二
御
修
理
所
。一」
と
あ
っ
て
、
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
越
後
村
上
藩
主
堀
丹
後
守
直
時
が
漆
喰
の
釈
迦
如
来
坐
像
を
建
立
し
た
が
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
の
大
地
震
で
倒
壊
し
、
そ
れ
を
木
食
浄
雲
が
明
暦
・
万
治
年
中
（
一
六
五
五
―
一
六
六
一
）
に
銅
鋳
像
と
し
て
再
興
し
─ 67 ─
て
以
来
、
徳
川
五
代
将
軍
綱
吉
の
生
母
一
位
大
夫
人
桂
昌
院
（
宝
永
二
年
〈
一
七
〇
五
〉
六
月
歿
）
が
大
仏
堂
を
喜
捨
建
立
す
る
ま
で
露
仏
だ
っ
た
。
新
築
の
大
仏
堂
に
は
釈
迦
三
尊
像
の
ご
と
く
除
蓋
地
蔵
と
弥
勒
菩
薩
も
安
納
さ
れ
た
の
だ
が
、『
武
江
年
表
』
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
の
記
事
に
「
十
一
月
晦
日
夜
、
上
野
大
佛
堂
よ
り
出
火
、
佛
像
燒
損
じ
堂
宇
燒
亡
す
、
同
十
四
年
御
再
建
あ
り
慈
濟
庵
空
無
上
人
建
立
六
地
藏
の
一
軀
幷
び
に
彌
勒
菩
薩
の
像
も
燒
け
て
御
再
造
あ
り
」
と
あ
っ
て
、
空
無
奉
納
の
除
蓋
地
蔵
と
弥
勒
菩
薩
像
は
天
保
十
二
年
に
焼
失
し
、
同
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
は
大
仏
像
と
と
も
に
再
造
さ
れ
た
と
伝
え
て
い
る
。
お
そ
ら
く
再
び
釈
迦
三
尊
像
の
ご
と
く
祀
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
除
蓋
地
藏
と
弥
勒
菩
薩
像
の
天
保
十
四
年
以
降
の
動
向
を
伝
え
る
資
料
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
前
記
別
所
光
一
氏
が
右
再
造
の
除
蓋
地
蔵
は
寛
永
寺
両
大
師
地
蔵
堂
に
安
置
さ
れ
る
木
造
地
蔵
菩
薩
立
像
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
別
所
氏
は
前
引
『
地
藏
本
願
經
囑
累
品
〇
六
地
藏
巡
和
讃
　
幷
因
緣　
附
記
』
に
「
五
番
上
野
慈
眼
堂
内
地
藏
堂
」
と
あ
る
記
載
を
手
掛
か
り
に
現
地
調
査
を
行
い
、
旧
に
慈
眼
堂
と
称
し
た
両
大
師
の
地
蔵
堂
前
に
「
東
都
六
地
蔵
尊
ノ
内
第
五
番
運
勢
地
蔵
尊
東
叡
山
地
蔵
堂
」
の
立
札
が
あ
り
、
そ
の
運
勢
地
蔵
尊
は
除
蓋
地
蔵
の
こ
と
だ
と
し
て
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
の
再
造
は
木
像
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
の
上
野
戦
争
で
も
大
仏
堂
は
無
事
で
あ
っ
た
が
、
同
六
年
（
一
八
七
三
）
に
大
仏
堂
が
取
り
壊
さ
れ
た
際
に
こ
の
除
蓋
地
蔵
は
両
大
師
地
蔵
堂
に
移
転
し
た
と
推
考
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
別
所
氏
の
指
摘
に
異
論
は
な
く
、
と
す
れ
ば
現
今
両
大
師
地
蔵
堂
に
は
石
造
地
蔵
菩
薩
坐
像
が
あ
る
ば
か
り
で
木
像
は
な
い
か
ら
、
地
蔵
像
正
面
の
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
再
築
の
阿
弥
陀
堂
に
安
置
さ
れ
る
木
造
地
蔵
菩
薩
立
像
が
そ
れ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
堂
内
に
は
木
造
虚
空
蔵
菩
薩
立
像
も
安
置
さ
れ
て
い
る
が
、
右
肘
を
胸
前
で
折
り
掌
を
衆
生
に
向
け
た
そ
の
像
様
は
む
し
ろ
弥
勒
菩
薩
の
よ
う
に
見
え
る
。
あ
る
い
は
こ
れ
を
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
除
蓋
地
蔵
像
と
と
も
に
再
造
さ
れ
た
空
無
寄
進
の
弥
勒
菩
薩
像
で
あ
っ
た
と
推
量
し
て
も
不
適
当
で
は
あ
る
ま
い
。
な
お
六
地
蔵
巡
り
を
再
興
し
た
妙
運
は
同
生
連
中
ら
と
新
た
に
設
定
し
た
巡
拝
路
を
辿
り
、
か
つ
て
除
蓋
地
蔵
が
祀
ら
れ
て
い
た
大
仏
堂
跡
を
拝
し
、
坂
道
を
登
っ
て
慈
眼
堂
を
目
差
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、『
六
地
藏
巡
再
興
和
讚
』
に
は
「
空
無
上
人
勸
化
し
て
、
銅
と
木
を
も
て
造
立
し
、
瑞
泰
寺
や
専
念
寺
、
浄
光
寺
に
心
行
寺
、
過
ぎ
行
く
上
野
の
慈
濟
庵
」
と
空
無
の
配
し
た
で
あ
ろ
う
巡
拝
路
が
詠
わ
れ
て
い
る
。
空
無
の
道
順
は
ま
こ
と
に
素
直
な
幹
道
を
行
く
も
の
で
あ
る
が
、
妙
運
の
往
返
刻
刻
の
道
順
は
石
地
蔵
四
万
八
千
体
造
立
を
発
願
し
地
蔵
信
仰
を
鼓
吹
す
る
妙
運
に
と
っ
て
、
そ
の
根
源
地
で
あ
る
浄
名
律
院
は
欠
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
浅
草
寺
地
中
正
智
院
の
日
光
地
蔵
は
『
東
都
歳
事
記
』「
附
録
」
の
「
最
初
建
立
江
戸
六
地
藏
參
」
に
「
當
寺
の
ミ
此
地
藏
尊
見
へ
す
今
は
御
丈
三
尺
は
か
り
の
地
藏
尊
を
安
置
せ
り
」
と
あ
っ
て
、
空
無
建
立
の
銅
鋳
日
光
地
蔵
像
は
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
以
前
に
失
わ
れ
、
再
造
も
さ
れ
ず
、
丈
三
尺
ば
か
り
の
地
藏
尊
が
江
戸
六
地
蔵
日
光
地
蔵
の
代
仏
と
し
て
安
置
さ
れ
て
い
た
と
知
れ
る
。
し
か
も『
文
政
書
上
浅
草
貳
』（
文
政
八
年
〈
一
八
二
五
〉
十
一
月
記
）の
「
南
谷
正
智
院
」
条
に
、
　
　
江
戸
六
地
藏
第
六
番　
丈
四
尺
六
寸　
　
　
　
壹
躰
　
　
日
光
地
藏
尊
銅
佛　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
壹
躰
と
あ
る
の
で
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
頃
す
で
に
江
戸
六
地
蔵
六
番
日
光
地
蔵
像
を
め
ぐ
っ
て
は
当
院
内
で
混
乱
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
日
光
地
蔵
尊
に
ま
つ
わ
っ
て
空
無
は
『
巡
六
地
蔵
慈
悲
利
益
記
』「
第
五
、
六
地
ｇ
建
立
時
霊
瑞
不
思
議
之
事
」
に
次
の
よ
う
な
霊
験
譚
を
載
せ
て
い
る
。「
六
地
蔵
建
立
を
発
願
し
、
貴
賎
男
女
道
俗
を
勧
進
し
て
六
銭
文
ず
つ
の
助
力
を
も
っ
て
六
躰
の
尊
像
を
成
就
し
よ
う
と
願
望
し
て
い
た
の
だ
が
、
わ
た
し
が
小
者
と
し
て
使
っ
て
い
た
三
助
と
い
う
男
が
諸
人
施
財
の
金
銀
を
納
め
た
銭
箱
を
合
鎰
を
作
っ
て
春
か
ら
秋
の
こ
ろ
ま
で
少
し
ず
つ
盗
み
出
し
て
い
た
。
あ
る
夜
、
大
金
が
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
出
家
と
小
者
が
互
に
穿
議
を
し
あ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
池
ノ
端
七
軒
町
名
主
何
某
・
小
田
原
町
井
箇
屋
三
郎
兵
衛
・
茗
荷
屋
勘
左
衛
門
・
細
谷
八
兵
衛
な
ど
が
来
合
わ
せ
、
空
無
の
家
来
が
各
々
所
持
し
て
い
る
鎰
を
銭
箱
に
合
わ
せ
て
み
る
と
、
音
も
な
く
錠
の
開
い
た
の
は
三
助
所
持
の
鎰
だ
っ
た
。
進
退
窮
ま
っ
た
三
助
は
赤
面
し
鼻
血
を
出
し
て
座
敷
を
立
ち
去
り
、
栁
屋
と
い
ふ
餅
屋
に
預
け
置
い
た
盗
み
金
の
銭
五
貫
文
を
持
っ
て
逃
げ
た
。
し
か
し
三
助
は
板
橋
宿
ま
で
来
て
足
が
止
ま
っ
た
。
に
わ
か
に
伊
勢
参
宮
の
心
が
生
じ
た
か
ら
だ
。
板
橋
で
三
助
が
引
き
返
そ
う
と
し
た
の
は
、
六
地
蔵
の
鋳
形
の
木
像
は
板
橋
か
ら
出
た
も
の
な
の
で
、
き
っ
と
地
蔵
が
塞
き
止
め
ら
れ
た
に
相
違
な
い
。
さ
て
三
助
は
敬
神
伊
勢
参
宮
の
心
が
生
じ
た
が
、
行
く
こ
と
が
で
き
ず
江
戸
に
帰
っ
た
。
日
光
地
蔵
は
天
照
大
神
の
本
地
仏
で
あ
っ
て
、
日
の
も
と
六
十
六
ヶ
国
は
日
光
地
蔵
の
本
国
─ 68 ─
な
の
で
、
そ
の
仏
力
に
よ
っ
て
三
助
は
ど
こ
に
も
行
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
だ
。
江
戸
に
帰
っ
て
池
ノ
端
萱
町
の
空
無
庵
の
近
所
に
彷
徨
っ
て
い
た
が
、
日
暮
時
に
行
き
当
た
っ
た
非
人
に
突
き
倒
さ
れ
た
。
そ
の
光
景
を
見
て
い
た
子
供
た
ち
が
三
助
と
知
っ
て
泥
坊
ど
ろ
ぼ
う
と
は
や
し
立
て
た
の
で
、
所
の
者
が
取
り
押
さ
え
て
空
無
方
へ
連
行
し
て
き
た
。
以
前
に
盗
人
穿
鑿
に
関
わ
っ
た
人
た
ち
が
再
び
三
助
を
穿
議
し
、
遣
い
残
し
た
所
持
金
を
取
り
戻
し
、
追
出
し
た
。
三
助
は
窂
人
と
な
り
、
終
に
は
乞
食
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。」
こ
の
霊
瑞
不
思
議
譚
は
龍
山
必
夢
撰
『
延
命
地
蔵
経
直
談
鈔
』（
全
十
二
巻
。
元
禄
十
年
〈
一
六
九
七
〉
版
）
に
も
「
江
戸
六
地
藏
尊
建
立
ノ
時
盗
ミ二
參
錢
ヲ一
菩
薩
ノ
由
テ二
利
生
ニ一
取
返
之
縁
」（
12
・
20
）
と
し
て
載
っ
て
い
る
。
し
か
し
日
光
地
蔵
に
は
ま
っ
た
く
触
れ
て
お
ら
ず
、
必
夢
は
こ
れ
を
地
蔵
菩
薩
の
威
神
力
に
よ
っ
て
盗
賊
の
難
を
免
れ
た
例
証
譚
・
地
蔵
の
御
罰
利
生
譚
の
一
と
し
て
い
る
。
文
末
に
「
妙
幢
禪
師
江
府
ヨ
リ
傳
説
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
江
戸
居
住
の
妙
幢
淨
慧
か
ら
提
供
さ
れ
た
資
料
と
知
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
そ
の
資
料
に
も
日
光
地
蔵
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
来
単
な
る
小
者
三
助
の
悪
業
譚
で
あ
る
が
、
空
無
は
そ
れ
を
六
地
蔵
の
雛
形
木
像
や
日
光
地
蔵
を
結
ん
で
霊
瑞
不
思
議
譚
に
仕
立
て
た
も
の
と
推
量
さ
れ
る
。
理
屈
後
付
け
の
印
象
が
拭
え
ず
、
巷
間
に
広
く
語
ら
れ
て
い
た
霊
験
譚
と
は
思
わ
れ
な
い
。
　
　
　
　
※
必
夢
撰
『
延
命
地
蔵
経
直
談
鈔
』
に
は
妙
幢
淨
慧
ら
諸
氏
か
ら
提
供
さ
れ
た
地
蔵
説
話
を
載
せ
る
が
、
右
の
ほ
か
に
も
空
無
六
地
蔵
に
関
す
る
も
の
を
挙
げ
れ
ば
、
江
戸
増
上
寺
所
化
達
道
上
人
よ
り
の
伝
説
と
い
う
「
江
戸
駒
込
桂
芳
山
瑞
泰
寺
地
藏
尊
治
シ二
玉
フ
腰
拔
ヲ一
霊
應
」（
5
・
35
）
と
妙
幢
禪
師
江
府
よ
り
伝
説
と
い
う
「
江
ｏ
新
堀
諏
訪
社
淨
光
寺
地
藏
尊
治
シ二
玉
フ
盲
眼
ヲ一
霊
應
」（
5
・
7
）
は
そ
れ
ぞ
れ
『
巡
六
地
蔵
慈
悲
利
益
記
』
に
記
さ
れ
た
一
番
瑞
泰
寺
檀
陀
地
蔵
と
三
番
浄
光
寺
宝
印
地
藏
の
霊
験
譚
で
あ
っ
て
、
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
新
造
の
空
無
六
地
蔵
各
々
の
霊
験
利
益
が
巷
間
に
流
布
さ
れ
始
め
た
片
鱗
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
小
者
三
助
の
横
領
事
件
を
『
延
命
地
蔵
経
直
談
鈔
』
は
前
記
の
よ
う
に
「
江
戸
六
地
藏
尊
建
立
ノ
時
盗
ミ二
參
錢
ヲ一
菩
薩
ノ
由
テ二
利
生
ニ一
取
返
之
縁
」
と
し
て
載
せ
る
が
、
こ
れ
を
「
元
禄
二
年
ノ
比
ロ
江
戸
池
端
慈
濟
庵
空
無
上
人
六
地
藏
建
立
ノ
ミ
ギ
リ
」
と
伝
え
て
い
る
。
明
確
な
表
現
で
は
な
い
が
、
仮
に
「
元
禄
二
年
」
の
事
件
だ
っ
た
と
し
た
ら
、
空
無
は
六
地
蔵
建
立
の
た
め
の
勧
進
を
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
の
春
か
ら
始
め
て
秋
ま
で
に
は
銭
五
貫
文
ほ
ど
の
蓄
財
を
な
し
、
そ
の
年
の
う
ち
に
六
地
蔵
を
建
立
し
、
さ
ら
に
開
眼
供
養
し
て
六
精
舎
に
分
置
し
た
こ
と
に
な
る
。「
元
禄
二
年
」
は
他
資
料
か
ら
も
否
定
さ
れ
る
が
、
し
か
し
銭
五
貫
文
の
横
領
事
件
で
大
騒
ぎ
に
な
る
の
だ
か
ら
六
地
蔵
を
建
立
で
き
る
ほ
ど
の
資
金
が
万
端
用
意
さ
れ
て
い
た
と
は
到
底
思
わ
れ
な
い
。
地
蔵
坊
正
元
は
そ
の
六
地
蔵
建
立
に
十
三
年
を
か
け
た
の
で
あ
る
。
三
助
を
僉
議
し
た
実
名
の
記
さ
れ
た
面
々
が
有
力
な
檀
越
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
心
行
寺
が
経
済
力
に
恵
ま
れ
た
寺
院
だ
っ
た
と
も
思
わ
れ
ず
、
あ
る
い
は
空
無
自
身
が
資
産
家
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。『
空
無
行
狀
』『
巡
六
地
蔵
慈
悲
利
益
記
』
に
よ
る
と
、
六
地
蔵
の
ほ
か
に
も
空
無
は
そ
の
時
期
は
明
確
で
は
な
い
が
造
仏
と
寄
進
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
以
下
に
列
挙
す
れ
ば
、
⃝
 
東
叡
山
露
仏
大
仏
に
弥
勒
像
を
寄
進
。（
天
保
十
二
年
十
一
月
遭
難
、
同
十
四
年
再
造
）
⃝
 
諏
訪
明
神
前
の
山
屋
敷
百
二
十
坪
を
浄
光
寺
に
寄
進
。
五
智
如
来
像
と
堂
を
建
立
し
、
土
仏
地
蔵
千
躰
を
納
む
。
⃝
 
浄
光
寺
地
蔵
堂
に
土
仏
阿
弥
陀
像
千
躰
・
同
観
音
像
千
躰
・
同
勢
至
像
千
躰
・
同
釈
迦
像
千
躰
及
び
石
塔
を
納
む
。
⃝
 
東
叡
山
現
龍
院
如
来
念
仏
堂
に
銅
鋳
阿
弥
陀
千
体
仏
を
寄
進
。（
寅
年
九
月
累
焼
）
⃝
 
東
叡
山
千
手
観
音
堂
に
一
尺
八
寸
の
銅
鋳
観
音
像
八
躰
を
寄
進
。
⃝
 
隆
光
大
僧
正
の
護
持
院
に
慧
心
作
五
尺
の
正
観
音
木
像
一
躰
と
三
尺
三
寸
の
正
観
音
像
二
躰
を
寄
進
。
⃝
 
谷
中
感
応
寺
天
台
宗
四
世
蓮
台
院
の
代
に
延
寿
堂
の
念
仏
本
尊
と
し
て
三
尺
の
阿
弥
陀
如
来
像
を
寄
進
。
⃝
 
長
一
寸
の
銅
像
二
万
余
を
元
禄
元
年
か
ら
宝
永
三
年
ま
で
に
道
俗
に
施
与
し
、
土
仏
一
万
余
の
購
入
を
契
約
。
⃝
 
豆
州
熱
海
浄
土
宗
清
厳
寺
所
蔵
の
長
八
寸
の
銅
鋳
百
体
観
音
と
一
尺
八
寸
の
阿
弥
陀
木
像
の
購
入
を
契
約
。
⃝
 
心
行
寺
退
隠
後
、
元
代
の
浄
土
僧
照
庵
炬
菩
薩
の
故
事
に
倣
っ
て
銅
鋳
阿
弥
陀
像
一
千
躰
を
道
俗
深
信
者
に
施
与
。
等
々
で
あ
る
が
、
心
行
寺
に
晋
山
し
て
再
興
し
た
万
日
念
仏
会
の
折
々
に
は
参
会
の
檀
信
徒
に
自
筆
の
名
号
や
書
画
の
ほ
か
に
土
仏
を
長
期
間
に
渉
っ
て
施
与
し
、
万
日
会
が
満
散
し
な
い
う
ち
に
銅
像
二
万
余
の
施
与
を
始
め
る
な
ど
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。
右
は
─ 69 ─
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
以
前
の
寄
進
・
施
与
行
で
あ
っ
て
、
九
十
一
歳
を
超
え
る
長
寿
を
保
っ
た
空
無
の
後
年
の
行
実
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
な
お
空
無
は
谷
中
感
応
寺
天
台
宗
四
世
蓮
台
院
の
代
に
延
寿
堂
の
念
仏
本
尊
と
し
て
阿
弥
陀
如
来
像
を
寄
進
し
た
と
い
う
が
、
感
応
寺
天
台
宗
四
世
蓮
台
院
は
大
僧
都
天
純
の
こ
と
で
、
天
純
は
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
感
応
寺
に
入
寺
し
て
蓮
台
院
の
院
号
を
賜
り
、
同
三
年
（
一
七
〇
六
）
に
示
寂
し
て
い
る
か
ら
、
空
無
の
寄
進
は
そ
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
空
無
に
同
じ
く
、
空
無
が
地
蔵
信
仰
鼓
吹
の
先
達
と
し
て
敬
愛
す
る
黄
檗
の
禅
僧
妙
幢
淨
慧
も
感
応
寺
に
地
蔵
菩
薩
像
を
寄
進
し
て
い
る
。
各
別
の
証
左
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
二
人
の
善
業
は
軌
一
期
一
に
連
動
し
た
も
の
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
※
空
無
は
『
巡
六
地
蔵
慈
悲
利
益
記
』「
第
廾
五
、
谷
中
Ｂ
應
寺
京
都
壬
生
寺
延
命
地
ｇ
移
造
立
之
事
」
に
妙
幢
淨
慧
の
こ
と
を
、「
妙
幢
淨
慧
禅
師
は
四
宗
兼
学
の
行
法
堅
固
の
修
行
者
で
、
こ
と
に
仏
菩
薩
像
を
造
立
す
る
志
は
諸
僧
を
は
る
か
に
超
越
し
て
お
り
、
武
州
に
二
度
も
地
蔵
尊
像
を
造
立
し
た
ほ
ど
だ
。
一
度
目
は
八
尺
立
像
を
東
叡
山
内
に
安
置
し
た
が
累
焼
し
た
の
で
再
造
し
、
別
の
場
所
に
安
置
し
た
。
も
う
一
度
は
京
都
壬
生
寺
す
な
わ
ち
宝
幢
三
昧
寺
の
十
益
を
授
く
と
い
う
本
尊
延
命
地
蔵
菩
薩
の
写
し
を
谷
中
感
応
寺
に
寄
進
し
て
い
る
。
壬
生
寺
本
尊
は
三
井
園
城
寺
の
快
賢
僧
都
が
仏
師
定
朝
に
造
ら
せ
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
に
倣
っ
て
妙
幢
禅
師
は
京
仏
師
法
橋
瀧
川
順
正
に
命
じ
、
そ
の
助
力
に
四
蓮
の
不
著
と
雅
丈
を
指
名
し
た
。
順
正
は
六
斎
日
を
勤
め
る
な
ど
精
進
潔
白
し
て
掌
善
・
掌
悪
両
童
子
を
脇
侍
と
す
る
七
尺
五
寸
の
地
蔵
像
を
製
作
し
た
。
ま
こ
と
に
順
正
は
定
朝
、
妙
幢
禅
師
は
快
賢
の
化
身
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
壬
生
地
蔵
を
真
諦
と
す
れ
ば
感
応
寺
地
蔵
は
俗
諦
で
あ
り
、
感
応
寺
地
蔵
を
真
諦
と
す
れ
ば
妙
幢
禅
師
は
俗
諦
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
真
・
俗
の
両
因
は
相
応
し
て
衆
生
に
利
益
を
施
す
の
で
あ
り
、
地
蔵
菩
薩
の
誓
願
は
深
重
な
の
で
、
た
と
え
一
躰
で
あ
っ
て
も
そ
の
功
徳
は
六
地
蔵
と
同
じ
で
あ
る
。『
地
蔵
菩
薩
秘
記
』
に
弘
法
大
師
の
最
勝
王
経
の
釈
を
引
い
て
、『
本
地
と
垂
迹
の
関
係
は
難
解
だ
が
、
南
方
の
宝
相
仏
・
宝
勝
仏
は
妙
幢
菩
薩
に
変
化
す
る
。
妙
幢
は
地
藏
の
異
名
で
あ
る
。』
と
説
い
て
い
る
。
と
す
れ
ば
妙
幢
菩
薩
と
妙
幢
淨
慧
は
そ
れ
ぞ
れ
体
は
別
で
も
、
地
蔵
を
意
味
す
る
妙
幢
の
名
は
同
じ
だ
か
ら
、
こ
れ
を
名
体
不
離
と
考
え
れ
ば
、
妙
幢
淨
慧
は
妙
幢
菩
薩
と
同
じ
地
蔵
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
感
応
寺
の
地
蔵
は
妙
幢
淨
慧
と
い
う
地
蔵
が
作
っ
た
地
蔵
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
感
応
甚
大
な
こ
と
、
感
応
の
語
を
も
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
い
さ
さ
か
強
引
で
難
解
な
紹
介
を
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
一
文
に
浄
慧
は
喜
ん
だ
こ
と
だ
ろ
う
。『
地
蔵
菩
薩
秘
記
』（
内
題
『
與
願
金
剛
地
蔵
菩
薩
秘
記
』
全
一
巻
）
は
亀
山
院
の
第
七
皇
子
で
第
百
世
天
台
座
主
だ
っ
た
良
助
法
親
王
（
一
二
六
八
―
一
三
一
八
）
の
撰
述
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
、
そ
の
伝
写
本
を
偶
々
見
出
し
た
浄
慧
が
こ
れ
を
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
版
に
起
こ
し
た
の
で
あ
っ
て
、
以
後
こ
れ
を
も
と
と
し
た
版
本
が
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）・
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）・
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）・
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
と
近
代
ま
で
陸
続
公
刊
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
さ
に
地
蔵
信
仰
を
鼓
吹
す
る
四
宗
兼
学
の
禅
僧
妙
幢
淨
慧
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
で
あ
っ
た
と
知
れ
る
。
空
無
は
同
書
中
の
「
妙
幢
は
地
藏
の
異
名
で
あ
る
」
と
い
う
要
句
を
採
っ
て
浄
慧
の
行
業
を
称
揚
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
巡
六
地
蔵
慈
悲
利
益
記
』
に
序
文
を
寄
せ
く
れ
た
浄
慧
に
対
す
る
至
心
か
ら
の
賛
辞
だ
っ
た
。
右
『
巡
六
地
蔵
慈
悲
利
益
記
』
に
は
空
無
が
浄
慧
の
著
作
を
重
ん
じ
て
い
た
痕
跡
が
散
見
し
、
年
若
い
浄
慧
に
対
す
る
空
無
の
崇
敬
と
親
炙
は
き
わ
め
て
深
い
も
の
で
あ
っ
た
と
容
易
に
推
量
で
き
る
。
お
そ
ら
く
空
無
は
浄
慧
の
工
房
を
訪
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
瀧
川
順
正
は
不
明
だ
が
、
雅
丈
は
霊
雲
寺
開
山
覚
彦
浄
厳
と
交
流
の
あ
っ
た
人
物
で
、
浄
厳
の
雅
丈
宛
書
簡26
が
遺
り
、
不
著
は
我
が
国
文
人
篆
刻
の
嚆
矢
池
永
道
雲27
（
一
六
七
四
―
一
七
三
七
）
の
実
兄
で
黙
爾
と
も
称
し
た
人
で
あ
る
。
不
著
・
道
雲
の
父
方
の
祖
父
新
山
仁
左
衛
門
は
江
戸
に
開
か
れ
た
最
初
の
黄
檗
宗
寺
院
永
寿
山
海
福
寺
の
開
基
で
、
隠
元
を
開
山
に
迎
え
て
二
世
と
な
っ
た
独
本
性
源
（
一
六
一
八
―
一
六
八
九
）
は
仁
左
衛
門
の
妻
性
雲
尼
の
弟
、
つ
ま
り
二
人
に
と
っ
て
大
叔
父
だ
っ
た
。
不
著
は
独
本
が
相
州
大
井
の
北
条
政
子
創
建
と
い
う
石
蔵
山
浄
業
寺
を
中
興
し
た
と
き
檀
越
の
ご
と
き
助
勢
を
し
て
い
る
。
浄
慧
は
池
永
道
雲
家
所
蔵
の
阿
弥
陀
如
来
像
を
め
ぐ
る
霊
験
を
宝
永
八
年
一
月
版
『
佛
神
Ｂ
應
錄28
』
巻
十
三
「
霊
像
ノ
彌
陁
尊
種
々
ノ
現
益
ヲ
施
玉
フ
事
」
に
記
し
、
道
雲
の
兄
不
著
に
つ
い
て
「
不
著
ハ
。
ス
デ
ニ
出
塵
ノ
身
ト
ナ
リ
テ
靜
ニ
勤
修
セ
ラ
ル
」
と
書
き
止
め
て
お
り
、
ま
た
道
雲
の
印
譜
集
『
一
刀
萬
象
』
を
絶
賛
す
る
「
都
智
山
印
韻
誌29
」（
正
徳
二
年
〈
一
七
一
二
〉
五
月
）
を
撰
す
る
な
ど
、
浄
慧
と
道
雲
の
親
交
も
深
い
。
な
お
四
蓮
は
浄
慧
の
行
実
を
慕
う
宗
派
を
超
え
た
緇
素
道
俗
の
小
衆
だ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
人
で
あ
ろ
う
青
年
不
著
の
一
日
を
覚
彦
浄
厳
が
伝
え
て
い
る
。『
妙
極
堂
遺
稿30
』 
巻
七
・
元
禄
十
丁
丑
年
行
年
五
十
九
条
に
、「
書
二
新
山
不
著
居
士
手
寫
ノ
法
華
經
ノ
之
後
ニ一
─ 70 ─
六
月
二
十
八
日
」
と
し
て
、「
去
る
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
十
二
月
四
日
、
江
戸
の
新
山
道
水
居
士
、
字
を
不
著
と
い
う
清
新
な
青
年
が
妙
法
蓮
華
経
を
書
写
し
た
大
本
七
冊
を
携
え
訪
ね
て
来
た
。
不
著
が
い
う
に
は
今
年
元
旦
に
筆
を
起
し
、
十
月
九
日
に
書
写
し
終
え
た
も
の
で
、
仏
成
道
日
に
供
養
を
お
願
い
し
た
い
と
い
う
。
手
を
洗
い
熏
じ
て
拝
読
す
る
と
、
筆
力
は
健
や
か
で
強
く
、
筆
先
は
快
活
で
、
字
々
画
々
、
虎
が
踞
り
獅
子
が
怒
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
な
が
ら
、
驚
く
こ
と
に
一
字
と
し
て
失
字
誤
字
が
な
い
。
筆
遣
い
が
た
だ
巧
み
だ
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
ま
こ
と
に
篤
い
信
心
が
そ
う
さ
せ
た
の
だ
。
あ
あ
こ
の
素
俗
の
青
年
の
勤
め
は
す
ば
ら
し
い
も
の
だ
。
そ
れ
を
比
べ
れ
ば
緇
門
に
あ
る
も
の
は
さ
ら
に
策
励
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
ん
な
わ
け
で
臘
月
八
日
に
齋
を
設
け
て
供
養
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
今
夏
ま
た
訪
ね
来
て
書
写
本
の
奥
に
一
筆
を
乞
う
た
。
わ
た
し
も
す
で
に
耳
順
六
十
だ
。
無
常
も
近
く
藻
翰
も
無
理
で
は
あ
る
が
固
辞
す
る
理
由
も
な
い
の
で
、『
能
仁
示
寂
向
三
千
、
斯
典
為
人
殊
解
纏
』
云
云
の
賛
偈
を
書
き
付
け
お
い
た
。
ま
こ
と
に
妙
法
蓮
華
経
は
、
そ
の
一
字
一
字
が
金
色
の
仏
と
な
り
、
今
現
在
も
無
辺
界
ま
で
も
衆
生
を
抜
濟
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
だ
」
と
緇
門
に
入
る
以
前
の
身
心
と
も
に
純
真
高
潔
な
青
年
不
著
を
伝
え
て
い
る
。
　
　
　
　
※
六
地
蔵
の
造
立
に
つ
い
て
、
空
無
も
正
元
も
『
蓮
華
三
昧
経
』
の
所
説
に
拠
っ
た
も
の
だ
と
す
る
む
き
が
大
方
で
あ
る
。
慥
か
に
正
元
は
『
江
ｏ
六
地
藏
尊
建
立
之
畧
縁
起
』（
宝
永
三
年
〈
一
七
〇
六
〉
五
月
、
四
谷
太
宗
寺
）に
「
六
地
蔵
の
図
」
を
載
せ
、
み
ず
か
ら
「
御
姿
ハ
十
王
Ｉ
に
よ
る
な
り
。
利
益
Ｇ
ハ
蓮
花
Ｉ
に
し
た
か
ふ
」
と
そ
の
出
拠
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
正
元
の
い
う
「
蓮
花
経
」
は
『
蓮
華
三
昧
経
』
す
な
わ
ち
『
妙
法
蓮
華
三
昧
秘
密
三
昧
耶
経
」
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
同
経
は
「
大
日
本
続
蔵
経
」
に
収
載
さ
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
経
文
中
に
六
地
蔵
の
こ
と
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
六
地
蔵
に
つ
い
て
記
す
『
蓮
華
三
昧
経
』
が
別
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
だ
が
そ
れ
を
い
く
ら
探
し
て
も
見
出
せ
ず
、
空
無
・
正
元
の
六
地
蔵
造
立
を
『
蓮
華
三
昧
経
』
の
所
説
に
拠
る
と
す
る
先
学
も
誰
一
人
と
し
て
『
蓮
華
三
昧
経
』
の
所
在
を
明
か
し
、
経
文
の
当
該
箇
所
を
示
し
て
く
れ
て
は
い
な
い
の
だ
。
思
え
ば
そ
れ
も
当
然
で
あ
る
。
空
無
も
正
元
も
『
蓮
華
三
昧
経
』
な
る
経
典
一
本
を
座
右
に
置
い
て
は
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
が
見
た
の
は
妙
幢
浄
慧
が
元
禄
三
年
孟
陬
上
浣
に
版
行
し
た
『
地
蔵
菩
薩
秘
記
』
の
、
そ
こ
に
引
か
れ
た
『
蓮
華
三
昧
経
』
の
経
文
・
要
句
で
あ
っ
た
。
二
人
は
と
も
に
参
考
と
し
た
聖
教
典
籍
の
中
に
『
地
蔵
菩
薩
秘
記
』
を
挙
げ
て
い
る
。
な
お
現
今
『
蓮
華
三
昧
経
』
な
る
も
の
の
存
在
は
真
偽
未
決
の
よ
う
で
あ
り
、『
地
蔵
菩
薩
秘
記
』
も
良
助
法
親
王
撰
を
疑
う
む
き
が
少
な
く
な
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
空
無
や
正
元
が
『
地
蔵
菩
薩
秘
記
』
に
引
く
『
蓮
華
三
昧
経
』
の
わ
ず
か
な
経
文
・
要
句
か
ら
六
地
蔵
造
立
の
意
義
を
見
出
し
、
そ
れ
を
発
願
の
意
図
と
し
て
明
確
に
示
し
、
巷
間
夥
多
の
衆
生
を
教
化
勧
進
し
て
施
財
を
得
、
六
地
蔵
造
立
を
結
願
成
就
し
た
こ
と
に
驚
く
。
空
無
は
み
ず
か
ら
浄
土
木
食
を
称
す
る
が
、
他
に
そ
う
自
称
し
た
人
を
知
ら
ず
、
正
元
は
自
歴
を
語
ら
ず
、
わ
ず
か
に
指
灯
・
手
灯
・
手
香
・
六
万
度
礼
拝
・
百
万
遍
地
蔵
菩
薩
称
名
を
行
じ
た
廻
国
行
者
ら
し
い
と
知
れ
る
だ
け
で
、
二
人
は
既
存
の
宗
門
・
宗
派
の
埒
外
の
存
在
に
み
え
る
。
た
だ
空
無
は
浄
土
宗
心
行
寺
の
住
持
職
に
あ
っ
た
か
ら
埒
外
の
存
在
と
は
い
え
ぬ
が
、
し
か
し
そ
の
行
実
は
埒
外
で
あ
っ
た
。『
空
無
行
狀
』
に
よ
れ
ば
空
無
は
五
十
四
歳
の
と
き
疾
を
得
て
心
行
寺
を
高
足
還
誉
空
哲
に
譲
り
荷
葉
庵
に
退
隠
し
た
が
、
木
食
行
は
退
転
な
く
続
け
て
い
た
。
一
日
二
人
の
僧
が
訪
い
来
て
「
身
悴
精
涸
老
病
」
た
る
空
無
に
対
し
て
、「
穀
を
喫
し
鹽
を
食
す
る
の
は
報
命
を
保
つ
た
め
で
あ
る
。『
蘇
波
呼
童
子
経
』『
瞿
醯
経
』
等
に
、
食
を
断
ち
鹽
を
食
さ
ず
油
を
食
さ
な
い
の
は
垢
膩
を
除
き
身
を
清
浄
な
ら
し
め
る
た
め
だ
と
説
い
て
い
る
で
は
な
い
か
。
師
の
仏
道
修
行
を
邪
魔
を
し
よ
う
と
い
う
の
で
も
、
木
食
を
止
め
ろ
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。」
と
い
い
、
さ
ら
に
「
寧
自
リレ
ハ
辟
ンレ
穀
ヲ
不
レ
如
持
ンレ
ニ
ハ
ト
齋
ヲ
」
と
云
っ
た
。
す
な
わ
ち
二
人
が
わ
が
身
を
案
じ
て
来
て
く
れ
た
の
で
は
な
く
、
不
持
齋
を
難
詰
し
に
来
た
こ
と
を
察
し
た
空
無
は
、
笑
い
な
が
ら
「
不
ヿレ
ハ
持
レ
齋
者
是
レ
天
台
成
意
比
丘
ノ
之
迹
也
ト
也
」
と
応
え
た
と
い
う
。
空
無
の
面
目
躍
如
、
真
骨
頂
が
こ
こ
に
あ
る
。
空
無
を
批
判
難
詰
し
た
二
人
は
戒
律
遵
守
に
厳
し
い
寺
の
真
言
僧
だ
ろ
う
。
過
ぎ
た
る
木
食
行
も
問
題
だ
が
、
そ
れ
よ
り
も
ま
ず
持
齋
を
守
れ
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
二
人
の
挙
げ
た
『
蘇
波
呼
童
子
経
』『
瞿
醯
経
』
に
は
、
二
人
の
発
言
に
見
合
う
文
言
は
見
当
た
ら
な
い
。
因
み
に
『
瞿
醯
経
』
す
な
わ
ち
『
蕤
呬
耶
経
』
は
「
大
正
新
修
大
蔵
経
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
底
本
は
巻
尾
に
「
靈
雲
校
本
末
云
貞
享
三
稔
六
月
九
日
一
校
了
是
為
明
日
授
與
諸
徒
也
。
河
南
教
興
傳
瑜
伽
上
乗
沙
門
淨
嚴
四
十
有
八
」
と
あ
っ
て
覚
彦
浄
厳
の
校
訂
と
知
れ
る
。
浄
厳
は
ま
た
折
々
『
蘇
波
呼
童
子
経
』
を
講
じ
て
も
い
る
。
浄
厳
の
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
二
人
は
ど
こ
ぞ
で
何
某
の
講
説
を
受
け
天
台
成
意
の
行
業
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
、
反
論
で
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き
ず
に
去
っ
た
。
成
意
の
こ
と
は
『
日
本
往
生
極
楽
記
』（「
十
一
、
成
意
十
禅
師
」）・
『
今
昔
物
語
集
』（
巻
十
五
第
五
「
比
叡
山
定
心
院
僧
成
意
往
生
語
」）
に
み
え
る
。「
比
叡
山
定
心
院
の
成
意
は
内
供
奉
十
禅
師
に
選
ば
れ
た
ほ
ど
の
素
性
潔
白
で
染
着
す
る
と
こ
ろ
の
な
い
高
徳
で
あ
っ
た
が
、
持
齋
を
好
ま
ず
、
朝
夕
に
齋
を
摂
っ
た
。
あ
る
日
弟
子
が
成
意
に
向
か
っ
て
、『
一
山
の
名
德
た
ち
は
み
な
齋
食
し
て
い
る
。
な
ぜ
師
匠
だ
け
な
さ
ら
な
い
の
か
』
と
尋
ね
た
。
す
る
と
成
意
は
『
わ
た
し
は
本
性
が
貧
な
の
だ
。
そ
れ
に
日
供
の
ほ
か
に
食
物
を
得
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
だ
か
ら
今
は
心
の
有
り
よ
う
に
し
た
が
っ
て
供
米
を
食
し
て
い
る
だ
け
だ
』
と
い
い
、
さ
ら
に
『
或
る
經
に
、
心
礙
ニ二
菩
提
ヲ一
食
不
レ
礙
ヘ二
菩
提
ヲ一
』
と
あ
る
ぞ
と
答
え
る
と
、
弟
子
は
得
心
し
た
」
と
い
う
。
叡
山
と
い
わ
ず
僧
院
の
僧
た
る
者
の
第
一
に
守
る
べ
き
は
持
齋
で
あ
っ
て
、
東
大
寺
戒
壇
院
の
戒
和
上
明
祐
は
一
生
涯
持
齋
を
通
し
た
人
と
し
て
崇
敬
せ
ら
れ
た
が
、
成
意
は
或
る
経
を
引
い
て
「
心
は
菩
提
を
礙
げ
る
が
、
食
は
後
世
の
菩
提
を
礙
げ
は
し
な
い
」
と
主
張
し
、
持
齋
と
い
う
建
前
や
形
式
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
石
橋
義
秀
氏31
に
指
摘
が
あ
る
が
、
成
意
の
よ
う
な
生
き
方
は
平
安
時
代
に
お
い
て
は
特
異
で
あ
り
、
そ
れ
は
法
然
の
あ
り
方
に
通
じ
る
と
い
う
。
法
然
も
持
齋
に
つ
い
て
問
わ
れ
た
と
き
、
「
答
て
の
給
は
く
。
尼
法
師
の
食
の
作
法
は
。
も
と
も
と
し
か
る
へ
し
と
い
へ
と
も
。
當
世
は
機
す
で
に
を
と
ろ
へ
た
り
。
食
す
で
に
减
し
た
り
。
こ
の
分
際
を
も
て
一
食
せ
は
。
心
ひ
と
へ
に
食
事
を
お
も
ひ
て
し
づ
か
な
ら
じ
。
菩
提
心
經
に
い
は
く
。
食
菩
提
を
さ
ま
た
げ
ず
。
心
よ
く
菩
提
を
さ
ま
た
ぐ
と
い
へ
り
。
そ
の
う
へ
は
自
身
を
あ
ひ
は
か
ら
ふ
へ
き
な
り
と
」（『
黒
谷
上
人
語
燈
録32
』
巻
十
五
）
と
答
え
て
い
る
。「
或
経
」
は
知
ら
ず
、「
菩
提
心
経
」
は
今
日
伝
わ
ら
ぬ
よ
う
だ
が
、
空
無
は
成
意
や
法
然
と
同
じ
思
い
を
抱
い
て
い
て
、
そ
の
本
源
を
成
意
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
持
戒
持
律
を
是
と
す
る
二
人
と
、
入
定
を
究
極
の
理
想
と
す
る
木
食
と
は
端
か
ら
話
が
合
う
は
ず
も
な
く
、
ま
し
て
空
無
は
既
存
の
形
式
や
建
前
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
平
生
を
空
無
は
以
後
も
続
け
た
と
『
空
無
行
狀
』
は
伝
え
て
い
る
。
　
　
　
　
※
不
持
齋
を
難
詰
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
空
無
が
破
戒
僧
で
、
心
行
寺
の
僧
風
が
乱
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
二
十
四
歳
の
と
き
陰
を
自
豶
し
て
婬
欲
を
断
ち
、
退
隠
後
も
穀
断
ち
鹽
断
ち
の
激
し
い
木
食
行
を
続
け
、
還
暦
を
迎
え
て
な
お
浄
土
木
食
を
自
称
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
後
継
の
空
哲
も
「
持
律
嚴
整
」
だ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
心
行
寺
は
浄
土
門
に
お
い
て
も
他
に
比
し
て
早
く
か
ら
持
戒
持
律
を
堅
く
遵
守
す
る
寺
風
を
備
え
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。
し
か
し
空
無
が
律
幢
を
掲
げ
て
心
行
寺
を
律
院
に
、
あ
る
い
は
木
食
寺
に
し
よ
う
と
し
た
形
跡
も
窺
え
ず
、
空
無
の
法
脈
も
永
続
し
な
か
っ
た
よ
う
だ
か
ら
、
木
食
は
空
無
一
代
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
二
人
の
僧
と
の
問
答
か
ら
、
俊
正
明
忍
（
慶
長
十
五
年
〈
一
六
一
〇
〉
歿
）
が
京
都
槙
尾
平
等
心
王
院
を
拠
点
に
起
こ
し
た
戒
律
復
興
の
風
潮
が
漸
く
江
戸
に
も
及
ん
で
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
池
之
端
か
ら
湯
島
に
切
通
を
上
れ
ば
覚
彦
浄
厳
が
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
に
如
法
真
言
律
の
宝
林
山
霊
雲
寺33
を
草
創
す
る
の
だ
し
、
東
叡
山
を
登
れ
ば
一
山
三
十
六
坊
中
の
浄
名
院34
が
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
に
は
安
楽
律
派
の
律
院
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
浄
土
宗
に
お
い
て
も
浄
土
律
が
勃
興
し
、
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
霊
潭
性
澂
（
明
和
六
年
〈
一
七
六
九
〉
歿
）
が
京
都
東
山
に
浄
土
律
院
の
嚆
矢
た
る
照
臨
院35
を
開
く
と
、
以
後
弟
子
た
ち
に
よ
っ
て
各
地
に
律
院
が
興
さ
れ
、
江
戸
に
お
い
て
も
増
上
寺
四
十
五
世
成
誉
大
玄36
（
宝
暦
六
年
〈
一
七
五
六
〉
歿
）
が
律
院
の
建
立
を
企
て
目
黒
の
高
峯
山
長
泉
院
に
律
幢
を
掲
げ
、
瓔
珞
和
上
敬
首37
（
寛
延
元
年
〈
一
七
四
八
〉
歿
）
が
花
俣
の
思
惟
山
三
昧
寺
正
受
院
に
入
っ
て
定
め
た
規
則
が
浄
土
律
院
の
模
範
と
な
っ
た
。
奥
羽
に
は
在
世
時
か
ら
聖
僧
と
崇
敬
さ
れ
た
桑
折
の
守
一
無
能38
（
享
保
四
年
〈
一
七
一
九
〉
歿
）
が
持
戒
念
仏
を
弘
め
、無
能
に
全
幅
帰
依
し
た
曹
洞
の
禅
峰
待
定39
（
享
保
十
六
年〈
一
七
三
一
〉歿
） 
が
忍
行
念
仏
を
実
践
し
て
衆
庶
の
熱
狂
的
な
帰
依
を
受
け
た
。
ま
た
如
法
真
言
律
の
湯
島
霊
雲
寺
二
世
戒
琛
慧
光
の
膝
下
か
ら
浄
土
に
転
じ
た
天
誉
大
我40
（
天
明
二
年
〈
一
七
八
二
〉
歿
）
が
臨
死
念
仏
を
創
始
し
て
異
能
を
放
っ
て
い
る
。
し
か
し
何
も
か
に
も
空
無
よ
り
一
代
ま
た
二
代
も
後
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
浄
土
門
に
お
い
て
他
に
比
し
て
早
く
持
戒
持
律
を
徹
底
し
た
空
無
の
行
業
は
覚
え
て
お
い
て
よ
い
。
な
お
無
能
も
待
定
も
大
玄
も
空
無
と
同
じ
く
羅
切
僧
で
あ
る
が
、
無
能
と
大
玄
は
『
宋
高
僧
伝
』
第
二
十
六
「
唐
上
都
青
龍
寺
光
儀
伝
」
に
伝
え
る
、
根
を
断
じ
て
志
を
守
っ
た
と
い
う
光
儀
の
所
業
に
倣
っ
た
の
だ
が
、
空
無
が
羅
切
や
木
食
行
を
ど
こ
で
学
ん
だ
も
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
大
仰
に
い
え
ば
近
世
は
木
食
の
時
代
で
あ
っ
て
、
有
相
無
相
の
木
食
行
者
が
諸
国
に
輩
出
し
遊
行
徘
徊
し
た
。
著
名
な
遊
行
造
仏
の
木
食
修
験
円
空
（
元
禄
八
年
〈
一
六
九
五
〉
歿
）
や
木
喰
五
行
明
満
（
文
化
七
年
〈
一
八
一
〇
〉
歿
）
等
々
、
そ
の
多
く
は
巷
間
衆
庶
に
密
接
に
係
わ
っ
た
生
涯
を
送
っ
た
が
、
京
都
東
山
に
方
広
寺
と
大
仏
を
造
営
し
た
高
野
の
木
食
応
其
順
良41
（
慶
長
十
三
年
〈
一
六
〇
八
〉
歿
）
や
京
都
日
岡
峠
を
改
修
し
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た
東
山
安
祥
院
の
木
食
養
阿
正
禅42
（
宝
暦
十
三
年
〈
一
七
六
三
〉
歿
）
の
よ
う
に
、
史
上
に
遺
る
大
業
を
果
た
し
た
木
食
も
少
な
く
な
い
。
空
無
の
六
地
蔵
造
立
も
大
業
と
い
え
る
が
、
そ
れ
に
は
た
と
え
ば
前
述
し
た
よ
う
に
、
六
地
蔵
第
三
番
宝
印
地
蔵
を
浄
光
寺
に
安
置
し
た
際
、
隣
接
す
る
諏
訪
神
社
に
五
智
如
来
を
建
立
し
た
の
は
、
寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
三
月
す
な
わ
ち
空
無
六
歳
の
頃
、
芝
高
輪
に
帰
命
山
如
来
寺
を
建
立
し
て
一
丈
五
軀
の
五
智
如
来
像
を
安
置
し
た
木
食
但
唱43
の
営
為
に
倣
っ
た
も
の
か
と
推
量
し
た
が
、
空
無
の
行
業
の
背
景
に
は
つ
ね
に
木
食
の
存
在
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
空
無
は
十
三
歳
の
と
き
神
田
山
幡
随
院
新
知
恩
寺
に
入
っ
た
が
、
そ
の
開
山
は
幡
随
意
院
上
人
智
誉
白
道
（
慶
長
二
十
年
〈
一
六
一
五
〉
歿
）
で
あ
っ
て
、
白
道
は
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
夏
、
但
唱
の
師
弾
誓
と
互
い
に
師
資
の
契
約
を
結
び
、
弾
誓
は
檀
特
山
弥
陀
直
受
の
法
を
白
道
へ
、
白
道
は
白
幡
一
流
の
法
を
弾
誓
に
伝
授
し
合
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
す
な
わ
ち
乱
髪
垂
肩
の
浮
浪
の
山
居
念
仏
行
者
で
あ
っ
た
弾
誓
が
公
的
な
存
在
と
し
て
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
、
弾
誓
と
そ
の
一
流
の
活
動
を
容
易
に
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た44
。
高
弟
但
唱
が
芝
高
輪
に
土
地
を
拝
領
し
て
如
来
寺
を
創
建
し
、
信
州
伊
那
で
造
立
し
た
五
智
如
来
を
、
天
竜
川
を
下
り
海
上
を
北
に
と
っ
て
霊
岸
島
に
運
び
、
如
来
寺
に
安
置
で
き
た
の
も
そ
う
し
た
経
緯
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
高
輪
如
来
寺
の
五
智
如
来
は
「
芝
大
仏
」
と
し
て
浅
井
了
意
の
『
江
戸
名
所
記
』（
寛
文
二
年
〈
一
六
六
二
〉）
や
菱
川
師
宣
画
『
江
戸
雀
』（
延
宝
五
年
〈
一
六
七
七
〉）
に
紹
介
さ
れ
て
夥
多
の
貴
賎
衆
庶
の
参
詣
を
集
め
た
の
で
あ
り
、
芝
増
上
寺
に
学
ん
だ
青
年
僧
空
無
が
知
ら
ぬ
は
ず
は
な
く
、
白
道
と
弾
誓
の
交
流
を
心
得
て
い
れ
ば
な
お
、
但
唱
の
所
業
に
影
響
を
受
け
た
と
し
て
不
思
議
で
は
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
六
地
蔵
第
五
番
除
蓋
地
蔵
を
東
叡
山
大
仏
の
傍
ら
に
安
置
し
た
の
も
、
度
重
な
る
地
震
で
倒
壊
し
た
漆
喰
の
釈
迦
如
来
坐
像
を
鋳
造
再
建
し
た
の
が
木
食
浄
雲
で
あ
っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
木
食
と
し
て
も
空
無
は
異
端
だ
っ
た
。
浄
土
木
食
を
自
称
し
な
が
ら
不
持
齋
で
あ
る
な
ど
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
か
ら
だ
。
持
齋
は
木
食
と
い
わ
ず
、
僧
た
る
も
の
の
堅
く
守
る
べ
き
制
戒
で
あ
り
難
詰
さ
れ
て
当
然
だ
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
か
つ
て
花
石
公
夫
氏
が
『
閉
伊
の
木
食　
慈
泉
と
祖
睛
』（
一
九
九
八
年
十
月
、
自
刊
）
で
奥
州
閉
伊
に
活
躍
し
た
秀
井
慈
泉
（
享
和
元
年
〈
一
八
〇
一
〉
歿
）・
佛
眼
祖
睛
（
文
化
三
年
〈
一
八
〇
六
〉
歿
）
と
い
う
木
食
の
兄
弟
を
斯
界
に
初
め
て
紹
介
さ
れ
、
兄
慈
泉
が
「
日
本
三
行
脚
僧
」、
弟
祖
睛
が
「
定
齋
不
臥
不
炊
」「
定
齋
不
臥
獨
処
不
炊
」「
定
齋
不
臥
持
経
沙
門
」「
定
齋
不
臥
抖
藪
」
と
署
名
し
て
い
た
こ
と
、
二
人
は
曹
洞
宗
僧
で
、
常
州
水
戸
の
羅
漢
寺
開
山
木
食
観
海
か
ら
木
食
戒
を
受
け
、
と
も
に
故
郷
に
戻
っ
て
ひ
た
す
ら
在
地
に
貢
献
し
た
こ
と
等
々
を
考
究
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
人
よ
り
も
数
年
前
、
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
に
木
喰
五
行
明
満
も
羅
漢
寺
観
海
か
ら
木
食
戒
を
受
け
て
い
る45
。
お
よ
そ
木
食
戒
は
明
か
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
が
、
観
海
か
ら
授
け
ら
れ
た
木
食
戒
を
慈
泉
・
祖
睛
の
署
名
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
「
定
齋
」
は
齋
に
係
る
こ
と
で
辟
穀
の
供
食
を
定
め
ら
れ
た
刻
限
に
食
す
る
持
齋
の
こ
と
、「
不
炊
」
は
火
食
を
避
け
、「
不
臥
」
は
横
臥
を
せ
ず
、「
持
経
」
は
法
華
経
を
た
も
ち
、「
獨
処
」
は
独
居
・
独
行
す
る
こ
と
、「
抖
藪
」
は
煩
悩
を
捨
て
る
た
め
に
山
林
中
で
仏
道
精
進
す
る
意
で
、
行
脚
も
そ
れ
に
相
当
す
る
の
で
あ
ろ
う
と
解
さ
れ
る
。
空
無
も
何
某
か
ら
木
食
戒
を
受
け
た
は
ず
で
あ
る
が
、
戒
に
逸
脱
し
て
不
持
齋
の
平
生
を
送
る
理
由
や
意
図
を
『
空
無
行
狀
』
も
空
無
自
身
も
自
著
に
言
及
し
て
い
な
い
。
不
明
と
い
う
ほ
か
は
な
い
が
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
の
は
空
無
が
木
食
行
を
行
ず
る
う
ち
に
好
相
を
得
た
と
『
空
無
行
狀
』
が
伝
え
て
い
る
こ
と
だ
。
す
な
わ
ち
、
心
行
寺
開
山
利
的
上
人
創
始
の
万
日
念
仏
会
の
復
興
を
志
し
た
折
の
こ
と
、
上
人
與
二
同
志
五
人
一
堅
ク
誓
二
佛
天
ニ一
懇
ロ
ニ
禱
二
冥
祐
ヲ一
鐘
磬
徹
レ
曉
說
法
竟
ヘレ
日
ヲ
絶
レ
穀
披 
レ
衣
常
ニ
在
二
佛
前
一
長
坐
不
臥
日
ニ
課
ス二
五
百
拜
ヲ一
如
スレ
ル
モ
ノ
是
者
十
餘
年
寛
文
中
默
坐
ノ
時
偶〳
〵
見
三
諸
佛
菩
薩
護
法
善
神
親
ク
現
ス二
ル
ヲ
室
中
ニ一
知
テ二
是
レ
佛
天
ノ
加
被
ナ一
ル
ヿ
ヲ
と
あ
っ
て
、
木
食
行
を
行
じ
な
が
ら
祈
請
す
る
空
無
は
諸
仏
菩
薩
護
法
善
神
の
来
現
を
夢
見
た
の
で
あ
る
。
あ
た
か
も
そ
れ
は
自
誓
受
戒
を
志
す
僧
た
ち
が
願
っ
て
や
ま
な
い
好
相46
で
あ
っ
て
、
好
相
を
得
た
空
無
は
そ
の
木
食
行
に
よ
る
祈
請
が
諸
仏
善
神
か
ら
認
め
ら
れ
許
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
同
様
な
こ
と
は
木
食
五
行
明
満
の
弟
子
で
甲
斐
之
木
食
を
自
称
し
た
白
導
も
体
験
し
て
い
る
。『
甲
斐
木
食
白
導
一
代
記47
』
に
よ
れ
ば
、
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）、
お
そ
ら
く
二
十
四
歳
の
と
き
、
北
海
道
久
遠
郡
御
哥
山
の
弥
陀
釈
迦
不
動
の
石
像
を
祀
る
岩
屋
で
生
涯
木
食
を
自
誓
し
た
折
の
こ
と
、
二
仏
に
ち
か
ひ
て
是
よ
り
生
涯
五
穀
・
塩
を
断
て
、
木
食
の
行
を
し
て
念
仏
修
行
す
べ
し
。
若
破
ら
バ
命
を
取
玉
へ
、
そ
の
告
な
く
バ
谷
へ
落
て
死
な
ん
と
座
禅
し
て
告
を
待
に
、
向
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に
御
声
あ
り
て
、
善
か
な
汝
奇
特
の
お
も
ひ
を
し
て
爰
に
来
る
。
末
世
の
人
智
恵
も
な
く
、
機
根
も
薄
し
。
学
文
し
て
悟
る
こ
と
も
か
た
し
。
此
故
に
こ
そ
如
来
は
永
劫
の
難
行
・
苦
行
を
ま
し
ま
し
て
、
瘡
痴
・
文
盲
の
も
の
罪
障
の
軽
重
に
よ
ら
ず
信
心
し
て
、
御
名
を
唱
へ
頼
バ
、
勝
取
不
捨
と
洩
ら
さ
ぬ
御
誓
ひ
な
れ
バ
、
後
世
の
た
め
に
ハ
智
恵
も
宝
も
い
ら
ね
バ
、
唯
念
仏
を
と
な
ふ
べ
き
な
り
。
然
る
に
汝
念
仏
に
ふ
し
を
つ
け
て
う
た
ふ
。
人
を
す
ゝ
め
る
方
便
に
ハ
、
哥
を
う
た
ひ
又
狂
言
綺
語
も
ゆ
る
さ
ん
。
か
た
じ
け
な
く
も
二
尊
の
御
前
に
て
御
名
を
う
た
ふ
こ
と
物
躰
な
し
。
汝
正
直
に
し
て
心
付
ざ
る
ゆ
へ
我
し
ら
す
る
な
り
。
願
に
も
行
に
も
念
仏
に
増
し
た
る
は
な
し
。
怠
る
こ
と
な
か
れ
と
御
声
は
や
ミ
に
け
り
。
と
白
導
は
不
動
明
王
の
夢
告
を
得
た
。
こ
の
直
後
か
ら
白
導
は
造
仏
を
始
め
て
い
る
か
ら
、
白
導
の
生
涯
を
決
定
づ
け
る
重
大
な
好
相
夢
告
だ
っ
た
。
　
空
無
は
自
身
の
行
業
が
諸
仏
善
神
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
仏
天
の
加
被
加
護
さ
え
得
て
い
る
と
信
じ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
何
事
に
よ
ら
ず
そ
の
判
断
に
は
自
信
を
持
っ
て
い
た
だ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
不
持
齋
を
難
詰
さ
れ
て
も
笑
っ
て
成
意
の
古
例
を
引
い
た
の
も
、
そ
の
表
れ
に
相
違
な
い
。
な
お
『
空
無
行
狀
』
は
空
無
の
法
名
を
「
本
譽
上
人
諱
ハ
ｊ
察
字
ハ
空
無
自
稱
ス二
放
憨
子
ト一
源
Ｈ
ハ
其
ノ
社
號
也
」
と
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
法
名
に
は
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
阿
号
が
な
い
。
授
与
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
み
ず
か
ら
辞
退
し
た
も
の
か
不
明
だ
が
、
空
無
は
心
行
寺
住
持
職
に
あ
っ
た
こ
ろ
前
賢
に
倣
っ
て
禅
要
を
独
学
し
て
い
た
折
、
黄
檗
の
宗
匠
か
ら
面
受
を
受
け
た
と
い
う
一
居
士48
か
ら
親
し
く
禅
要
を
伝
授
さ
れ
て
い
る
。
黄
檗
の
宗
匠
は
隠
元
隆
琦
（
寛
文
十
三
年
〈
一
六
七
三
〉
歿
）
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
す
な
わ
ち
空
無
は
黄
檗
正
統
の
禅
要
を
承
け
た
の
で
あ
る
。
浄
土
木
食
の
自
称
は
持
戒
持
律
を
厳
し
く
実
践
す
る
木
食
行
者
と
し
て
、
さ
ら
に
浄
禅
双
修
す
る
浄
土
僧
と
し
て
の
誇
り
高
い
宣
言
で
あ
っ
た
。
使
い
古
さ
れ
た
言
葉
で
あ
る
が
異
端
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
注1　
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
據
る
。
2　
 
朝
倉
治
彦
氏
『
東
都
歳
事
記
3
』（
一
九
七
二
年
十
一
月
、
平
凡
社
東
洋
文
庫
）
は
「
景
誉
空
哲
」
と
す
る
が
、
版
本
は
あ
き
ら
か
に
「
還
誉
空
哲
」
で
あ
る
。
3　
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
據
る
。
4　
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
據
る
。
5　
渡
浩
一
氏
編
『
延
命
地
蔵
経
直
談
鈔
』（
一
九
八
五
年
九
月
、
勉
誠
社
）
所
載
影
印
に
據
る
。
6　
 
了
慧
撰
『
黒
谷
上
人
語
燈
録
』
巻
五
所
収
（
西
村
九
郎
右
衛
門
校
『
漢
語
燈
録 
・
和
語
燈
録
』
一
八
八
一
年
十
月
、
護
法
館
）
に
據
る
。
7　
「
新
訂
増
補
国
史
大
系
」
所
収
に
據
る
。
8　
筒
井
英
俊
氏
校
訂
『
東
大
寺
要
録
』（
一
九
七
一
年
五
月
、
国
書
刊
行
会
）
に
據
る
。
9　
 
谷
信
一
氏
「
仏
像
造
顕
作
法
考
―
歴
世
木
仏
師
研
究
の
一
節
と
し
て
」（「
美
術
研
究
」
五
四
・
五
五
・
五
六
号
、
一
九
三
六
年
六
月
・
七
月
・
八
月
）
は
開
眼
・
供
養
等
の
宗
教
的
意
義
に
つ
い
て
深
く
考
察
さ
れ
て
い
る
。
10　
 
関
口
靜
雄
「
浄
土
木
食
空
無
撰
『
巡
六
地
藏
慈
悲
利
益
Ｇ
』
翻
刻
と
解
題
」（「
学
苑
」
九
四
九
号
、
二
〇
一
九
年
十
一
月
）
に
據
る
。
11　
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
『
江
都
六
地
蔵
尊
勧
進
帳
』（
刊
年
不
明
、
一
冊
）
所
収
に
據
る
。
12　
 
大
橋
乙
羽
校
訂
『
校
訂
紀
行
文
集
』（
七
版
。
一
九
一
三
年
十
月
、
博
文
館
）
所
収
に
據
る
。
13　
 
上
田
霊
城
師
編
『
淨
嚴
和
尚
傳
記
資
料
集
』（
一
九
七
九
年
八
月
、
名
著
出
版
）
所
収
に
據
る
。
空
無
寄
進
の
彩
色
地
蔵
木
像
は
、
か
つ
て
境
内
に
存
し
た
智
嚴
院
の
本
尊
地
蔵
菩
薩
像
で
あ
っ
た
か
。
14　
 
三
好
龍
肝
氏
編
『
真
言
密
教
霊
雲
寺
派
関
係
文
献
解
題
』（
一
九
七
六
年
十
一
月
、
国
書
刊
行
会
）
所
載
の
翻
刻
に
據
る
。
15　
平
井
和
成
氏
編
『
安
養
院
縁
起
』（
二
〇
一
一
年
一
月
、
武
王
山
最
明
寺
安
養
院
）。　
16　
 
上
田
霊
城
師
「
新
安
流
成
立
過
程
の
研
究
」（「
密
教
文
化
」
一
三
六
・
一
三
七
号
、
一
九
八
一
年
十
二
月
・
一
九
八
二
年
二
月
）。
17　
 
畑
市
次
郎
氏
『
東
京
災
害
史
』（
一
九
五
二
年
五
月
、
都
政
通
信
社
）・
吉
原
健
一
郎
氏
『
江
戸
災
害
年
表
』（
西
山
松
之
助
編
「
江
戸
町
人
の
研
究
」
第
五
巻
所
収
。
二
〇
〇
六
年
三
月
、
吉
川
弘
文
館
）。
18　
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
據
る
。
19　
 
宝
珠
地
蔵
の
左
胸
陰
刻
を
「
分
置
千
（
マ
マ
）武
蔵
州
六
所
」
と
す
る
が
、
刻
筆
順
か
ら
「
千
」
で
は
な
く
「
干
」
と
判
断
で
き
る
。「
干
」
は
し
ば
し
ば
「
于
」
と
混
用
さ
れ
る
。
20　
 
地
蔵
妙
運
に
つ
い
て
は
飯
田
聖
音
氏
『
八
萬
四
千
體
地
藏
尊
緣
起
』（
昭
和
三
年
三
月
、
淨
名
院
）・
中
川
光
輪
氏
『
地
藏
比
丘
の
餘
影
全
』（
大
正
二
年
三
月
、
淨
名
院
）
に
詳
し
い
。
21　
 
本
経
は
安
立
院
主
天
台
沙
門
光
輪
拜
記
印
施
。
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
五
月
初
版
。
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
十
一
月
八
版
（
上
野
山
内
淨
名
院
光
輪
印
施
本
）
に
據
る
。
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22　
 
文
京
区
教
育
委
員
会
教
育
推
進
部
庶
務
課
編
刊
「
文
京
区
文
化
財
年
報
」
平
成
23
年
度
・
平
成
24
年
度
所
載
『
副
島
弘
道
氏
編
東
京
都
文
京
区
専
念
寺
銅
造
地
蔵
菩
薩
立
像
調
査
報
告
』
に
據
る
。
23　
 
台
東
区
教
育
委
員
会
編
刊
「
台
東
区
文
化
財
調
査
報
告
書
」
第
三
十
一
集
『
御
府
内
寺
社
備
考
3
（
浄
土
宗
）』（
二
〇
〇
三
年
三
月
）
に
據
る
。
24　
「
続
群
書
類
従
」
第
四
輯
下
所
収
に
據
る
。
25　
「
続
群
書
類
従
」
第
四
輯
下
所
収
に
據
る
。
26　
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
『
覚
彦
書
状
』（
一
通
）。
27　
 
関
口
靜
雄
「
妙
幢
淨
慧
撰
『
古
今
舎
利
驗
論
』
翻
刻
と
解
題
（
三
・
了
）」（「
学
苑
」
九
五
三
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
に
池
永
道
雲
と
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
28　
 
阿
部
美
香
・
大
久
保
美
玲
・
塚
本
あ
ゆ
み
・
関
口
靜
雄
「
妙
幢
淨
慧
撰
『
佛
神
Ｂ
應
錄
』
翻
刻
と
解
題
（
七
）」（「
学
苑
」
九
三
七
号
、
二
〇
一
八
年
十
一
月
）
に
據
る
。
29　
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
「
松
平
君
山
写
『
一
刀
萬
象
後
集
』
人
冊
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
30　
 
寺
津
麻
理
絵
・
関
口
靜
雄
「
妙
高
山
霊
光
寺
蔵
『
妙
極
堂
遺
稿
』
翻
刻
と
解
題
（
七
・
完
）」 
（「
学
苑
」
九
〇
一
号
、
二
〇
一
五
年
十
一
月
）
に
據
る
。
31　
 
石
橋
義
秀
氏
「
平
安
仏
教
か
ら
鎌
倉
仏
教
へ
の
展
開
―
『
今
昔
物
語
集
』
の
仏
教
説
話
を
通
し
て
」（「
真
宗
文
化
」
二
十
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
所
収
。
32　
佛
敎
大
学
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
據
る
。
33　
 『
浄
厳
大
和
尚
行
状
記
』（
上
田
霊
城
師
編
『
淨
嚴
和
尚
傳
記
資
料
集
』〈
一
九
七
九
年
八
月
、
名
著
出
版
〉
所
収
）。
34　
 『
東
京
府
寺
院
明
細
帳
』（
島
田
筑
波
・
河
越
青
士
氏
編
『
東
京
都
社
寺
備
考
』〈
一
九
四
四
年
九
月
、
北
光
書
房
〉
所
収
）
に
據
る
。
35　
林
照
順
氏
編
『
有
栖
川
宮
家
御
由
緒
照
臨
院
誌
』（
一
九
三
三
年
十
一
月
、
照
臨
院
）。
36　
『
三
縁
山
志
』「
巻
十
一
、
成
誉
大
玄
大
僧
正
」（「
浄
土
宗
全
書
」
第
十
九
輯
所
収
）。
37　
『
略
伝
集
』「
敬
首
和
上
略
伝
」（「
浄
土
宗
全
書
」
第
十
八
輯
所
収
）。
38　
 『
無
能
和
尚
行
業
記
』（「
浄
土
宗
全
書
」
第
十
八
輯
所
収
）。
関
口
靜
雄
「
か
へ
ら
ぬ
む
か
し
し
ら
ぬ
行
末
―
羅
切
僧
の
こ
と
―
」（「
学
苑
」
九
一
七
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
）。
39　
 
関
口
靜
雄
・
宮
本
花
恵
「
出
羽
待
定
法
師
忍
行
念
仏
伝
（
上
・
下
）」（
学
苑
」
八
五
二
・
八
五
七
号
、
二
〇
一
一
年
十
月
・
二
〇
一
二
年
三
月
）。
40　
 
三
田
村
鳶
魚
氏
「
傑
出
し
た
大
我
和
尚
」（「
三
田
村
鳶
魚
全
集
」
第
十
六
所
収
）。
中
野
三
敏
氏
「
大
我
狂
簡
」（『
江
戸
狂
者
傳
』
二
〇
〇
七
年
三
月
、
中
央
公
論
新
社
）。
41　
 
和
多
昭
夫
氏
「
木
食
応
其
考
（
前
・
承
）」（「
密
教
文
化
」
五
五
・
五
六
号
、
一
九
六
一
年
六
月
、
一
九
六
二
年
十
月
）。
42　
柴
田
実
氏
『
安
祥
院
と
木
食
養
阿
上
人
』（
一
九
五
五
年
十
一
月
、
日
限
安
祥
院
）。
43　
 
品
川
区
立
品
川
歴
史
館
編
刊
『
大
井
に
大
仏
が
や
っ
て
き
た
！　
養
玉
院
如
来
寺
の
歴
史
と
寺
宝
』（
二
〇
一
三
年
十
月
）。
44　
 
関
口
靜
雄
「
弾
誓
・
澄
禅
・
常
宇
資
料
⑴
～
⑷
」（「
学
苑
」
九
二
五
・
九
三
四
・
九
三
六
・
九
四
九
号
、
二
〇
一
七
年
十
一
月
～
二
〇
一
九
年
十
一
月
）。
45　
関
口
靜
雄
「
水
戸
羅
漢
寺
境
内
之
図
」（「
学
苑
」
八
七
四
号
、
二
〇
一
三
年
八
月
）。
46　
 
好
相
に
つ
い
て
は
高
松
世
津
子
氏
「
自
誓
受
戒
の
好
相
行
・
好
相
を
め
ぐ
る
考
察
―
近
世
期
・
真
言
律
系
を
中
心
に
」（「
日
本
宗
教
文
化
史
研
究
」
四
十
六
号
、
二
〇
一
九
年
十
一
月
）
が
参
考
に
な
る
。
47　
 
西
川
広
平
・
近
藤
暁
子
氏
「
資
料
紹
介
『
木
食
白
導
一
代
記
』」（「
山
梨
県
立
博
物
館
研
究
紀
要
」
第
三
集
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）
に
據
る
。
48　
 
居
士
の
名
が
記
さ
れ
な
い
の
は
憚
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
推
量
の
ほ
か
な
い
が
、
黄
檗
の
宗
匠
す
な
わ
ち
隠
元
隆
琦
（
一
五
九
二
―
一
六
七
三
）
の
面
受
の
弟
子
と
な
れ
ば
、
即
座
に
序
文
を
寄
せ
た
悦
山
道
宗
（
一
六
二
九
―
一
七
〇
九
）
を
挙
げ
う
る
。
し
か
し
『
空
無
行
狀
』
の
一
文
か
ら
和
僧
の
よ
う
で
あ
り
、
す
る
と
妙
幢
淨
慧
か
と
思
わ
れ
る
が
、
『
巡
六
地
蔵
慈
悲
利
益
記
』
に
は
浄
慧
の
名
は
憚
ら
ず
何
度
も
記
し
て
い
る
。
空
無
が
心
行
寺
住
職
と
し
て
十
年
余
を
過
ご
し
、
蓮
池
の
木
食
上
人
と
世
評
を
高
め
て
い
た
こ
ろ
に
親
昵
し
た
と
す
れ
ば
了
翁
道
覚
（
一
六
三
〇
―
一
七
〇
七
）
で
あ
ろ
う
か
。
了
翁
に
つ
い
て
は
「
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
錦
袋
圓
祖
傳
』
翻
刻
と
解
題
」（「
学
苑
」
九
一
七
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
）
に
触
れ
た
が
、
了
翁
が
池
之
端
仲
町
に
薬
舗
錦
袋
圓
を
開
き
、
池
中
に
経
蔵
を
築
き
、
こ
れ
を
東
叡
山
内
に
移
し
て
勧
学
講
院
と
し
て
開
創
し
、
そ
の
寿
像
と
高
泉
性
潡
撰
文
の
「
道
行
碑
」
が
建
て
ら
れ
る
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
空
無
の
行
業
と
時
空
が
重
な
っ
て
い
る
。
昼
夜
を
問
わ
ず
に
空
無
の
室
に
出
入
し
た
と
い
う
の
は
近
隣
を
思
わ
せ
、
と
も
に
生
年
を
同
じ
く
し
、
薬
石
に
詳
し
く
、
羅
刹
で
も
あ
り
、
な
に
よ
り
持
戒
持
律
、
慈
善
勧
化
に
お
い
て
通
底
し
て
い
る
。
親
近
し
な
い
理
由
は
な
い
。
〔
翻
刻
凡
例
〕
一
、
可
能
な
限
り
原
文
の
表
記
を
尊
重
し
た
。
一
、「
己
・
已
・
巳
」
等
の
混
用
字
体
は
文
意
を
と
っ
て
適
字
を
置
い
た
。
一
、
判
読
不
能
の
文
字
は
字
数
分
の
空
格
（
□
）
を
置
い
た
。
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〔
Ｚ
池
Ｘ
濟
老
師
衟
影
〕
」
表
表
紙
欠　
　
　
　
」
贊
01
オ　
　
　
　
　
　
本
譽
空
無
上
人
衜
影
贊
鎭
西
ノ
正
派 
心
行
ノ
中
Ｖ 
丱
歲
ニ
割
キレ
愛
ヲ
名
山
ニ
擔
フレ
簦
ヲ 
毳
衣
落
落 
意
氣
騰
騰
懇
禱
噄
シレ
苦
ヲ 
靈
應
見
ルレ
徵
ヲ 
除
キレ
陰
ヲ
絶
シレ
穀
ヲ
啓
キレ
蒙
ヲ
ｐ
スレ
僧
ヲ 
知
恩
ニ
司
軄
シ 
Ｂ
隨
ニ
稟
承
ス
攝
シ二
機
ヲ
三
輩
ニ一 
歸
ス二
佛
ニ
十
稱
ニ一 
曾
テ
著
ハ二
シ
藥
辨
ヲ一
大
ニ
醫
ス二
邪
乘
ヲ一 
寫
二
施
シ
垩
號
ヲ一 
造
レ
像
然
レ
燈
探
リ二
敎
外
ノ
旨
ヲ一 
嚼
ム二
火
裏
ノ
冰
ヲ一 
退
二
居
シ
荷
葉
ニ一
密
二
爾
ス
Ｋ
陵
ニ一 
或
ハ
隱
レ
或
ハ
顯
レ 
維
レ
張
リ
維
レ
弘
ム　
　
　
」
贊
01
ウ
萬
日
會
滿
テ 
六
旬
臘
登
リ 
範
シ二
六
地
藏
ヲ一
Ｌ
二
衜
ス
羣
朋
ヲ一 
重
重
ノ
悲
願 
無
クレ
所
無
シレ
能
歷
劫
ノ
Ｉ
濟 
叔
世
ノ
規
繩
タ
リ 
我
レ
述
テ二
讚
語
ヲ一
永
傳
フ二
雲
仍
ニ一
　
　
元
祿
壬
申
季
秋
穀
日
一
髮
衜
人
無
生
敬
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
密
林 
居
士　
□
□
□
□　
　
　
　
　
　
」
贊
02
オ 
（
白
丁
）」
贊
02
ウ
Ｘ
濟
本
譽
上
人
行
錄
　
序
空
無
察
Ａ
鏟
披
之
后
葵
二
傾
シ
テ
淨
土
ヲ一
修
ス二
專
念
ノ
法
ヲ一
長
秊
木
食
凡
百
ノ
之
味
」
序
01
オ
不 
レ
堦
セ二
於
懷
ニ一
根
門
刄
除
シ
テ
第
三
之
重
無
シレ
路
二
於
想
ニ一
藉
テ二
此
ノ
忍
力
ニ一
卜
ス二
他
ノ
難
行
ヲ一
加
シ
カ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
之
Ｌ
テ二
勸
善
懲
惡
之
爐
ヲ一
精
二
鍊
シ
皂
素
ヲ一
下
シ二
テ
與
樂
」
序
01
ウ
拔
苦
之
網
ヲ一
Ｉ
二
濟
ス
沈
淪
ヲ一
大
乘
小
乘
兼
轟
キ
信
浪
檀
浪
相
接
ル
名
ケ二
ン
ニ
之
ヲ
澆
末
希
有
之
上
人
ト一
疇タレカ
殽
テ
間
然
セ
ン
ヤ
哉
今コノ
顧コロ
鑪
二
就
地
藏
ノ
」
序
02
オ
銅
像
長
ケ
壹
丈
ナ一
ル
ヲ
安
シ二
テ
諸
レ
ヲ
東
都
ノ
六
招
提
ニ一
庸モツテ
僃
フ二
羣
生
ノ
歸
向
瞻
禮
ニ一
維
レ
行
維
レ
願
憲
二
章
ス
契
經
ニ一
其
ノ
徒
運
譽
及
ヒ
檀
信
等
狀
シ二
テ
上
人
ノ
行
」
序
02
ウ
業
ヲ一
价
シ二
テ
高タカ
野ノ
幽
山
ニ一
要
ス三
現
東
海
カ
題
セ二
ン
ヿ
ヲ
一
辭
ヲ
於
其
ノ
端
ニ一
因
テ
命
シ二
テ
毛
氏
ニ一
聊
カ
塞
ク二
其
ノ
責
ヲ一
且
ツ
寄
セ二
テ
Ｊ
ヲ
運
譽
等
ニ一
曰
ク
君
カ
輩
旣
ニ
知
レ二
リ
昔
年
ニ
願
王
ノ
一 
」
序
03
オ
身
化
ス"
ル
ヿ
ヲ
六
ト
也
卽
今
於
テ二
眞
空
無
相
之
中
ニ一
示
二
現
シ
比
丘
ノ
體
ヲ一
Ｉ
濟
堂
裏
ニ
與
二
諸
仁
者
一
行
ス二
百
般
ノ
佛
事
ヲ一
還
テ
信
得
及
ス
ヤ
麼
無
ン三
ハ
喚
テ
Ｕ
ス二
ヿ
東
」
序
03
ウ
家
ノ
之
丘
ト一
則
チ
好
シ
矣
　
　
元
祿
辛
未
夏
日
宗
忽
　
　
　
　
天
倫
題　
　
天倫
氏　
宗
忽
之
印 
」
序
04
オ　
　
（
白
丁
）」
序
04
ウ
上
人
ノ
功
行
最
モ
㴱
廣
聽
テ
我
レ
今
朝
對
シレ
テ
衆
ニ
Ｊ
フ
多
載
布
衣
勝
リ二
錦
綉
二一
尋
常
樹
菓
是
レ
饔
飱
彌
陀
ノ
寶
號
宣
ヘ二
萬
晝
ニ一
地
藏
ノ
銅
軀
範
ス二
」
序
05
オ
六
尊
ヲ一
㪅
ニ
喜
フ
參
禪
弘
テ二
志
願
ヲ一
心
空
及
第
徹
セ二
ン
ヿ
ヲ
根
源
ニ一
　
　
　
　
南
岳
悅
山
宗
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悦山　
衟
宗
之
印 
」
序
05
ウ
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心
行
寺
第
三
世
源
蓮
社
本
譽
空
無
上
人
行
狀
 
門
弟
子　
某
等　
編　
　
　
本
譽
上
人
諱
ハ
遵
察
字
ハ
空
無
自
稱
ス二
放
憨
子
ト一
源
蓮
ハ
其
ノ
社
號
也
石
見
州
ノ
人
ｙ
ハ
山
口
母
ハ
某
氏
寛
Ｅ
庚
午
七
年
十
二
⺼
Ｗ
三
日
ニ
生
ル
態
ｐ
不
レ
凡
九
歲
ニ
シ
テ
投
シ二
テ
幡
譽
上
人
ニ一
剃
染
シ
從
二
方
譽
上
人
ニ一
Ｂ
クレ
業
ヲ
十
三
ニ
シ
テ
入
テ二
幡
隨
意
院
ニ一
亦
ハ
曰
二
新
知
恩
寺
ト一
專
學
二
淨
敎
ヲ一
十
七
ニ
シ
テ
登
リ二
總
之
下
州
大
岩
寺
ニ一
二
十
二
ニ
シ
テ
Ｚ
隷
ス二
武
之
增
上
寺
ニ一
自ミ
悲
テ二
識
見
淺
薄
ナ一
ル
ヿ
ヲ
正
保
ノ
間
詣
シ二
テ
目
黑
山
ニ一
求
願
シ
期
シ二
テ
一
七
日
ヲ一
Ｙ
二
絶
シ
飮
食
ヲ一
晝
夜
課
ス二
千
拜
ヲ一
Ｂ
シ二
テ
Ｄ
夢
ヲ一
下
ルレ
山
ヲ
嗣
後
Ｚ
禱
テ二
宇
賀
神
ニ一
每
夜
」
狀
01
オ
誦
スレ
ル
ヿ
呪
ヲ
萬
徧
如
スレ
ル
モ
ノ
此
ノ
者
三
年
逐
テレ
⺼
詣
テ二
相
之
江
ノ
島
ニ一
投
シ二
身
ヲ
於
鯨
波
ニ一
Ｂ
ス二
放
光
動
地
ヲ一
意
ニ
謂
ラ
ク
密
家
ノ
呪
法
速
ニ
有
リ二
ト
神
驗
一
時
ニ
夢
ル二
ニ
一
老
僧
ヲ一
云
ク
我
ハ
自
二
傳
通
寺
一
來
ル
以
三
汝
但
憑
ム二
ヲ
加
持
之
力
ヲ一
甚
違
ス二
彌
陀
ノ
本
願
ニ一
夫
レ
學
セ二
ハ
三
密
ノ
觀
行
ヲ一
末
世
ノ
凡
夫
難
ンレ
得
二
證
人
ヲ一
若
シ
以
二
此
ノ
法
一
誓
テ
欲
セ二
ハ
ｐ
生
セ一
ン
ト
則
魔
障
屢〳
〵
起
ン
ト
也
夢
覺
テ
徧
體
汗
流
レ
寒
毛
卓
豎
ハ
疑
テ
爲
二
辨
天
之
靈
應
也一
ト
及
テレ
見
ル二
ニ
傳
通
Ｌ
山
了
譽
上
人
之
頂
相
ヲ一
乃
知
テ二
夢
中
ニ
所
ロレ
ハ
見
Ｚ
了
譽
上
人
ナ一
ル
ヿ
ヲ
也
愈〳
〵
喜
フ二
淨
土
ニ
有
ヿ"
ヲ
緣
時
ニ
有
二
賜
紫
ノ
沙
門
洞
院
洚
Ａ
ト一
云
人
友
ト
シ
善
シ
常
ニ
嘆
ス二
上
人
ノ
精
進
ニ
シ
テ
弗
ヿ"
ヲ
懈
至
テ二
二
十
四
歲
ニ一
自ミ
謂
ラ
ク
爲
メ二
ニ
生
Ｖ
ノ一
輪
轉
セ
ラ
ル
ヽ
ヿ
ハ
者
以
二
婬
欲
ヲ一
爲
レ
本
ト
阿
難
ノ
遭
ヿレ
モ
難
ニ
」
狀
01
ウ
ｂ
シ
因
テレ
也
此
ニ
也
若
シ
不
ンレ
ハ
除
カレ
婬
ヲ
無
レ
由
レ
成
スレ
ル
ニ
衜
ヲ
當
ニシ
ト
二
先
ツ
Ｙ
シレ
身
ヲ
而
シ
テ
後
除
ク"
心
ヲ
遂
ニ
自
豶
ス二
其
ノ
陰
ヲ一
Ｚ
經
テ二
數
歲
ヲ一
厭
テ二
諸
ノ
緣
務
ノ
有
ヿ"
ヲ
妨
ケ二
專
修
ニ一
乃
辟
レ
穀
Ｙ
スレ
鹽
客
難
シ
テ
云
ク
敎
中
ニ
曰
患
テ二
婬
ノ
不
ヿ"
ヲ
止
自
宮
ス二
其
ノ
陰
ヲ一
佛
謂
レ
之
曰
ク
若
Ｙ
ン二
ヨ
リ
ハ
其
陰
ヲ一
不
レ
如
レ
Ｙ
ンレ
ニ
ハ
ト
心
上
人
何
ソ
不
シレ
テ
Ｙ
レ
內
ヲ
而
Ｙ
スレ
ル
ヤ
外
ヲ
耶
答
テ
曰
ク
因
テレ
身
ニ
生
スレ
心
ヲ
身
若
斷
寸
ハ
則
心
無
レ
所
レ
生
也
客
Ｚ
曰
ク
我
レ
Ｙ
ク
律
ニ
制
ス
ラ
ク
自
豶
ス二
ル
其
陰
ヲ一
者
ハ
不
レ
許
下
與
二
諸
比
丘
一
共
住
ヿ上
ヲ
雖
二
舊
住
ノ
者
ト一
必
驅
出
ス
ト
今
上
人
如
シ 
レ
此
ノ
不
ヤ二
亦
違
セ一
乎
答
曰
ク
汝
唯
タ
Ｙ
レ
一
ヲ
未
タレ
Ｙ
二
其
二
ヲ一
也
菩
薩
ノ
於
ルレ
法
ニ
尚
不
レ
惜
二
身
命
ス一
ラ
況
ヤ
其
ノ
餘
ヲ
ヤ
乎
以
レ
故
ヲ
或
ハ
然
キ二
身
臂
指
ヲ一
或
ハ
施
二
與
ス
ル
ヿ
頭
目
髓
腦
ヲ一
諸
大
乘
ノ
中
ニ
所
也二
㴱
ク
讚
ス一
ル
也
Ｚ
不
ヤレ
見
無
量
」
狀
02
オ
壽
經
ニ
云
ク
設
シ
我
得
ンレ
ト
キ
佛
ヲ
他
方
國
土
ノ
諸
菩
薩
衆
Ｙ
モ二
ノ
我
名
字
ヲ一
至
マ二
テ
于
得
ル"
ニ
佛
ヲ
諸
根
闕
漏
シ
テ
不
ン二
ハ
具
足
セ一
者
不
トレ
取
二
正
覺
ヲ一
以
レ
是
觀
ルレ
寸
ハ
之
ヲ
則
我
カ
今
ノ
之
所
ハレ
闕
ク
當
來
具
足
之
因
也
汝
今
雖
ト二
モ
具
足
ス一
ト
恐
ク
ハ
當
來
有
ンレ
所
レ
闕
乎
客
乃
信
伏
シ
テ
而
去
ル
一
日
至
ル二
藝
之
廣
島
ニ一
先
キレ
是
ヨ
リ
有
二
以
八
上
人
ト一
云
人
行
業
純
一
ニ
シ
テ
緇
素
㴱
ク
欽
ミ
從
フ二
其
ノ
化
ニ一
者
甚
タ
夥
シ
今
見
二
其
ノ
餘
風
猶
在
ル一
ヿ
ヲ
且
ツ
驚
キ
且
ツ
愧
テ
將
テ二
從
前
所
ノレ
作
不
善
ノ
之
業
ヲ一
一
時
ニ
頓
ニ
Ｙ
シ
專
ラ
修
ス二
念
佛
ヲ一
從
テ二
旛
隨
意
院9
ノ
岳
譽
諱
ハ
Ｂ
隨　
上
人
ニ一
以
ノレ
暗
二
Ｇ
玉
篇
ヲ一
故
ニ
時
ニ
號
ス二
漢
玉
上
人
ト一
Ｂ
二
淨
土
ノ
血
脈
竝
ニ
圓
頓
菩
薩
戒
ヲ一
朙
曆
中
ニ
心
行
寺
乘
蓮
社
純
譽
諱
ハ
長
然　
上
人
視
テ
爲
シ二
テ
克
家
ト一
迎
テ
主
シレ
ム
席
ヲ
於
レ
是
ニ
法
緣
」
狀
02
ウ
丕
ニ
振
ヒ
紺
宇
改
ムレ
觀
ヲ
其
ノ
Ｌ
山
頓
蓮
社
圓
譽
利
的
上
人
先
ニ
創
ム
ル
萬
日
ノ
念
佛
會
以
テ二
粮
食
闕
ク一
ル
ヲ
將
ニ
欲
二
Ｙ
絶
セ一
ン
ト
上
人
與
二
同
志
五
人
一
堅
ク
誓
二
佛
天
ニ一
懇
ロ
ニ
禱
二
冥
祐
ヲ一
鐘
磬
徹
レ
曉
說
法
竟
ヘレ
日
ヲ
絶
レ
穀
披
レ
衣
常
ニ
在
二
佛
前
一
長
坐
不
臥
日
ニ
課
ス二
五
百
拜
ヲ一
如
スレ
ル
モ
ノ
是
者
十
餘
年
寛
文
中
默
坐
ノ
時
偶〳
〵
見
三
諸
佛
菩
薩
護
法
善
神
親
ク
現
ス二
ル
ヲ
室
中
ニ一
知
テ二
是
レ
佛
天
ノ
加
被
ナ一
ル
ヿ
ヲ
乃
依
テ二
其
ノ
形
相
ニ一
手
カ
ラ
刻
二
三
尊
ヲ一
Ｚ
命
シレ
テ
工
ニ
造
シレ
ム
之
ヲ
凡
ヘ
テ
一
百
尊
今
安
ス二
ル
聖
衆
堂
ニ一
者
是
也
也
其
ノ
餘
ノ
泥
塑
銅
鑄
印
施
ノ
畫
像
書
施
ノ
聖
號
不
レ
可
二
勝
テ
計
フ一
每
ト二
ニ
說
法
ノ
筵
一
Ｂ
ル二
戒
訣
ヲ一
者
凡
十
萬
人
籌
將
ニレ
盈
レ
室
ニ
時
ノ
人
咸ミナ
稱
ス二
ト
蓮
池
ノ
木
食
上
人
ト一
云
フ
上
人
甞
テ
Ｊ
ク
」
狀
03
オ
上
古
敎
門
ノ
之
名
德
無
レ
不
トレ
云
ヿ
探
二
禪
要
ヲ一
若
シ
不
ンレ
ハ
朙
二
禪
要
ヲ一
則
難
カレ
ラ
ン
ト
救
二
我
カ
弊
ヲ一
輒
チ
欲
ス二
叅
禪
セ一
ン
ト
時
ニ
有
二
一
居
士
一
甞
テ
見
ヘ二
檗
下
ノ
宗
匠
ニ一
來
ル
與
レ
之
締
テ二
方
外
ノ
交
ヲ一
日
夜
衜
話
ス
因
テ二
其
ノ
激
發
ニ一
兼
テ
學
ス二
坐
禪
ヲ一
雖
トレ
モ
然
未
タ三
肎
テ
窺
二
敎
外
之
籓
籬
ヲ一
一
日
居
士
以
二
向
上
ノ
旨
ヲ一
詰
ルレ
之
ヲ
上
人
茫
然
ト
シ
テ
無
レ
措
ヿ
自
レ
玆
發
憤
シ
テ
打
坐
シ
不
レ
問
二
晝
夜
ヲ一
入
二
居
士
ノ
室
ニ一
叅
扣
ス
ル
モ
ノ
者
一
日
或
ハ
兩
三
囘
動
ス
レ
ハ
至
二
五
六
次
ニ一
問
答
徃
復
不
レ
可
二
悉
ク
Ｇ
ス一
如
レ
是
激
勵
ス
ル
ヿ
數
⺼
工
夫
不
レ
弛
居
士
一
夜
遊
二
心
行
寺
ニ一
與
二
上
人
一
共
ニ
坐
シ
テ
至
二
三
㪅
ニ一
⺼
朗
カ
ニ
天
空
シ
居
士
詠
二
和
歌
ヲ一
示
スレ
之
ニ
上
人 
於
テレ
此
ニ
始
テ
信
ス三
佛
心
宗
ニ
有
ル二
ヿ
ヲ
不
傳
之
玅
一
貞
享
甲
子
ノ
秋
以
レ
疾
辭
シレ
院
ヲ
命
シ二
テ
上
」
狀
03
ウ
足
還
譽
空
哲
Ａ
ニ一
爲
二
心
行
ノ
第
四
世
ト一
自
退
テ二
於
荷
葉
菴
ニ一
以
テ
爲
二
終
焉
之
地
ト一
時
ニ
上
人
五
十
四
歲
也
矣
其
ノ
菴
臨
ミ二
蓮
池
ノ
上
リ一
ニ
風
飄
リ
露
散
シ
テ
香
恆
ニ
滿
レ
室
住
シレ
テ
此
ニ
或
ハ
─ 77 ─
念
佛
或
ハ
坐
禪
毫
モ
無
レ
所
レ
繋
物
外
ノ
生
涯
瀟
洒
ト
シ
テ
可
レ
見
ツ
一
日
有
二
兩
僧
一
來
テ
云
上
人
身
悴
精
涸
レ
老
病
モ
亦
加
ハ
ル
宐
ク三
噄
レ
穀
ヲ
食
テレ
鹽
ヲ
而
保
二
報
命
ヲ一
竊
ニ
考
ル二
ニ
敎
中
ヲ一
蘇
波
呼
童
子
經
瞿
醯
經
等
有
二
Ｙ
レ
食
不
レ
食
レ
鹽
不
レ
食
レ
油
ヲ
等
ノ
文
一
只
要
ス下
除
二
垢
膩
ヲ一
令
ン中
ト
身
ヲ
シ
テ
淸
淨
ナ上
ラ
非
レ
謂
ニ二
ハ
爲
ニレ
妨
レ
衜
而
モ
遣
Ｙ
ス一
ル
ト
也
寧
自
リレ
ハ
辟
ンレ
穀
ヲ
不
レ
如
持
ンレ
ニ
ハ
ト
齋
ヲ
上
人
笑
テ
云
我
以
二
辟
レ
穀
之
易
ヲ一
乃
換
ノレ
ミ
齋
ニ
耳
今
不
ヿレ
ハ
持
レ
齋
者
是
レ
天
台
成
意
比
丘
ノ
之
迹
也
ト
也
時
ニ
勸
ムレ
鹽
ヲ
Ｂ
テレ
之
ヲ
以
甞
ム
壯
歲
已
來
辟
レ
穀
」
狀
04
オ
到
于
老
年
一
不
レ
改
焉
見
Ｙ
無
レ
不
ト二
云
ヿ
欽
仰
セ一
退
居
ノ
之
後
四
來
蝉
聯
ト
シ
テ
而
求
二
佛
像
聖
號
一
者
不
レ
休
マ
每
トレ
ニ
與
ル二
一
尊
ヲ一
敎
ム下
彼
ヲ
シ
テ
稱
ス二
ル
ヿ
佛
名
ヲ一
或
ハ
百
聲
或
ハ
千
聲
ヨ
リ
以
テ
至
ラ中
一
萬
十
萬
ニ上
其
ノ
善
巧
方
便
如
レ
此
上
人
或
時
讀
ム二
ニ
天
如
則
禪
師
ノ
錄
ヲ一
有
リ下
錢
塘
照
菴
ノ
炬
菩
薩
ト
云
人
結
テ二
四
十
八
人
會
ヲ一
鑄
ノ二
銅
像
ヲ一
之
事
上
上
人
且
ツ
嘆
シ
テ
而
欲
シレ
テ
効
ンレ
ト
之
ニ
鑄
テ二
彌
陀
銅
像
一
千
尊
ヲ一
散
シ
テ
施
ス二
衜
俗
㴱
信
ノ
者
ニ一
一
夜
夢
ラ
ク
一
女
人
至
ル
姿
色
艷
雅
ニ
シ
テ
而
モ
吿
テ
云
ク
上
人
宐
クレ
施
ス二
佛
像
ヲ一
Ｚ
可
二
造
立
ス一
老
後
之
利
益
徃
生
之
助
因
不
レ
可
レ
過
レ
之
ニ
誠
ニ
末
法
中
相
應
之
事
也
也
我
モ
亦
擁
護
シ
テ
喜
二
捨
セ
ン
ト
家
珍
ヲ一
Ｊ
訖
テ
而
去
ル
上
人
目
二
ａ
ス
ル
ニ
之
ヲ一
至
二
蓮
池
ニ一
失
レ
跡
ヲ
」
狀
04
ウ
覺
テ
後
濳
ニ
吿
ク二
諸
徒
ニ一
咸
云
ク
苟
シ
非
ン二
ハ
辨
天
ニ一
必
ス
龍
女
ナ
ラ
ン
ト
也
上
人
云
ク
我
自
二
幼
年
一
來
タ
夢
中
ニ
所
レ
Ｂ
非
二
但
一
二
ノ一
ミ
ニ
不
レ
可
二
悉
ク
Ｇ
ス一
愼
テ
勿
レレ
語
ヿレ
人
ニ
今
時
ノ
庸
輩
妄
ニ
說
テ二
妖
怪
ヲ一
魔
二
魅
シ
男
女
ヲ一
自
稱
二
方
便
ト一
取
リ二
信
ヲ
於
人
ニ一
貪
二
求
シ
テ
財
利
ヲ一
徒
ニ
助
クレ
引
ヿ二
ヲ
魔
徃
生
ヲ一
淨
土
ノ
敎
ニ
有
二
魔
徃
生
ノ
說
一
甚
違
ス二
稱
名
ノ
正
業
ニ一
也
時
ニ
萬
日
ノ
Ｗ
佛
會
上
人
中
興
シ
テ
空
哲
繼
クレ
焉
ヲ
哲
モ
亦
戒
律
嚴
整
ニ
シ
テ
兼
テ
勖
ム二
修
造
ヲ一
金
仙
之
殿
香
積
之
堂
頗
ル
勝
レ二
リ
於
𦾔
觀
ニ一
哲
不
幸
ニ
シ
テ
早
世
ス
厥
ノ
後
同
志
ノ
徒
等
助
レ
之
元
祿
庚
午
四
⺼
十
五
日
滿
二
散
ス
萬
日
ノ
Ｗ
佛
會
ヲ一
江
城
ノ
貴
賤
諸
國
ノ
緇
素
蟻
如
ニ
集
リ
市
如
ニ
歸
シ
テ
隨
喜
稱
讚
ス
或
ハ
Ｂ
ケ二
十
聲
ノ
Ｗ
佛
ヲ一
或
ハ
求
ル二
手
書
ノ
名
號
ヲ一
者
ノ
不
レ
知
二
幾
千
」
狀
05
オ
萬
ト一
云
ヿ
ヲ
時
ニ
上
人
年
已
ニ
六
十
Ｚ
一
也
其
ノ
行
願
之
㴱
ヿ
可
レ
知
ヌ
矣
授
二
與
ス
ル
淨
土
ノ
訣
ヲ
於
衜
俗
ニ一
者
ノ
一
百
餘
人
自ミ
ｐ
ヿ二
僧
尼
ヲ一
若
干
人
至
テ二
ハ
於
問
法
結
緣
ノ
者
ニ一
指
不
レ
遑
レ
屈
ス
ル
ニ
先
キレ
是
ヨ
リ
己
巳
ノ
年
𣆶
春
二
十
四
日
近
鄰
ニ
有
リ二
某
信
士
ト一
云
モ
ノ
夢
ニ
Ｂ
ス二
地
藏
菩
薩
ヲ一
今
年
復
夢
ニ
拜
ス二
勝
軍
地
藏
ヲ
於
愛
岩
山
ニ一
Ｚ
夢
ニ
安
シ二
テ
地
藏
ノ
像
ヲ
於
一
室
ニ一
有
レ
人
如
下
將スル
ニレ
附
二
與
セ
ン
ト
之
ヲ一
勢
ノ上
端
嚴
玅
相
尤
可
二
瞻
仰
ス一
三
ヒ
Ｂ
セ二
リ
地
藏
之
靈
應
ヲ一
後
ニ
有
二
一
僧
一
偶〳
〵
至
テ
告
レ
士
ニ
云
ク
某
處
ニ
有
三
木
雕
ノ
地
藏
長
ケ
可
ハ二
カ
リ
ナ
ル
一
丈
一
汝
欲
セ下
ハ
加
ヘ二
テ
莊
嚴
ヲ一
以
供
養
セ上
ン
ト
我
當
ニレ
與
レ
之
士
歡
喜
シ
テ
迎
レ
之
ヲ
時
ニ
上
人
問
テレ
之
ニ
云
ク
汝
欲
スレ
ル
ヤ
莊
二
嚴
ン
ト
此
像
ヲ一
耶
士
曰
爾
リ
上
人
云
ク
幸
ク
ハ 
與
ヨレ
我
ニ
我
欲
ス下
ト
依
テ二
此
ノ
」
狀
05
ウ
大
像
ニ一
鑄
二
造
シ
テ
銅
像
六
軀
ヲ一
安
シ二
テ
于
武
城
ノ
六
所
ニ一
可
キ中
ヿ
ヲ
以
テ
福
中
利
ス
羣
生
ヲ上
也
士
大
ニ
喜
テ
與
フレ
之
於
レ
是
ニ
四
衆
競
テ
捨
二
淨
財
ヲ一
不
シレ
テ
日
像
成
ル
誠
ニ
一
奇
事
也
也
昔
鎭
西
ノ
聖
光
上
人
Ｂ
二
地
藏
ヲ一
Ｚ
信
貴
山
ノ
圓
能
上
人
獲
ル二
靈
應
ヲ一
等
載
テ
見
二
史
籍
ニ一
不
レ
遑
二
枚
舉
ス一
ル
ニ
上
人
有
二
老
母
一
爲
シレ
テ
尼
ト
盡
シレ
テ
心
孝
養
ス
實
ニ
釋
門
之
老
萊
也
也
今
改
テ二
所
居
ヲ一
扁
シ
テ
爲
二
ｆ
濟
菴
ト一
ｂ
シ
欲
也下
依
テ二
彌
陀
地
藏
之
願
ニ一
盡
未
來
際
救
中
ｐ
ン
ト
迷
倫
ヲ上
也
上
人
甲
子
已
ニ
週
シ
畧
Ｇ
シ二
テ
其
ノ
行
實
ヲ一
以
酬
フ二
ト
ｆ
誨
ノ
之
萬
一
ヲ一
云
フ
　
　
元
祿
三
庚
午
年
臘
月
朔
日 
　
　
　
　
　
　
」
狀
06
オ　
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白
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